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1.本書は、新潟県刈羽郡西山町大字北野字宮ノ前に所在する宮ノ前遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、県営ほ場整備事業北野地区に伴い西山町が柏崎農地事務所と費用負担契約を交わして

実施した。

3.調査主体は西山町教育委員会であり、分布調査は新潟県教育庁文化行政課職員の派遣を受けて実施

した。発掘調査は平成11年4月19日から同年10月8日までの延べ86日間行い、引き続き平成15年3月

14日まで報告書作成を行った。

4.調査費用は90％を農政部局が、残りの10％を文化財保護部局が負担した。平成11年度保護部局負担

のうち50％は国庫補助金、 25％は県費補助金を受けた。

5.遺物の注記には遺跡の略称として「ミヤ」を用い、調査年度である99を付した。出土資料及び記録

は西山町教育委員会で保管している。

6.本報告書の作成は中島義人の指示のもと整理作業員が行い、本文の執筆及び編集は中島が行った。

7.本文・図版中の北は真北を指す。磁北は真北より西偏約 7度34分である。遺構表記中の方位は真北

に対するものである。

8.遺物実測図の縮尺は 1: 3を基本とし、大型の甕や木製品などは適宜縮尺を変更した。

9.遺構番号は掘立柱建物を除き、通し番号とした。遺構の表記には以下の略号を用いた。

掘立柱建物…SB 井戸…SE 土坑…SK 柱穴・ピット…SP 溝… SD

10.遺構平面図の作成及び諸測量、空中写真の撮影は（株）朝日航洋に委託して行った。

11.現場の土色観察及び土器の色調観察には『新版標準土色帖』（小山 ・竹原1967)を用いた。

12.発掘調査においては北野集落の皆様の多大な御理解 ・御協力をいただきました。また、北野・大

坪・妙法寺・内方・五日市・新保・坂田集落の皆様からは、調査作業員として御協力を賜りました。

ここに厚くお礼を申し上げます。

13.発掘調査から報告書作成に至るまで以下の方々及び機関から御教示・協力を頂いた。記して感謝申

し上げます。

宇野隆夫 尾崎高宏 春日真実 川村尚 北野博司 北村亮 田中亨

笹沢正史 高橋勉 田辺早苗 前川要 望月精司 新潟県柏崎農地事務所

新潟県教育委員会文化行政課 刈羽村教育委員会
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図版71 遺物実測図31

図版72 遺物実測図32

図版73 遺物実測図33

写真図版

図版74 遺跡全景

図版75 遺跡遠景 1・ 2 

図版76 掘立柱建物群

(S K470, S K498, S K504出土遺物）

(S K504, S K505出土遺物）

(S K505, S D507, SP 508, SP 519, S E516, S K524, SP 539出土遺物）

(S D515, S E604, S E605出土遺物）

(S E606, S K608, S E609, S K614, S P632, S K722, S D812出土遺物）

(S E873, S E875, S K896出土遺物）

(S P 966, S P 979, S E 1028, S E 1052, S K 1070出土遺物）

(S Kl070, SE 1071, S I 1073出土遺物）

(S I 1073, S K 1074, S E 1075出土遺物）

(SE 1075出土遺物）

(SE 1076, S E 1077, S K 1081出土遺物）

(SD 1083, S E 1089, S E 1090出土遺物）

(SE 1092, S Kl091出土遺物）

(S E 1096, S E 1097 A, S K 1097 B出土遺物）

(S Kl097B, ・ S Kll20, S Kll30, SE 1149, SD 1321, S Kl324, 

S Kl332出土遺物）

(SE 1501出土遺物）

(S K 1503, S E 2258, S K 1532, S K 1533出土遺物）

(S Kl557, S Kl561, SE 1564, SE 1569出土遺物）

(S E 1576, S K 1595, S E 1603出土遺物）

(S El618, S Kl623, S Kl628, S Kl638, S Kl639, S Kl647出土遺物）

(S Kl677, S Kl678, S Kl679出土遺物）

(S K2255, S Kl 709, SE 1711, S Kl 729, S Kl772出土遺物）

(SE 1801, S Kl844, S K2109, S K2163, S K2167出土遺物）

(S K2172, S K2222, S K2237, S K2238, S P 2239,試掘，包含層

出土遺物）

（包含層出土遺物）

図版77 遺構個別写真 1(S B 15 ~ S B 19, S B 21, S B 22, S B 21 -P 1, S B 1 -P 3, S 

Bl-P4, SB1-P6, SBl周溝）

図版78 遺構個別写真2(SB 5 -P 10, SB 7 -P 7, SB 8 -P 1, S E33, S K51, S E56, S E67) 

図版79 遺構個別写真3 (S K70, S E 78, S K 178, S E 199, S K255, S K325, S K470) 



図版80 遺構個別写真4 (S K504, S K505, S P 508, S E 605) 

図版81 遺構個別写真5 (S E 606, S K608, S K614, S E 1092, S E 873, S E 875) 

図版82 遺構個別写真6 (S K896, SE 1028, S Kl070, SE 1071, S I 1073, S Kl074, SE 1075) 

図版83 遺構個別写真7 (S E 1075, S E 1076, S E 1077, S D 1083) 

図版84 遺構個別写真8 (SE 1089, SE 1090, S Kl091, SE 1096, SE 1097 A) 

図版85 遺構個別写真9(SE1097A, SK1097B, SD1321, SE1501, SK1502, SK1503) 

図版86 遺構個別写真10(S Kl561, SE 1576, SE 1603, SE 1618, S Kl628, S Kl638, S Kl647) 

図版87 遺構個別写真11(SK1677, SK1678, SK1679, SK2255, SK1709, SE1711, S 

Kl729, S Kl 772, S Kl844) 

図版88 遺構個別写真12(S K 1844, S K2109, S K2163, S K2167) 

図版89 遺物写真 1 (SBl, SB3, SB4, SB6, SB7) 

図版90 遺物写真2 (S B 8, S B 9, S B 14, S B 15, S B 1 7, S E 33, S K 51) 

図版91 遺物写真3 (S K51, S E56, S K66, S E67) 

図版92 遺物写真4 (SE78, SP119, SK178, SK181, SE199, SP203, SE236, SP 

221, S K255, S K325, S K470) 

図版93 遺物写真5 (S K498, S K504) 

図版94 遺物写真6 (S K505, S D507, SP 508, SP 519, S D515, S E516) 

図版95 遺物写真7 (S K524, SP 539, S E604, S E605, S E606, S K608, S E609, S 

K614, S P 632, S K325, S D812) 

図版96 遺物写真8 (S E 873, S E 875, S K896, S P 966, S P 979, S E 1028, S E 1052, S K 1074) 

図版97 遺物写真9 (S Kl070, S I 1073) 

図版98 遺物写真10(S I 1073, S E 1075, S E 1076) 

図版99 遺物写真11(S E 1076, S E 1077, S D 1083, S E 1089, S E 1090, S E 1092) 

図版100 遺物写真12(S Kl091, S El096, S El097A, S Kl097B) 

図版101 遺物写真13(SE1097A, SK1097B, SK1120, SK1130, SD1321) 

図版102 遺物写真14(S E 1501, S K 1503, S K 1532, S K 1533) 

図版103 遺物写真15(S K 1561, S E 1564, S E 1576, S K 1595, S E 1603, S K 1623, S K 

1628, S Kl638, S Kl639, S K6147) 

図版104 遺物写真16(S K 1628, S K 1677, S K 1678, S K 1679) 

図版105 遺物写真17(SK2255, SK1709, SK1729, SK1772, SE1081, SK1844, SK2172, 

S K2222, S K2237, S K2238, S P 2239) 

図版106 遺物写真18（包含層出土遺物）

図版107 遺物写真19

図版108 遺物写真20

図版109 遺物写真21

図版110 遺物写真22



第 I章調介経緯

1.調在に至る経緯

西山町では農業の効率化と担い手の育成・確保と生活環境整備を目的に、北野地区において県

営ほ場整備事業が計画され、新潟県柏崎農地事務所から西山町教育委員会に事業予定地内におけ

る埋蔵文化財に関する照会があった。これをうけて町教育委員会は新潟県教育庁文化行政課と協

議 し、工事範囲内に周知の遺跡はないが工事対象範囲が広大であることから、遺跡の有無を確認

するため分布調査を行うこととした。町教育委員会は文化行政課に職員の派遣を要請し、職員の

指導のもと事業計画地内の分布調査を平成10年3月に実施したところ、字畠田・宮ノ前・五十刈

において古墳時代・古代の遺物が採集された。この結果をもとに町教育委員会と柏崎農地事務所

で協議し、事業年度ごとに試掘調査を行い、当該工事範囲に遺跡が存在した場合、工事に先立っ

て発掘調査を行うこととした。平成10年度は畠田遺跡が発見され、工事着工前に用排水路・揚水

機場予定地で発掘調査を行った（西山町教育委員会2001)。平成11年度の工事地区は宮ノ前地区

で、平成10年の稲刈りが終了してから試掘調査を行った。その結果、北野八幡社前の水田でピッ

ト・土坑などの遺構が見つかり、須恵器 ・土師器．灰釉陶器・珠‘洲焼などの遺物が出土した。こ

の地区は過去のほ場整備により地形が改変されており、田面の低いところは遺構面まで削られて

いる。遺構が残存する範囲でも遺構面の直上に耕作土が堆積するという状況であった。町教育委

員会は遺構・遺物が確認された範囲を新発見の宮ノ前遺跡と して新潟県教育長へ報告し、試掘調

査の結果をもとに柏崎農地事務所と工事計画などについて協議した。その結果、工事において遺

跡範囲での掘削は避けられないということとなり、記録保存のための発掘調査を工事に先立って

行うこととなった。発掘調査面積は3,850面である。

柏崎農地事務所長は平成11年 1月14日付け柏農地第3410号で文化庁長官へ文化財保護法第57条

の3第 1項の規定による通知を提出し、新潟県教育長は平成11年2月8日付け教文第1084号で柏

崎農地事務所長へ発掘調査が必要である旨通知した。平成11年4月12日付けで、柏崎農地事務所

と西山町が発掘調査の費用負担契約を交わし、西山町教育委員会が主体となって発掘調査を実施

した。文化財保護法第98条の 2による通知は、平成11年4月19日付け西教第111号に よって西山

町教育長から文化庁長官へ提出 し、 発掘調査に着手した。

2.調在体制

分布調査 （平成10年3月12日～13日）

調査主体西山町教育委員会（教育長 三嶋千穎）

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

庶務力間久代（ ク 主査）

調査員村木弘（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）

島田昌幸（ ク 文化財調査員）
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試掘調査（平成10年10月5日、 10日）

発掘調査（平成11年4月19日～10月8日）

調査主体西山町教育委員会（教育長 三嶋千穎）

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

庶 務力間久代（ ヶ 副参事）

調査担当中島義人（ ヶ 主事）

第11章遺跡の環境

1.地理的環境

西山町は新潟県の海岸線の中央やや南よりの柏崎平野の北端に位置する中山間地域である。行

政区域は東西15.47km、南北13.75km、面積56.63k吋である。出雲崎町・長岡市・刈羽村・柏崎市に

囲まれ、西は日本海に面す。海岸沿いを走る西山丘陵は柏崎平野の海岸部の荒浜砂丘に端を発し、

国上・角田・弥彦山へ海岸部を走る。この丘陵が海岸部を走ることから海岸線に砂浜は部分的に

しか見られず、岩が露頭するところが多い。東頸城丘陵の北部に当たる曾地丘陵は標高300m~

350m前後で北へ伸びる。西山・曾地丘陵は摺曲構造が発達し、この背斜軸に沿って形成された

吉井・西山•関原などの油田・ガス田を古くから活用した形跡があり、近代石油産業の発祥の地

のひとつに上げられる。

西山丘陵と曾地丘陵の間を別山川が南流する。西山町と出雲崎町の境を源流にするこの川は西

山町・刈羽村を貫流して鯖石川に合流して日本海に流れ込む。町内の平野はこの別山川流域と、

二つの丘陵に直行する支尾根の間に広がる。別山川の延長線上には新潟平野へ北流する島崎川が

あり、この両河川沿いは柏崎平野から新潟平野への重要な交通路として利用されたみられ、旧北

陸道もこの河川沿いを通ると考えられる。別山川の両岸には所々に小規模な独立した段丘が形成

され、この段丘上、もしくは周辺に多くの遺跡が存在する。

宮ノ前遺跡の所在する北野地区は西山町の南部地区で刈羽村との境界に近い。曾地丘陵から別

山川に流れ込む妙法寺川の北岸、妙法寺峠越えで大積（現長岡市）に通じる道沿いに位置する。

集落の西側には曾地丘陵の支尾根が迫り、遺跡の南方約250mには妙法寺川が流れる。遺跡の標

高は約22mである。

2.歴史的環境

西山町は現在刈羽郡に属しているが、この名称は14世紀頃から私的に使われ始め、江戸時代か

ら公式に用いられたとされる。それ以前は古志郡、 9世紀初頭頃に分立して三嶋郡に属したとさ

れる 。 古墳時代には越国、天武・持統朝の頃 (680~690年頃）に越前・越中・越後に三分割され

た。分割当初の古志郡は越中国に属しており、 8世紀初頭に頸城・魚沼・蒲原郡とともに越後国

に編入された。三嶋郡には三嶋・高家・多岐の 3郷の名が見られ、そのうち多岐郷が別山川流域
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第2図発掘調査範囲図 (S= 1 : 5,000) 

に比定されている。その他の地名では長橋庄・野崎保が町内に比定される。延喜式内社は二田物

部神社・御島石部神社・石井神社・多岐神社の名が西山町に残る。

西山町で確認されている埋蔵文化財包蔵地は173件あるがその多くは塚で、塚が盛んに築かれ

る中越地方の特徴が表れている。遺物包含地・集落跡は18件、城館跡は11件である。縄文時代の

遺跡には海岸部の高塩A遺跡、仁位殿遺跡、大津遺跡と内陸部の多岐の脇遺跡・野崎遺跡・砂田

遺跡・坪之内遺跡があり、前期から晩期までのものが確認される。弥生時代の遺跡には内越遺跡、

坪之内遺跡、坂田遺跡、野崎遺跡がある。

古墳時代の遺跡の中で発掘調査が行われているものは高塩B遺跡、畠田遺跡である。高塩B遺

跡は海岸部の砂丘上に立地する。住居跡などの遺構は確認されず、包含層から古墳時代前期及び

後期の遺物が出土した。両時期の遺物はそれぞれ時期的なまとまりが認められる。古墳時代前期

の遺物は小型丸底埒・小型器台． s字状口縁甕．鉢などがあり、畿内や東海などの影響がみられ
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る（西山町教委1983)。畠田遺跡は宮ノ前遺跡に隣接する遺跡で竪穴住居3棟が検出された。こ

こでは、古墳時代の須恵器の出土量がやや多いのが目立つ。器種には蓋杯・高杯・臆・甕があり、

時期は 5世紀末葉から 6世紀前半とみられる（西山町教委2001)。

奈良•平安時代遺構の遺跡で発掘調査が行われたものに尾野内遺跡・井ノ町遺跡・坪之内遺跡

などがある。尾野内遺跡は平安時代・中世の複合遺跡で、平安時代の竪穴住居、中世の土城墓な

どが見つかった（新潟県教委1982) 。井ノ町遺跡は奈良•平安時代の遺跡で、大型の柱穴を持つ

掘立柱建物と河川跡が見つかった。また、包含層からは製鉄関連の遺物が多量に出土し、周辺の

丘陵における製鉄が想定される（西山町教委2001)。坪之内遺跡は掘立柱跡 l棟が検出され、須

恵器・土師器などとともに緑釉陶器の皿が 1 点出土した。このほか奈良•平安時代以降の未調査

の遺跡に坂田遺跡・野崎遺跡などがある。

中世以降の遺跡の調査例は少なく、尾野内遺跡で中世末期から近世初頭の土渡墓が検出されて

いる。山城は町内各所にあり、海岸線沿いの鎌田城・大崎城・甲田城、別山川沿いの二田城・高

内城が大きなもので、他に小規模な山城が各所に築かれる。尾頃部の館跡は土留めと段切りが見

られる館跡で高内城との関連が想定される。

5
 



第m章遺構と遺物

1.遺構の概観

検出された遺構はすべて通し番号を付して調査を行った。掘立柱建物跡は別に通し番号を付け

た。遺構の種別の標記には以下の略号を用いた。

掘立柱建物 (SB) 建物内柱穴に通し番号を付け、 p1、P2…と表す。建物軸は両梁の中央

を結ぶ線の真北からの偏りで表す。

井戸 (SE) 当遺跡で検出された井戸では、井戸側などの構造物が残存しているものはない。

大型で深いもの、平面規模に対して深いものを井戸とした。

土坑 (SK) 円形、楕円形、不定形、方形のものがある。浅いものが多い。

ピット (sp) その多くは掘立柱建物などの柱穴であろうが、建物構成が確認できないもので

ある。

竪穴状遺構 (SI） 一基検出している。柱穴は検出されていない。

溝 (SD) 雨落ち溝、遺跡を分断する区画溝などがある。

2.遺物の概観

a.土器・陶磁器

i.古墳時代

古墳時代の遺物には土師器・須恵器がある。遺構出土品もあるが、平安時代など後世の遺構に

混入しているものが多い。

当期の遺物の出土量はそれほど多くないため、細分は行わない。須恵器には蓋杯・臆が、土師

器では高杯、 甕がみられる。土師器高杯には黒色処理を施すものがある。

i i . 奈良•平安時代

奈良時代の遺物は少量が出土している。平安時代の遺物は当遺跡で量が最も多い。須恵器・土

師器・灰釉陶器・木製品などがある。実測図の掲載は遺構出土の遺物を中心に行った。

須恵器

器種は杯蓋・有台杯・無台杯・有台碗．鉢・瓶・広口瓶・横瓶・甕がある。

土師器

器種は無台碗・有台皿・ 甕 ・鍋がある。当期の土師器はロクロ成形によるものがほとんどであ

るため、特に断らない場合はロクロ土師器を指す。器種の細分は出土量の多い無台碗に行った。

無台碗

出土遺物の中でも っとも量が多い。底部の切り離し技法は回転糸切り無調整のものがほとんど

である。口縁部形態でAl, A2, Bl, B2の4種に、法量では I （口径15cm以上）、 II （ロ

径14cm前後）、皿 (llcm ~13.5cm)、N (11cm以下）の4種に分類した。
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Al類…体部が丸く張り口縁部が内湾気味に収まる。

A2類…体部が丸味を帯びて張り、口縁部もしくは口縁端部が外反する。

B 1類…体部が直線的に開き、口縁部はやや内湾気味に収まる。

B2類…体部が直線的に開き、口縁部が外反する。

黒色碗

内面に黒色処理を施す碗である。無台碗のみが認められる。形態・法量分類は無台碗に倣っ

た。

有台皿

長い高台を持ち黒色処理を行う。

甕

出土量はやや多いものの、全形を捉えられるものはない。

灰釉陶器

須恵器・土師器に比べると出土量は少ないが、定量出土している。有台碗・有台皿・耳皿・

壷．瓶が出土している。器種ごとの細分は行っていない。

iii.中世以降

中世以降には、珠‘洲焼・古瀬戸・青磁・カワラケ（土師器皿）などがある。

珠洲焼き

播鉢・壷．甕がある。中世以降の陶磁器では最も多い。

古瀬戸

袴腰形香炉と小壷が各 1点出土している。

青磁

碗．皿が出土した。皿には稜花皿が1点含まれる。

カワラケ

中世土師器皿である。煩雑となるためカワラケと称する。カワラケは手捏ね成形 (T類）とロ

クロ成形 (R類）に分ける。

b.漆器・木器・木製品

土器類と共伴するものについては時代を限定できるが、単独で出土したものに時代が不明なも

のが多い。漆器には椀．皿、木器には曲物・箱物・折敷があり、その他の箸、杓子、匙、俎板、

矢板、鍬、下駄、陽物等、用途不明の部材などを木製品とした。

3.調在の方法

発掘調査はほ場整備事業により掘削が行われ遺跡が破壊される、約55mX70mの長方形の範囲

に対して行った。グリッド設定は調査区の形状に合わせ、調査区の長辺をX軸、短辺をY軸とし
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て5m毎に杭を打ち、それぞれ番号を付した（第3図）。X軸は真北から西偏約46度である。

遺跡は過去のほ場整備に よる掘削で包含層はほとんど残っておらず、表土・耕作土の直下に遺

構面が検出された。耕作土の除去は調査員が立ち会いのもと、遺物の出土を確認しながらバック

ホウで行い、その後人力で遺構面の検出及び精査を行った。

包含層は削られており 、残っているところでも厚さ数cm程度である ことから、包含層と表土・

耕作土中から 出土 した遺物の区別はほとんど出来なかった。遺構以外から 出土 した遺物はグリッ

ド毎に取り上げを行った。

基準点測量 ・水準測量 ・遺構平面図作成・空中写真撮影は （株）朝日航洋に委託して行った。
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第3図 グリッド設定図 (S= 1 : 750) 

4.遺構 ・遺物

SB 1 （図版9)

梁間 2間 (6.20m)、桁行6間 (13.56m)で、面積は84.07m2...主軸は西偏56度である。北・

東・南面に雨落ち溝を持つ 。 柱穴のプランは方形に近く 、 径0.6 ~ 1.0m である 。 p 2、p6、P

9で柱根が遺存し、 その他の柱穴では柱痕が確認された。P4からほぼ完形の灯明皿に転用され

た土師器無台碗が出土した。

SB 1出土遺物 （図版41)

23は須恵器杯蓋で、端部は粗縁で直線的に収まる。 1・ 4 ・ 6 ・ 15は須恵器無台杯で、底部は

いずれも回転ヘラ切 り後ナデを行う 。1の口縁端部は内湾気味に収まる。2・ 3 ・ 7 ~ 10 ・ 12~ 

14 ・ 18~22が土師器無台碗である 。 8 ・ 9 ・ 18がAl類、7がA2類、12がB1類、 14・ 21がB2

類である。8は口縁部に煤が付着し、ほぼ完形に遺存する。16は灰釉陶器の皿で口縁端部は短く

外反する。胎土は精良緻密で、外面のロクロ痕が顕著である。施釉は内面と外面体部上半に認め
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られる。5・ 17は須恵器甕もしくは横瓶の体部破片である。 5は外面擬格子叩き後にカキメを施

す。24は土師器甕の口縁部で口縁部が短く外反し端部をつまみ上げる。11は灰釉陶器で、長頸瓶

のミニチュア土器である。体部に白色もしくは無色の釉がかかる。底部回転糸切り痕が残る。25

~27は柱根でp6、p9、p2から出土している。

SB  2 （図版10)

梁間 2間 (5.48m)、桁行6間 (14.74m)で、面積80.78m2,主軸は西偏54度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.4m前後で深度はO.l----0.2mと浅いものが多い。柱間はほぼ等間隔である。

SB  3 （図版11)

梁間 4間 (7.76m)、桁行7間 (15.64m)で、面積121.37面、主軸は西偏58度である。柱穴平

面形は円形に近く、直径0.4'"'--'0.7mである。柱穴深度は0.2'"'--'0.3mと浅い。

SB 3出土遺物 （図版41)

32は須恵器無台杯で、底部は回転ヘラ切り、体部外面はロクロナデによる段が明瞭である。28

'"'---30 ・ 33は土師器無台碗である。28・ 29はAl皿類である。31は須恵器甕の体部破片で外面は擬

格子叩き、内面の当て具痕は平行と同心円である。

SB 4 （図版12)

梁間 2間 (4.36m)、桁行4間 (7.32m)で、面積31.92m2,主軸は東偏35度である。柱穴平面

形は隅丸方形に近く、直径0.7~0.9m である 。 p 7がSK608を切る。

SB  4出土遺物 （図版42)

37は須恵器無台杯で底部と体部の境にロクロケズリを行う 。34・ 38は土師器無台碗で、 34はA

1 III類である。36は須恵器甕の体部、 35は土師器甕である。35の口縁部は内側に折れて収まる。

SB 5 （図版12)

梁間 2間 (4.36m)、桁行 5間 (9.32m)で、面積40.64m2~ 主軸は西偏53度である。柱穴平面

形は円形で直径0.5m前後である。SE255、SE607に切られる。

SB 6 （図版13)

梁間 1間 (4.04m)、桁行3間 (6.72m)で、面積27.15m2,主軸は西偏52度である。北東面に

廂を持つ柱穴平面形は円形で直径0.5m前後である。柱間は桁行が平均2.24mに対し、梁間が4.04

mと長い。廂の奥行きは1.2mである。

SB 6出土遺物 （図版42)

39は須恵器甕の体部破片で外面に平行叩き、内面に同心円当て具痕がある。

，
 



S B 7 （図版13)

梁間 1間 (2.16m)、桁行4間 (7.72m)で、面積16.68m¥主軸は西偏51度である。柱穴平面

形は隅丸方形で、直径は0.5~0.8mである。 P7・P8・P9で柱痕を確認した。

S B 7出士遺物（図版42)

40は須恵器杯蓋で口径13.0cmである。端部は素縁で面を持つ。 41は須恵器無台杯である。口縁

部は大きく開き、端部は内側に屈曲する。 42・ 44 ・ 46 ・ 48は土師器無台碗である。 44はAl皿類

である。 43は灰釉陶器碗である。口径15.0cm、口縁端部はやや長めに外反する。やや暗い緑灰色

の釉が内外面にかかる。 47・ 49は須恵器甕の体部である。外面に平行叩き痕、内面同心円当具痕

が残る。 45は板状部材である。

SB8 （図版14)

梁間 1間 (2.166m)、桁行3間 (5.56m)で、面積12.0lm¥主軸は西偏54度である。柱穴平面

形は円形で直径は0.4~0.6mである。

SB8出土遺物（図版42)

50は土師器黒色碗である。口径15cm、底径5.0cm、器高5.8cmで、 A1 I類である。

SB9 （図版14)

梁間 1間 (1.84m)、桁行4間 (7.76m)で、面積14.28m2,主軸は西偏56度である。柱穴平面

形は隅丸方形に近く直径は0.1m前後である。 SEl99に切られる。

SB 9出土遺物（図版42)

51は土師器甕である。口径15cm、頸部で屈曲して口縁部が開き、口縁端部は上へ折れる。

SB 10（図版14)

梁間 2間 (3.92m)、桁行4間 (7.24m)で、面積28.38m2,主軸は西偏58度である。柱穴平面

形は円形で直径0.3~0.4m である。

SB 10出土遺物（図版42)

52は土師器甕で、口径15cmである口縁部は緩く外反して開き、口縁端部を丸く収める。

S B 11 （図版15)

梁間 2間 (1.56m)、桁行3間 (4.52m)で、面積7.05m2,主軸は西偏59度である。柱穴平面形

は円形で、 直径0.4m以下である。

SB 12（固版15)

梁間 1間 (2.12m)、桁行3間 (4.92m)で、面積10.43m2...主軸は西偏53度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.6~0.4mである。
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SB 13（図版15)

梁間 2間 (3.36m)、桁行4間 (6.96m)で、面積23.39m¥ 主軸は西偏59度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.3m前後である。

SB 14（図版16)

梁間 2間 (2.80m)、桁行3間 (4.48m)で、面積12.54m2,主軸は西偏51度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.4------0.3mである。

SB 14出土遺物（図版42)

53はカワラケR類で、口径7.0cm、底径4.8cm、器高1.7cm、外底面に回転糸切り痕が残る。ほぼ

完形に遺存する。口縁部内面に煤が、外面体部下半に漆が付着する。

SB 15（図版16)

梁間 2間 (3.72m)、桁行3間 (6.72m)で、面積25.00m2,主軸は西偏46度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.5m前後である。p1から柱根が出土した。

SB 15出土遺物 （図版42)

54は柱根である。下端はやや傾くが、平坦に仕上げる。55は須恵器壷蓋である。口径11.0cmで

ある。口縁端部を丸く収める。

SB 16（図版16)

梁間 l間 (2.12m)、桁行3間 (4.24m)で、面積8.99m¥主軸は西偏43度である。柱穴平面形

は円形で直径0.4m前後である。

SB 17（図版16)

梁間 1間 (2.36m)、桁行3間 (4.32m)で、面積10.20m2,主軸は西偏65度である。柱穴平面

形は円形で直径0.4m前後である。p3から柱根が出土した。

SB 17出土遺物 （図版42)

56は柱根である。太さ18cm前後、残存長61.0cmである。底面はやや尖り気味に成形する。

SB 18（図版17)

梁間 2間 (4.48m)、桁行3間 (4.80m)で、面積21.50m¥主軸は西偏44度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.4m前後である。

SB 19（図版17)

梁間 3間 (5.00m)、桁行3間 (5.00m)で、面積25.00m2,主軸は東偏32度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.4m前後である。
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S B20（図版18)

梁間 1間 (1.08m)以上、桁行4間 (3.72m)で、面積4.02m¥ 主軸は西偏43度である。柱穴

平面形は円形で、直径0.3m前後である。

S B21 （図版18)

梁間 2間 (3.52m)、桁行6間 (11.20m)で、面積39.42m2,主軸は東偏33度である。柱穴平面

形は円形で、直径0.2m前後である。間仕切りが3カ所ある。

S B22（図版19)

梁間 2間 (2.04m)、桁行3間 (3.48m)以上で、面積7.lOm¥主軸は東偏57度である。柱穴平

面形は円形で、直径0.7----0.6mである。

S B23（固版19)

梁間 1間 (1.76m)、桁行2間 (3.76m)で、面積6.62m2.,主軸は西偏55度である。柱穴平面形

は隅丸方形で、直径0.8-----0.7mである。

S B23出土遺物（図版42)

57 ・ 58は須恵器杯蓋である。口径はいずれも13.0cm、口縁端部の断面形は丸である。59・ 60は

土師器無台碗である。61は土師器黒色碗A1 Ill類である。62は土師器甕で、口径12.0cmである。

口縁部は頸部で折れて開き、口縁端部は短く上へ折れる。

SK 15（図版20)

長径3.0m、短径2.4m、深さ0.2mの隅丸長方形の浅い土坑である。底部は細かい凹凸が多い。

S K 15出土遺物（図版42)

63は灰釉陶器碗である。口径14.0cm、口縁端部は外側へ引き出すようにやや強く屈曲する。釉

は内面淡緑色、外面青緑色でやや厚くかかる。藁灰釉と見られる。

SE 33（図版20)

長径1.4m、短径1.2m、深さ1.2mの素掘りの井戸である。井戸側などの構造物は確認されなか

った。

S E33出土遺物（図版43)

64~78は箸である。最長のものは64で、長さ21.9cmである。4~ 6面の面取りを行い、断面形

は長方形や多角形で、扁平のものが多い。両端を細く尖らせる。

SP 50（図版20)

直径0.4m、深さ0.4mのピットである。構成する建物跡は確認できなかった。
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SP 50出土遺物（図版43)

79はカワラケR類で、口径9.4cm、底径7.2cm、器高2.0cmである。外底面に回転糸切り痕が残る。

口縁端部は厚く、丸く収める。80は珠‘i州焼き播鉢の底部ある。残存部に卸目は見られない。底部

切り離しは静止糸切りによる。内外面が二次焼成により黒化する。

S K 51 （図版20)

長径2.2m、短径2.0m、深さ1.4mのほぼ円形の井戸である。底部はやや平らな面を持ち、徐々

に広がりながら、確認面に達する。

S K51出土遺物（図版43)

81は土師器無台碗B1 W類である。焼成は良好で、調整痕が明瞭に残る。82は灰釉陶器皿であ

る。口径13cm、口縁端部は弱く外反し、灰白色の釉が内外面とも体部上位から口縁部にかけて刷

毛塗りされる。83は曲物底板で直径約18cmである。片面に漆が塗られる。84は曲物の底板である。

直径40cm、径2~ 3 mmの穴が不規則に多数開くが、人為的に開けたものか、根などにより、後に

開いたものかは判断できない。側面には側板を固定するための木釘の穴をほぼ等間隔に設ける。

85は蒸籠の底板である。残存部の形状から隅丸方形のものとみられる。細かい穴が不規則に開け

られ、側板と結束するための穴と樹皮が一ヶ所残存する。86・ 87は厚手の板状部材である。 88~

91は箱物の部材である。底板・側板ともに細かい刃物傷が付く 。92-------103は矢板である。井戸底

部に投げ込まれたように折り重なって出土した。最長のもので103の61.9cm、幅は10cm前後のも

のが多く、厚さ 1cm前後である。先端はやや鋭角にとがる。

SE 56（図版20)

長径1.7m、短径l.Om、深さ1.0mの卵形の井戸である。SB1 -P 16を切る。西側の中位にテ

ラスがある。埋土は西から流れ込むように堆積し、 8層に分層される。

SE 56出土遺物（図版46)

104はカワラケ R類である。底部の糸切り痕は丁寧にナデ消す。胎土には大粒の礫を含む。焼

成は良好で堅緻である。105は曲物の底板である。側板との結束のための穴などは確認できない。

106~ 108は板状部材である。109・ 110は矢板である。先端はやや鋭角に尖らせる。

S K66（図版20)

長径2.4m、短径2.0m、深さ0.2mの土坑である。西側を SE67に切られる。東側は徐々に浅く

なり途切れる。底部はほほ平坦である。埋土は単層で粘質の黒色シルトである。

S K66出土遺物（図版46)

111 ・ 112は板状部材である。111は厚さ1.3cm、長さ25.0cm、一端を丸く成形する。112は細かい

刃物傷が多く付く 。
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SE 67（図版20)

直径1.7m、深さ1.3mの不正円形の井戸である。SK67を切る。埋土はほぼ水平に堆積する。

中位よりやや上で珠洲焼き・礫などが出土した。

S E67出土遺物（図版46)

113は珠‘洲焼き甕の口縁部、 114は珠‘i州焼き播鉢の底部である。114の底部は静止糸切り で、内

底面には幅9mm 4条の卸目がほぼ隙間無く施される。115は刀子である。刃部は欠損しており、

茎と柄が残る。柄は長さ14.2cm、幅1.8cm、厚さ0.6cmの2枚の板で茎をはさむ。柄は刃部から約

1 cmの所に溝状の彫り込みを巡る。出土時には植物性の紐が緩く巻き付いていた。目釘は無い。

116は曲物底部である。117は羽子板形の木製品である。身幅6.5cm、柄幅4.5cmである。

SK 70（図版21)

直径0.8m、深さ0.3m、円形の土坑である。埋土下層は炭化物を含む。第4層上面から青磁碗

が出土した。

S K70出土遺物（図版47)

118は青磁碗の底部である。高台径7.0cm、釉調は淡緑色である。外面の施釉は高台底面より施

される。体部外面に連弁紋が、内底面に草花様模様が施される。高台内側に墨痕が付く。

SE 78（図版21)

直径1.4m、深さ0.9m、不正円形の井戸である。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦で

ある。下層は腐植した植物質を多く含む黒色シルト層が堆積し、その上の壁面には地山の崩落土

が入り込む。

SE 78出土遺物（図版47)

119 ・ 120は箸である。119は全形が残り、長さ19.5cmである。断面形は扁平な方形である。121

~123は板状部材で、用途は不明である。

S P 119（図版21)

直径0.3m、深さ0.4mのピットである。構成する建物などは確認できなかった。

S P 119出土遺物（図版47)

124は須恵器碗である。口径15.0cm、口縁部は内湾して大きく開く 。125は板状部材で、根板と

みられる。

S K 181 （図版21)

長径0.7m、短径0.6m、深さ0.3mの長方形の土坑である。底部はほぼ平坦である。

S K 181出土遺物（図版47)

130は須恵器無台杯で、口径12.0cm、底径7.6cm、器高3.5cmである。底部ヘラ切り痕を丁寧にナ
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デ消す。底部は厚く、体部との境に稜をもつ。胎土に海面骨針を含む。

SP 203（図版21)

長径0.5m、短径0.3m、深さ0.6mのピットである。

SP 203出土遺物 （図版47)

136は須恵器長頸瓶である。頸部と肩部の接合部は内面に頸部の下端が出る。肩部は丸味をもつ。

S P 221 （図版21)

直径0.2m、深さ0.2mのピットである。

S P 221出土遺物（図版47)

137は土師器無台碗B2 III類である。口縁部の一部に煤が付着する。

SK 178（図版21)

長径1.2m、短径l.Om、深さO.lmの土坑である。ほぼ中央を直径0.4mのピットが切る。テラス

状部分から遺物が出土した。

SK 178出土遺物（図版47)

126-----128は須恵器無台杯である。いずれも口径13cm前後、器高3cm前後、形態・胎土も類似す

る。126・ 128は底部のヘラ切り痕をナデ消し、 126は内底面に仕上げナデを行なう 。129は土師器

甕である。口径22.4cm、底径10.2cm、器高17.4cmである。口縁部は直線的に開き、端那に面をも

つ。体部外面は縦方向のヘラケズリを、体部内面には横方向のヘラナデを行う 。体部外面下半に

煤が付着する 。 胎土に礫•海面骨針を含む。

S E 199（図版21)

直径l.lm、深さ0.9mの円形の井戸である。確認面から0.3mまでは徐々に狭くなり、そこから

垂直に掘り込まれる。底面は平坦である。第 1層から礫及び土器類が、第3層から木製陽物が出

土した。

S E 199出土遺物 （図版47)

131は土師器無台碗A1 III類で、口縁端部内側に面を持つ。132は須恵器甕の体部で外面に擬格

子叩き、内面に同心円当具痕が残る。 133は灰釉陶器皿で、口径19.0cm、口縁端部は玉縁状で、

灰白色の釉が内外面に刷毛塗りされる。134は折敷底部である。角を丸く仕上げる。135は木製の

陽物もしくは形代で、長さ41.9cmである。先端部はえぐりを入れて頭部を成形し、基部には側面

から貰通する穴が開く 。断面は先端部が扁平で、軸は円形である。

S E236（図版21)

長径1.3m、短径l.Om、深さ0.9mの井戸である。壁面は緩く傾斜して立ち上がる。
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SE 236出土遺物（図版47)

138は珠洲1焼き壷である。口径18.0cm、口縁部は外反し、口縁端部は面をもつ。139は箸で、長

さ18.9cmである。

S K255（図版22)

長径2.6m、短径1.8m、深さl.lm、不正長方形の土坑である。底部は狭く平坦で、壁面はやや

開き気味に立ち上がる。埋土はほぼ水平に堆積し、地山土がブロック状に混入する。

S K255出土遺物．（図版48)

140はカワラケT類で、口径12.6cm、底径9.0cm、器高3.0cm、口縁部に横ナデ、内面にナデを施

す。底部外面に指頭圧痕が残る。141は珠洲1焼き擢鉢で口径33.0cm、内面に幅l7n1111 8条の卸目を

施す。142は珠‘洲焼き甕で外面に平行叩きを行う 。胎土に黒色吹出が多い。143は木製鋤先である。

長さ23.9cm、幅14.0cm、最大厚2.4cmで、刃先は薄くなる。中央やや基部寄りに柄を取り付けるた

めの方形の穴が開く 。鉄製の刃先を取り付けた痕跡は確認できなかった。144は折敷底部である。

表面に径 5mm程度の焦げ痕が随所に付く 。145・ 146は板状部材である。

S K325（図版23)

長径3.4m、短径2.6m、深さ0.4mの楕円形の土坑である。上面ほぼ中央ににぶい黄褐色の地山

土に似た層が堆積することから倒木痕とも考えられる。底面には細かい凹凸が多い。下層の埋土

は地山土ブロックを含む黒褐色シルトである。埋土中から珠‘i州焼きや木製品が出土した。

S K325出土遺物（図版48)

147はカワラケT類で口径12.0cm、底径8.0cm、器高2.6cmである。ョコナデによる段は認められ

ない。148は珠洲I焼き襦鉢で、口縁端部の面は外傾する。幅23mml4条の卸目を施す。149は珠洲l焼

き壷で、口縁部は外反し、肩部に径1.4cmで9葉の押圧による花紋を 3個一組で施し、体部外面

下半にロクロケズリを行う 。底部の切り離しは静止糸切りで、内面の体部から底部にロクロナデ

による段が明瞭に残る。 150・ 151は棒状部材で太さ 4cm前後である。152は剖物椀の未製品で、

一部欠損しているが、断面台形、体部は放射状に面をと って、碗の外形を成形する。

S K470（図版22)

直径1.2m、深さ0.8mの円形の土坑である。底部は細く尖り気味である。埋土はほぼ水平に堆

積する。

S K470出土遺物（図版49)

153は須恵器杯蓋である。口縁端部は内側に面を持ち、先端は尖る。外面の天井部と口縁部の

境ににぶい稜と凹線が巡る。口縁部から天井部にかけて丸味を帯びる。
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S K498（図版22)

長径1.7m、短径1.4m、深さ0.5mの土坑である。底部は平坦である。

S K498出土遺物（図版49)

154は須恵器有台碗で、口径12.6cm、底径5.8cm、器高4.8cmである。口縁部はやや内湾気味に開

く。高台は断面三角形で、底部と体部の境近くに貼り付ける。 155はカワラケT類で、口径

12.4cm、底径5.6cm、器高3.2cmである。底部外面中央は窪み、口縁部は短く直線的に開く。

S K504（図版24)

長径4.4m以上、短径3.2m、深さ0.3mの長円形の土坑である。埋土はほぼ水平堆積で、炭化物

を多量に含む。確認面から緩やかに深くなり、底面には細かい凹凸がある。遺構確認面から中位

に及ぶまで多量の遺物を包含する。遺物は細片が多く、完形に復元できる物は少ない。器種は土

師器碗が多数を占めるが、須恵器鉢．甕、土師器鍋など多岐にわたる。

S K504出土遺物（図版49,50) 

156 ・ 157は須恵器杯蓋で、 156は口径12.0cm、端部は断面形丸である。157は口径13.0cm、口縁

端部は素縁である。158は須恵器有台杯で口径12.0cmである。159・ 160は須恵器無台杯で、口径

はいずれも12.0cmである。 161は須恵器有台碗で、口径13.0cm、口縁部は大きく開く。 162----180、

182----184は土師器無台碗である。162----172、175、177、184がAl類、 176・ 179 ・ 180 ・ 182 ・ 183 

がA2類、 173・ 174がB1類、 178がB2類である。法量は162がW類、 184がI類、他はm類で

ある。168・ 169 ・ 178は口縁部に煤が付着する。181は土師器黒色碗である。A2皿類である。内

外面にヘラミガキを行う。 185・ 186は土師器有台皿である。 185は口径12.4cm、底径5.4cm、器高

4.2cmで、口縁部は直線的に大きく開き、黒色処理を行う 。186は底径7.6cm、高台はやや太く、直

線的に開く 。黒色処理を行う 。187は灰釉陶器皿で、口径13.8cmで、口縁端部が強く屈曲する。

無色の釉が口縁部内面に刷毛塗りされる。外面体部下半にロクロケズリを行う 。胎土に黒色吹出

を多く含む。188は須恵器有台鉢で、口径27.0cm、底径14.0cm、器高14.1cmである。口縁部は外へ

折り曲げ、端部に面を持つ。高台は太く断面方形の両端接地である。体部外面下半にヘラケズリ

を行う 。189・ 192は須恵器甕、 190・ 191は長頸瓶の口縁部である。 189の口縁端部の面に沈線が

巡る。 192は口径64.4cm、外面に2条の波状紋とそれぞれの下端に 1条ずつの沈線が巡る。193は

土師器甕の底部で、底部に回転糸切り痕が残る。体部外面に煤が付き、内面は黒化する。194は

土師器鍋で、口径32.0cmである。口縁部は頸部で折れて外側へ開き、口縁端部は内側へ曲げる。

体部外面に平行叩き痕、内面に平行当具痕が残る。注口が付く 。195・ 196は鉄滓で、重量はそれ

ぞれ110g、120gである。197は炭化した棒で、長さ71.8cm、太さ6.0cm前後である。一端を尖ら

せる。198はで磨製石斧の基部で、石材は砂岩である。

S K505（図版25)

長径2.9m、短径2.3m、深さ1.2mの土坑である。SD507に切られる。上面は長楕円形を呈し、
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深さ0.7~0.8mにテラスをもち、東側に横穴状に広がる。覆土には地山土ブロ ックが多量に含ま

れる。

S K505出土遺物（図版50,51) 

199--211は須恵器無台杯である。口径は11.0cm--13.0cm、器高は2.9cm--3.6cmである。202・ 

203 ・ 206--209は底部ヘラ切り痕をナデ消す。212・ 213は土師器無台碗である。212はAlN類、

213はAl皿類である。 214は土師器黒色碗で、外底面・体部外面下半にロクロケズリを行う 。

215は須恵器甕の体部破片で、外面は平行叩き後にカキメを施す。216~222は土師器甕である。

216 ・ 220--222は口縁部が緩く外反し、 217・ 218の口縁部は外反して、端部を内側に折る。調整

痕が見られる216・ 219 ・ 220 ・ 221 ・ 222の外面は縦方向のハケメを施す。223・ 224は土製品支脚

である。224は長さ10.7cm、太さ 7cm弱になる。両端が太くなる。

S D507（図版25)

SB 1雨落ち溝であるが、浅い土坑と切り合っており、上部が削弊されているため識別ができ

ない。

S D507出土遺物（図版51)

225-----227は須恵器有台杯である。225は口径13.0cm、226は口径14.0cmである。226の体部に 2条

の沈線が巡る。227の高台は断面方形で外端で接地する。228-----231は須恵器無台杯である。口径

は12.0-----13.0cmである。230・ 231の底部外縁にロクロナデを施す。232は土師器甕の底部で外面に

縦方向のヘラケズリを行う 。

SP 508（図版25)

長径1.3m、短径1.0m、深さO.lmのピットである。SK505に切られる。上面から須恵器杯が

出土した。

SP 508出土遺物（図版51)

233は須恵器無台杯である。口径11.6cm、底径6.4cm、器高4.3cm、底部は丸味を持ち、外面体部

下端にロクロケズリを、内底面に仕上げナデを行う 。7世紀代の杯Gの流れをくむ器種とみられ

る。

S D515（図版22)

幅2.lm、深さO.lmの溝である。東西は徐々に浅くなり途切れており、確認した長さは3.5m程

である。

S D515出土遺物（図版52)

239-------242は土師器甕である。239は口径14.8cm、底径4.2cm、器高19.4cmである。口縁部は短く

外反し、横ナデを施す。体部はややふくらみを持ち、体部最大径はほぼ中位である。外面に縦方

向のハケメ、内面に横方向のヘラナデを施す。外面下半は二次焼成により橙色に変色・劣化し、
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中位から上位に煤が付着する。240は口径17.0cm、頸部は緩く湾曲し、口縁端部を丸く収める。

241は口径15.0cm、体部から頸部は屈曲し、口縁部は外反する。口縁部と体部の境の内面に稜が

できる。242は口径17.0cm、口縁部は外反する。体部は大きく膨らむ球形を呈する。

S E 516（図版26)

直径2.0m、深さ0.9m、円形の井戸である。壁面は徐々に開きながら立ち上がる。

S E 516出土遺物（図版51)

234は須恵器無台杯で口径12.0cmである。口縁部は緩く内湾する。

S P 519（図版26)

直径0.6m、深さ0.3mのピットである。

S P 519出土遺物（図版51)

235は土師器高杯で、口径15.0cm、内湾する体郎に外反する口縁部が付く 。内面の口縁部と体

部の境に稜ができる。内外面にヘラミガキを行い、黒色処理を施す。口縁部内面に横位のハケメ

が薄く残る。

S K524（図版26)

長辺1.6m、短辺1.2m、深さ0.3m、長方形の土坑である。東側を井戸に切られる。

S K524出土遺物（図版51)

236は須恵器甕の口縁部で、口径は約60cmである。口縁端部は上下に広がり、外側に稜を持つ。

SP 539（図版26)

直径0.8m、深さ0.5mのピットである。

SP 539出土遺物（図版52)

237は土師器碗Al皿類で、口径12.0cm、底径5.6cm、器高3.7cmである。238は灰釉陶器碗であ

る。口径15.0cmで、口縁端部は弱く外反する。灰白色の釉を刷毛塗りする。

SE 604（図版26)

直径0.7m、深さ0.9m、円形の井戸である。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

SE 604出土遺物（図版52)

243は漆器椀の底部である。総黒漆で内底面に朱漆で模様を描く 。244は板状部材で、幅1.5cm、

深さ0.4cmの切れ込みを持つ。245は箸で両端を欠損する。246は板状部材で幅3.5cm、厚さ1.3cm、

表面は丸味を持ち、 裏面は平坦である。径0.4mn1の穴が2ヶ所確認できる。
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S E605（図版26)

直径1.2m、深さ0.8mの井戸である。底面は西側がやや高い段になる。埋土はほほ水平に堆積

する。第3層壁面から完形のカワラケが、底面から曲物底部が、その他、埋土中から刀子などが

出土した。

S E605出土遺物（図版52)

247 ・ 248はカワラケT類である。247は口径8.2cm、底径6.3cm、器高1.7cmの完形品である。 248

は口径14.0cmである。249は土師器甕で口縁端部が外側に垂下する。250・ 251は棒状部材である。

側面を削り断面方形である。先端を細く削る。252は曲物底部で直径約24cmである。253は刀子で、

残存長14.2cm、幅4.6cmである。

SE 606（図版26)

直径1.lm、深さ1.0m、円形の井戸である。底部は丸味をもつ。埋土は水平堆積で4層に分けら

れる。第4層上面から完形のカワラケ、珠洲焼きの甕、礫が出土した。

SE 606出土遺物（図版53)

254はカワラケ R類で、口径7.7cm、底径4.2cm、器高2.5cmである。口縁部は外反気味に伸び、

底部に回転糸切り痕が残る。外底面に焼成時のひびが入る。255は珠‘洲焼き甕の底部である。底

径18.6cm、内底面に不定方向のナデを行う 。

S K608（図版12)

長径1.7m、短径l.lm、深さ0.3mの長楕円形の土坑である。 SB4柱穴を切る。埋土は水平堆

積で 5層に分けられる。第 1・ 2層から土師器・須恵器の細片が出土した。

S K608出土遺物（図版53)

256~258は土師器碗である 。 256 ・ 258がAl類、 257がA2類、法量は256・ 257がm類、 258が

I類である。 258の外面体部下端にロクロケズリを行う 。259は灰釉陶器碗である。口径14.0cmで、

口縁端部はやや強く外反し、内外面に淡緑色の釉がかかる。

S E609（図版27)

長径2.3m、短径2.0m、深さ0.8mの井戸である。堆積はレンズ状で、東側から流れ込む。

S E609出土遺物（図版53)

260は須恵器有台碗である。底径9.0cm、高台は太く、断面方形で外に開き両端接地である。

261 ・ 262は土師器無台碗である。いずれも A2 III類である。263は灰釉陶器碗である。口径

15.0cmで、口縁端部は弱く外反し、内外面に淡緑色の釉がかかる。264は曲物底部である。直径

16.0cm、厚さ0.6cmである。
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SK 614（固版27)

長径3.7m、短径1.9m、深さ0.2mの土坑である。床面はほぽ平坦である。東側の底部は炭化物が

広がる。この炭化物の上面から多巌の造物が出土した。

S K614出土遺物 （図版53)

265 ・ 266は須恵器有台杯で、いずれも商台は外へ開き外端接地である。267は須恵器有台碗で

高台は外反して開き内端接地である。268は須恵器無台杯である。口径13.0cmで、口縁部は直線

的に開く。269~276は土師器無台碗である。272がA2類、 270がB2類、他はAl類である。法

是はいずれもm類である。276は底部回転糸切り後にナデを行う。277は古墳時代の土師器高杯で

口縁部が外反する。内面にヘラミガキ、外面口縁部にハケメ、黒色処理を行う。

S P632（図版27)

直径0.5m、短径0.3mのピットである。

S P632出土遺物 （図版53)

278はカワラケT類である。口径11.0cm、口縁部とイ本部の境にヨコナデによる太く浅い凹線が

巡る。

SK 722（図版27)

長径1.6m、短径1.0m、深さ0.4mの土坑である。

S K722出土遺物（図版53)

279は須恵器無台杯の口縁部である。口径13.0cm、ロクロナデ痕が明瞭である。

S D812（図版53)

幅0.2m、長さ3.6m、深さ0.2mの溝である。

S D812出土遺物 （図版53)

280は土師器鍋である。口径33.0cmである。口縁端部が上下に広がる。

S E 873 • S E 875（図版28)

S E873がSE875を切る。SE873は直径l.Om、深さ0.9mの井戸である。埋土はレンズ状に堆

積する。底部付近から折敷底部が出土した。

S E875は直径0.9m、深さ0.7mの井戸である。埋土は北側から流れ込むように堆和する。底部

からカワラケが出土した。

S E873出土遺物（図版54)

281 ・ 282は折敷である。281は底板で、破損しているが一辺26.0cm前後、 厚さ0.4cmである。縁

から約1.0cmの所に6ヶ所の穴が確認できる。282は折敷側板で、長さ27.5cm、幅5.2cm、厚さ0.6cm

である。
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S E875出土遺物 （固版54)

283はカワラケT類である。口径13.0cm、底径8.0cm、器高3.8cm、口縁部にヨコナデ、内外底面

には指頭圧痕が明瞭に残る。

S K896（屈版28)

直径l.Om、深さ0.8m、円形の土坑である。埋土はレンズ状に堆積し、 9陪に分けられる。埋

土中に地山土がプロック状に混入する。第8・ 9陪から木製品が出土した。

S K896出士遺物 （図版54)

284は珠洲焼き播鉢である。口径30.0cmで、幅24nuul2条の卸目を入れる。 285~289は板状部材

である。いずれも用途は不明である。 288はほぽ中央に径2mmほどの穴が開く。290は炭化した棒

である。

S P966（図版28)

直径0.4m、深さ0.3mのビットである。

S P966出土遺物 （図版55)

291は土師器黒色碗である。底径5.0cm、内面にヘラミガキ、外底面と外面体部下端にロクロケ

ズリを行う。黒色処理を行い、焼成は良好で堅緻である。

S P979（図版28)

直径0.5m、深さ0.6mのビットである。

S P979出土遺物 （図版55)

292 ・ 293は土師器無台碗である。いずれもA2 ill類である。

S E 1028（図版28)

直径1.3m、深さ0.7m、円形の井戸である。底面は平坦である。埋土はほぼ水平に堆積する。

埋土中に地山土がプロック状に滉入する。

S E 1028出土遺物 （区1版55)

294は須恵器甕の口縁部で、口径17.0cmである。口縁端部は外傾する面をもつ。295は漆器椀で

ある。口径14.0cm、底径8.6cm、器高3.1cmである。296は板状部材、297は棒状部材である。298は

刀子である。全長27.2cm、刃部長18.1cm、刃部幅2.1cm、茎長9.1cm、茎幅1.6cm、厚さ0.4cmである。

刃部先端は欠損する。茎の中央からやや刃部寄りに目釘孔が開く。

S E 1052（圏版28)

長径l.lm、深さ0.8m、円形の井戸である。底面は平坦で、壁面は垂直に立ち上がる。埋土は

水平に堆積する。
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S E 1052出土遺物（図版55)

299は漆器皿である。口径9.2cm、底径6.6cn1、器高2.3cmである。300は棒状部材で用途は不明で

ある。側面は面取りを行っており、先端は太くなる。

S K 1070（図版29)

長径1.8m、短径0.9m深さ0.8m、不正長楕円形の土坑である。埋土はレンズ状に堆積する。

S K 1070出土遺物 (55,56) 

301 ・ 302は箸である。断面は隅丸長方形で両端を尖り気味に仕上げる。 303は曲物底部である。

直径約16cm、厚さ1.2cmである。片面に漆が塗られる。304・ 305は棒状部材である。いずれも用

途は不明である。306~308は折敷部材である。306・ 307は径2mmほどの結節のための穴が開く。

S E 1071（図版29)

直径1.5m、深さ1.3mの井戸である。底部は平坦である。下半の壁面は垂直に立ち上がり、上

半はやや広がり気味である。埋土はレンズ状に堆和する。

S E 1071出土遺物（図版56)

309 ・ 310は棒状の木製品である。309は全長29.4cmで、側面を削り、先端を尖らせる。 310は全

長30.5cm、側面を削り断面はやや扁平である。 311・ 312は碗形滓である。311は330g、312は555

gである。313は板状部材である。厚さは一定ではなく 、一方に向かい徐々に痺くなる。 314・ 

315は箸である。断面は正方形に近い。 316・ 317は棒状部材である。316の側面は細かく削られる。

317の側面は四面に面取りをしており、断面長方形である。両端は丸味を帯びる。

S I 1073（固版30)

長径5.5m、短径2.8m以上、深さ0.4mの竪穴状辿構である。北側は一段高くなる。床面には細

かい凹凸がある。北側に長径2.7m、短径1.2m、深さ0.2m程の窪みがあり、炭化物を多く含む層

により埋まる。柱穴などは確認できない。

S I 1073出土遺物 （圏版56,57) 

318は須恵器有台杯で、底径8.0cmである。高台はやや内湾して端部は丸味を帯び、外端接地で

ある。319~324は須恵器無台杯である。口径はいずれも12cm前後である。321・ 323 ・ 324は底部

ヘラ切り後ナデを行う。325~327・ 329~341は土師器無台碗である。325・ 326 ・ 333 ・ 338 ・ 340 

がAl類、他はA2類である。325は法批N類で、底部の糸切り痕をナデ消す。326~336は法量

m類である。 326は底部糸切り後にロク ロ削りを行う。333は内外面にヘラミガキを行う。337~

341は法絋II類である。328・ 342は土師器黒色碗である。328はAl m類で、内面にヘラミガキを

行う。343は灰釉陶器碗の口縁部である。口縁端部が弱く外反する。淡緑色の釉が残存部では内

面全体、外面は体部中位より上に簿くかかる。344・ 345は灰釉陶器皿の底部である。344の高台

は細い三日月高台で、外而下方に稜を持ち、内面は強く湾曲する。高台端部は細く尖る。底部切
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り離し後にロクロ削りを行い、高台を貼り付ける。施釉は外面は高台外面から体部にかけて行わ

れ、内面は見込み以外に行い、釉調は淡緑色である。内底面に輪状に重ね焼き痕が残る。345の

高台は太く短い三日月高台で、 外側の稜は中位にあり、内側の湾曲は弱い。内外面体部に無色の

釉をかける。 346は長頸瓶である。肩部は丸く頸部の付け根は直立に伸びる。347は長頸瓶の口縁

部で、口縁端部に面を持つ。348・ 349は須恵器甕の口縁部である。348は直立気味に口縁部が伸

び、端部は外側に肥厚する。350~354は土師器甕である。350~354は土師器甕である。350のロ

縁端部は内側に巻き込むように収める。351は口縁端部が内湾する。352の底部切り離しは回転糸

切りで、イ本部外面に博＜煤が付く。353・ 354の口縁端部は内外に肥厚する。355は土師器有台鉢

の脚部である。

S K 1074（図版29)

直径0.8m、深さO.lmの土坑である。

S K 1074出土遺物 （図版57)

356は土師器甕である。口径13.3cm、底径6.8cm、器高10.3cmである。口縁部は外湾し、端部を

丸く収める。

S E 1075（図版29)

直径2.6m、深さl.lmの井戸である。底面は丸味をもつ。堆積はレンズ状である。西壁面に一

部地山土の崩落が見られる。

S E 1075出土遺物 （医版57,58) 

357 ・ 358は須恵器有台杯である。357は両端接地、358は外端接地である。359は曲物側板の破

片である。360は棒状部材で、用途は不明である。 361~363は剖物椀の未製品である。361は内部

を剖り抜く。362・ 363は外形のみを削りだす。364は札状の木製品である。長さ29.1cm、幅3.2cm、

厚さ0.5cmである。長辺側縁辺は薄く 、中央が厚くなる。表裏は削りの面が明瞭に残る。上下端

を丸く仕上げる。365~367は板状部材である。厚さは lcm前後である。368は棒状部材である。

用途は不明である。

S E 1076（図版29)

直径2.4m、深さ1.2m、楕円形の井戸である。底部は直径0.7mの平坦面を持ち、 0.3m立ち上が

った後大き く碗状に開く。埋土は西から流れ込むように堆稲する。 上層から完形に近い土師器碗

が多屈に、底部の窪み上面から須恵器横瓶が出土した。

S E 1076出土遺物 （図版59)

369~382 ・ 384は土師器無台碗である。370・ 379 ・ 381がA1類、他はA2類である。369は法

椛N類である。 370~379は法抵皿頬で、373は底部切り離し後ナデを、 377はロクロ削りを行う。

380~382は法巌Il類である。382は底部切り離し後ナデを行う。383・ 385は土師器黒色碗である。
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383はA1 I類で底部切り離し後ロクロ削りを行う。386は須恵器横瓶である。ほぽ中央で割れた

半分が出土した。口径10.4cm、器高20.7cmである。口縁部は素縁で端部に面を持ち、面のほぽ中

央に凹線が巡る。体部側面に閉塞円板が貼り付けられる。外面に擬格子叩き痕、内面に擬格子当

具痕が残る。内面閉塞部付近は絞り込みの痕が見られる。閉塞円板の外面にはロクロナデを施す。

井戸跡からの出士のため、釣瓶等への転用が想定されたが、縄などを縛り付けた擦痕等は確認で

きなかった。387は須恵器瓶である。体部外面に縦方向のヘラ削りを行う。内底面にアバタ上の

剥離がある。

S E 1077（図版31)

直径1.9m、深さl.lmの井戸である。底面は平坦で、緩く開きながら立ち上がる。

SE 1077出土遺物 （図版59)

388~392は須恵器無台杯である。 390は薄手でやや深身のものである。 391は外底面に墨痕が残

る。392は外底面に歴督が認められるが文字は不明である。393は土師器甕である。 口径18.0cm、

ロクロ成形され、口縁端部は外傾する面を持つ。

S K 1081（屈版31)

直径0.9m、深さ0.8mの土坑である。底面は狭く平坦で、開き気味に立ち上がる。

S K 1081出土遺物 （図版59)

394は折敷底部板である。各所が欠損しており、原形は不明であるが、円形もしくは隅丸のも

のとみられる。側縁部に結束のための穴がある。

SD 1083（屈版40)

幅0.9m、深さ0.3m、断面U字形の溝である。底面はやや平坦である。北壁から南へ2.5mで西

ヘ曲がり途中で2条に分かれていずれも北へ折れて調査区外へ向かう。

SD 1083出土遺物 （図版60)

395は須恵器有台杯である。底径7.0cmで、高台は太く外へ拡がり外端接地である。396・ 397は

須恵器無台杯である。396の口縁部は直線的に広がる。398は土師器無台碗A1 III類である。399

は灰釉陶器碗である。底径8.2cm、三日月高台を持ち、高台外側中位よりやや下に稜を持ち、内

側は蒻＜湾曲する。内底面と高台外面に淡緑色の釉がかかる。400は須恵器甕の底部破片である。

外面に擬格子叩き痕が、内面に平行当具痕が残る。

S E 1089（図版31)

直径1.8m、深さl.Omの井戸である。底部から大きく開き 、底部は丸味をもつ。埋土はレンズ

状に堆積し、地山土ブロックを多批に含む。炭化した植物繊維を多く含む。
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S E 1089出土遺物 （図版60)

401は珠洲焼き四耳壷の肩部である。肩部から口縁部は緩く屈曲して開く。肩部に貼り付けに

よる耳が付く。402は土師器甕である。口径22.0cm、ロクロ成形され、口縁部はやや内湾気味に

開き、口縁端部に外傾する面を持つ。 403は曲物側板の小片である。 404・ 405は板状部材である。

用途は不明である。

S E 1090（図版31)

直径1.5m、深さ1.2mの井戸である。底部はやや平坦で、ほぼ垂直に壁が立ち上がる。埋土は

水平に堆積する。第6陪から第8陪に腐植した植物緞維を多く含む。

S E 1090出土遺物 （固版60,61) 

406は曲物である。底板置径は21.3cmのほぼ正円である。側板は高さ16.0cmで、側板の始点は樹

皮により 2列で止められる。側板と底板の固定方法は不明である。 407は曲物底部で、直径

34.3cmである。木目に沿って側縁が破損する。側板を固定する木釘が2ヶ所残存する。408は鉄

製刀子である。刃部のみが造存する。

S E 1092（図版31)

長径1.8m、短径1.3m、深さ1.2mの井戸である。底部は平坦で、壁は弱冠開き気味に立ち上が

る。埋土の堆積はレンズ状で、床面よりやや上で板状部材が出土した。

S E 1092出土遺物 （回版60,61) 

409~411は板状部材である。いずれも最大厚5cm前後で、側縁に向かってやや博くなる。片面は

ほぽ平坦で、もう一方は細かい削りにより成形される。

S K 1091（図版31)

直径0.7m、深さ0.7mの土坑である。底部は平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。埋土は7層

に分層され、水平に堆積する。第2陪の中央に大型の礫とそれに泊されたように珠洲焼きの甕の

下半が散乱するように出土した。第2層には地山土のプロックが多温に混ざる。

SK 1091出土遺物（固版61)

412は珠洲焼き甕である。外而に平行叩き、内面に底部からイ本部下半にナデを行う。 413は礫で、

412に乗る状態で出土したものである。自然面は丸味を帯びているため川原石と見られ、各所が

割れている。 414は石製品の破片とみられる。表襄が擦られ、滑らかである。

S E 1096（図版31)

直径l.lm、深さ1.3mの井戸である。底部は狭く丸味を帯び、やや開き気味に壁が立ち上がる。

埋土はレンズ状に堆積し、3附に分陪される。第3層に炭化した植物質を多く含む。
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S E 1096出土遺物 （固版62)

415 ・ 416は板状部材である。いずれも破損が著しいため、原形 ・用途ともに不明である。

S E 1097 A （図版32)

長径2.9m、短径2.5m、深さl.0mの楕円形の井戸である。SKl097Bに切られる。底部は平坦

で、壁が開き気味に立ち上がる。埋土はほぼ水平に堆和し、大きく 4層に分けられる。底部付近

から完形に近い須恵器無台杯が3個体出土した。

SE 1097 A出土遺物（図版62)

417~422は須恵器無台杯である。口径は12.0~13.0cm、器高3cm前後でほぼ均ーである。底部

が残存するものはいずれも底部ヘラ切り後ナデ調整を行う。

S K 1097 B （図版32)

長径6.7m、短径4.2m、深さ0.2mの土坑である。SEl097Aを切る。埋土は大きく 2層に分け

られる。 2層上面から完形品を多く含む土師器碗などが一括して出土している。

SK 1097B出土遺物 （図版62,63) 

423は須恵器無台杯である。底部切り離し後にナデ調整を行う 。424~432・ 434~446 ・ 448~ 

452は土師器無台碗である。424・ 428 ・ 429 ・ 435 ・ 436 ・ 438 ・ 439 ・ 442 ・ 445 ・ 448 ・ 449がA1類、

他はA2類である。法撮は447~450がIl類、451がI類、他はm類である。425は底部糸切り後ナ

デ調整を行う。 440は底部糸切り後ロクロ削りを行う。451は内而にヘラミガキを行う。433・ 447 

は土師器黒色碗である。447はAlIl類である。453は灰釉陶器碗である。口径14.0cmで、 D縁端

部はやや長く外反する。淡緑色の釉が内面残存部の全体と外面体部上位にかかる。454~456は土

師器甕である。454は口径21.0cmで、口縁端部は面を持ち外側に肥厚する。455・ 456は底部で、

いずれも底部回転糸切りである。外面に煤が付く 。457は砥石である。使用痕は2面に確認でき

る。

SK 1120（図版31)

長径l.Om、短径0.8m、深さO.lmの土坑である。底部はほぼ平坦である。

S K 1120出土遺物 （図版63)

458は土師器鍋である。口径31.0cm、体部から口縁部が屈曲して大きく開く 。イ本部調整は確認

できない。

S K 1130（固版33)

長径l.lm、短径0.8m、深さ0.4mの土坑である。西側で別の土坑を切る。上部は水田のU字溝

に壊される。第1層から板状木製品が出土した。
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SK 1130出土遺物 （図版63)

459は板状木製品である。残存部から直径30cm前後の円形であったと見られる。ほぽ中央に幅

1 cmほどの切り込みがある。

S E 1149（図版33)

直径l.lm、深さl.Omの井戸である。底部は平坦でやや開き気味に立ち上がる。

S E 1149出土遺物 （固版63)

460は漆器椀である。口径14.0cm、底径7.8cm、器高3.7cmである。内面に朱漆、外面黒漆が塗ら

れ、外面に朱漆で模様が描かれる。

S D 1321（図版40)

幅3.6m、深さ0.3mの溝である。 Y軸に沿って伸びる。溝の南北は重機による攪乱により壊さ

れる。底面は大きな凹凸がある。埋土は大きく 2層に分かれ、下層は砂が多く混ざる。

SD  1321出土遺物（圏版63)

461は須恵器蓋杯である。口径10.0cmである。口縁部は内傾気味に長く伸び、端部内側に面を

持つ。先端はやや鋭く尖る。受け部は短くやや上向きに伸びる。 463~468は土師器無台碗である。

465 ・ 466がA2類、他はAl類である。法羅は468がII類の他は皿類である。463は内外底面を除

き被熱しており、口縁部に一部煤が付く。462は土師器黒色碗でA1 III類である。内面にヘラミ

ガキを行う。 469~471は土師器甕である。 469・ 470は体部から口縁部が緩く屈曲し、端部は尖り

気味に収まる。 471は底部破片である。底部はやや突出し、狭い平底である。体部は大きく開く。

SK 1324（図版33)

直径0.7m、深さ0.4mの土坑である。

SK 1324出土遺物 （図版63)

472は長頸瓶である。口径20.0cmである。口縁部はラッパ状に大き く開き、口縁端部は外側に

窪みがある面を持つ。

S K 1332（同版33)

長径1.4m、短径l.lm、深さ0.2mの土坑である。

S K 1332出土遺物 （固版63)

473 ・ 474は須恵器無台杯である。いずれも 口径12.0cmで、 474は体部が緩く張り、口縁部が若

干開き気味に外反する。

S E 1501（図版33)

長径3.lm、短径2.5m、深さ1.2mの井戸である。底部は広い平坦面を持ち、壁はややけいき気味
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に立ち上がる。埋土は上層が暗褐色で、下層が黒褐色、両方に地山士の小プロックが含まれる。

S E 1501出土遺物 （図版64)

475 ・ 476は扇子の骨である。細い板状で一端は幅が広くもう一端は細い。太い方の端部付近に

径4mn1前後の穴が開く。 477・ 478は板状部材である。479~486は棒状部材で、断面長方形で、両

端は隙くなる。 480・ 481は丸太状の木材を割った部材である。 482~484は丸太状の部材で、農具

などの柄に使われたものとみられる。 485は板状部材で一端の片面が広く炭化している。487は棒

状部材で、ほぽ中央に二方向から深さ5mmほどの切れ込みを入れる。488は板状部材で、 一面は樹

皮が残る。 489は曲物側板の一部で、木目にほぼ直行して筋がほぽ並行に入れられる。 490は木製

下駄で、台部と歯部を一木で作る。側縁がほぼ残る側の恥緒穴は、側縁から 1cmほどの位骰に長

径2.5cm、短径1.5cmほどの前後に長いものである。歯の高さは約3.5cn]である。

S K 1502（図版34)

長径2.5m、短径2.0m、深さ0.5m、楕円形の土坑である。 SKl503を切る。底部は丸味を帯び、

壁は大き く開く。埋土は大きく 2種に分けられ、上層は褐灰色の地山土が中心となり、下層は黒

褐色シルトである。

SK 1503（図版34)

直径5.8m、短径4.8m、深さ0.3m、楕円形の土坑である。 SKl502に切られ、SE2258を切る。

埋土は黒褐色シルトの単層である。遺構上面から古瀬戸袴形香炉が、埋土中から珠洲焼きの破片

等が多数出土した。

S K 1503出土遺物 （図版65)

491はカワラケT類である。口径12.0cm、底径7.0cin、器高3.2である。外底面に刷毛状工具痕が

残る。492は古瀬戸袴形香炉である。イ本部はやや強く張り 、口縁部は体部最大径より細く直立し

て伸び、口縁端部が短く外反する。外底面に回転糸切り痕が残る。脚部は粘土粒の貼り付けで指

頭痕が残る。濃緑色の釉が内面口縁部と外面体部中位以上にかかる。493-495は珠洲焼き播鉢で

ある。493は口径24.0cmで、口縁端部は外傾する面を持つ。残存部に卸目は確認できない。494は

内底面に卸目が一部残存し、外底面に静止糸切り痕が残る。495は内面に幅24flllnl5状の位ll目を密

に施し、外底而に静止糸切り痕が残る。496は古瀬戸小壷である。口径2.8cmで肩部は強く張り、

D縁部は肩部から狭まる形で、口縁端部が短く上へ伸びる。イ本部外面に縦位の筋状模様を多く施

す。淡緑色の釉を内外面にかけ、口縁端部は釉が剥がれ落ちる。 497は珠洲焼き長頸壷の頸部で

ある。498は珠洲焼き壷の口縁部である。緩く開く口縁部に口縁端部は外側へ巻き込むように収

まる。499・ 500は珠洲焼き甕である。口縁部は短く外へ巻き込み、体部外面に平行叩き具痕が残

る。501は樋状部材である。細い角材状の部材の内側を剖り抜き、外側は先端を尖らせるように

削る。左右対になるように径2呻ほどの穴が4ヶ所確認できる。 502は棒状部材である。断面は

不正五角形である。503は板状部材である。長方形で角はやや丸味を帯びる。表面に黒い付着物
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が付く。 504は砥石である。断面は長方形で使用により一端はやや薄くなる。滑石製である。

S E 2258（固版34)

直径1.2m、深さ1.3mの井戸である。底部は平坦で壁は垂直に立ち上がる。SK1503に切られ

る。

S E 2258出士遺物 （図版65)

505は棒状部材である。

SK 1532（図版35)

直径0.7m、深さ0.4mの土坑である。西側を土坑に切られる。埋土はレンズ状に堆積する。

SK 1532出土遺物 （図版65)

506は珠洲焼き揺鉢である。口径28.0cmで、口縁端部に内傾する面を持つ。残存部に卸目は確

認できない。

S K 1533（図版35)

直径0.8m、深さ0.6mの土坑である。底部は平坦で、壁はやや開き気味に立ち上がる。

S K 1533出土遺物 （図版65)

507は土師器碗A2m類である。内面にヘラミガキを行う。 508は曲物側板である。 509・ 510は

部材である。

S K 1557（固版35)

直径0.7m、深さ0.6mの土坑である。底部は平坦で壁はやや開き気味に立ち上がる。

SK 1557出土遺物 （図版66)

511は漆器皿である。口径9.6cm、底径6.6cm、器高1.7cmである。内外黒漆で低い高台を削り出

す。

S K 1561（図版35)

直径0.8m、深さ0.3mの土坑である。東側を土坑に切られる。底部は平坦である。埋土は水平

に堆積する。底部やや上から板状木製品が出土した。

S K 1561出土遺物 （屈版66)

512は折敷底部で、残存長30.0cm、各辺中央がやや膨らむ隅丸方形になる。側板と結束するた

めの穴が4ヶ所、結束のための樹皮が2ヶ所遣存する。片面に細かい刃物痕が多く残る。513は

曲物の底部である。残存部の径37.3cmである。側板と結束のための穴が4ヶ所確認できる。514

は一辺30.0cmの折敷底部である。側板との結束のための穴が5ヶ所確認でき、うち 1ヶ所に結束

のための樹皮製紐が残る。片面に細かい刃物痕が密に残る。515は板杓子である。身の先端は丸
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く成形され、身幅7.5cm、柄幅3.7cmである。

S E 1564（因版35)

直径0.8m、深さ0.9mの井戸である。底部は平坦で壁は垂直に立ち上がる。壁面に地山崩落土

が堆積する。

SE 1564出土遺物（図版66)

516は珠洲焼き甕の体部で、外面に平行叩き具痕が残る。 517は曲物底板である。

S E 1569（図版35)

長径1.2m、短径0.9m、深さl.Omの井戸である。底部は平坦で壁は垂直に立ち上がる。埋土は

レンズ状に堆積する。

S E 1569出土遺物（図版66)

518は棒状部材である。

S E 1576（図版35)

長径1.6m、短径l.lm、深さl.Omの井戸である。底部は狭い平坦面を持ち、壁は開きながら立

ち上がる。埋土は上層に地山土プロックを多く含む。底面から漆器皿が出土した。

S E 1576出土遺物 （図版67)

519は青磁碗である。口径16.4cm、底径5.2cm、器高6.7cmである。体部は張り 、口縁端部が外側

ヘ屈曲して開く。高台端部を削って尖り気味に仕上げる。内底面に草魚様文様が印刻され、明緑

灰色の釉がかかる。内面に漆が付着する。 520は須恵器長頸瓶の口縁部である。口縁端部は外側

に面を持ち、凹線が巡る。 521は漆器有台椀である。高台は削り出しで太く短い。内底面に模様

を描く。 522は木製部材である。

SK 1595（図版35)

直径l.Om、深さ0.5mの土坑である。底部は平坦で壁は若干開き気味に立ち上がる。埋土は水

平に堆和する。

SK 1595出土遺物（区1版67)

523は珠洲焼き甕である。口径46.0cmである。 1本部外面に平行叩き具痕が残る。内面に漆が付

着し、外面に煤が付く。

S E 1603（図版35)

長径1.7m、短径1.5m、深さl.0mの井戸である。底面は平坦で、西側の壁は垂直気味に立ち上

がり、東側の壁は開き気味に立ち上がる。埋土は東から流れ込むように堆積する。

S E 1603出土遺物 （回版67)
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524は珠洲焼き揺鉢である。口径23.0cm、口縁端部は外傾する面を持つ。内外面に焼成時のも

のとみられる亀裂および剥離が顕著である。525は漆器有台椀である。口径15.0cm、底径8.8cm、

器高4.0cn1である。高台は短く削り出す。 526は板状部材である。側縁が炭化する。527は曲物側

板である。一方の側縁付近に結束用とみられる穴が2ヶ所確認できる。528~534は炭化木材であ

る。いずれも丸木状で、成形 ・調整痕は確認できない。

S E 1618（図版36)

直径l.lm、深さl.Omの井戸である。底部は平坦で若干開き気味に壁が立ち上がる。埋土は下

半で水平堆積、上半で流れ込みが見られる。底面から漆器皿が出土した。

S E 1618出土遺物 （図版68)

535は漆器有台椀である。口径15.6cm、底径8.6cm、器高5.2cmである。短く外側へ開く高台を削

り出す。

SK 1623（図版36)

直径0.8m、深さ0.7mの土坑である。壁はやや開き気味に立ち上がる。

SK 1623出士遺物 （回版68)

536は曲物底板である。直径9.2cm、厚さ0.6cmである。結束のための穴などは確認できない。

S K 1628（図版36)

直径2.5m、深さ0.9mの土坑である。底面は西側が低く、西側の壁は垂直気味に立ち上がり 、

東側は大きく開く 。埋土のは西側下半が先に堆和し、上半は東から流れ込むように堆積する。第

l陪から須恵器聡が出土しているが混入品である。第8層から完形の土師器無台碗がまとまって

出土した。

S K 1628出土遺物 （回版68)

537は須恵器無台杯である。底径6.2cm、底部回転糸切り無調整である。 538~545は土師器無台

碗である。538がA2類、他はAl類である。法紐はいずれも 皿類である。 541は内外面に二次焼成

を受ける。 546は須恵器聡である。頸部は短くやや太い。イ本部中位よりやや上に最大径を持つ。

外底面にロクロ削りを行う。体部中位にカキメと波状文を巡らす。イ本部の穴は文様を切って開け

られる。頸部に幅広の波状文が巡る。口縁部内面と肩部外面に自然釉がかかる。547は須恵器横

瓶である。口径10.4cm、外面に擬格子叩き具痕、内面に同心円当具痕が残る。548は須恵器甕の

口縁部である。口縁部外面に波状文が2段確認できる。

S K 1638（図版36)

直径0.9m、深さ0.8mの土坑である。底部は平担で、壁は若干開き気味に立ち上がる。埋土は

レンズ状に堆積し、第1層は地山土の小ブロックを多盤に含む。
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SK 1638出土遺物（図版68)

549~550は土師器無台碗である。いずれも A2類で、法罷は549が11I類、 550がII類である。

551は土師器黒色碗である。 552は珠洲焼き壷である。外面にロクロ削りを行う。

S K 1639（図版36)

東西2.9m以上、南北3.2m、深さ0.2mの土坑である。底部は細かいピットが少量あるがほぽ平

坦である。

S K 1639出土遺物 （図版68)

553は古墳時代の須恵器杯藍である。外面天井部にロクロケズリを行う。胎土は精良で焼成は

緊緻である。554~556は土師器無台碗である。554はAlID類、 555はA2 I類である。555は外

面に二次焼成を受ける。557は灰釉陶器皿である。底径8.0cm、高台は太い三日月高台で、外側の

下方に丸味を帯びた稜が付き、内側はほとんど湾曲しない。残存部に釉は確認できない。558は

須恵器甕の体部片である。外面に擬格子叩き痕、内面に同心円当具痕が残る。

S K 1647（図版37,86) 

長径3.7m、短径2.7m、深さ0.3mの土坑である。底面は凹凸が多い。北側をビットに切られる。

SK 1647出土遺物（圏版68)

559は須恵器無台杯である。口径12.0cmである。560・ 561 ・ 563は土師器無台碗である。 560は

Al皿類である。562は土師器黒色碗である。

S K 1677（固版37)

長径2.4m、短径1.8m、深さ0.5mの土坑である。底部は平坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

埋土はレンズ状に堆積する。

S K 1677出土遺物（図版69)

564 ・ 565は須恵器無台杯である。いずれも口径12.0cmである。566~573・ 575~577は土師器無

台碗である。566・ 569 ・ 571 ・ 572 ・ 573 ・ 577がAl類、 567・ 568 ・ 570がB1類である。法批は

575がIl類の他は、いずれも皿類である。568~571はほぼ完形である。570は二次焼成を受けてお

り、口縁部に煤が強く付着し、内底面中央が二次焼成による劣化のためか窪んでいる。573は二

次焼成を受けており、外底面が剥離する。574は土師器黒色碗である。 A2 II類で、内面にヘラ

ミガキを行う。578・ 579は須恵器甕体部片である。外面叩き具痕は578が擬格子、579が平行、内

面当て具痕はいずれも同心円である。580は土師器甕である。大きく安定した平底で、外底面中

央はやや上がる。

S K 1678（屈版38)

長径5.2m、短径2.4m、深さ0.3mの不正楕円形の土坑である。底面は小さい凹凸が多い。埋土
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はレンズ状に堆稲し、地山土の極小さいプロック、炭化物を多く含む。

SK 1678出土遺物 （図版69)

581~583は須恵器無台杯である。 581は外面に二次焼成を受ける。583は底部回転ヘラ切り後ナ

デ調整を行う。584~585・ 587 ・ 588は土師器無台碗である。 584・ 585はA2 m類である。586は

土師器黒色碗である。589は土師器有台皿である。内面に黒色処理を行う。590は灰釉陶器皿であ

る。底径8.0cm、高台は三日月高台で、外側は中位よりやや下に稜を持ち、内側の湾曲は弱い。

SK 1679（図版38)

長径3.2m、短径2.0m、深さ0.3mの楕円形の土坑である。底面は全体に凹凸が広がる。SK

2255を切る。埋土はレンズ状に堆積し、炭化物を多く含む。

S K 1679出土遺物 （圏版69)

591は須恵器無台杯である。口径12.4cm、口縁部が直線的に開く深身のものである。592・ 593 

は土師器無台碗である。いずれもA1 ID類である。593は内面に二次焼成を受ける。594は須恵器

有台鉢である。口径27.0cmである。体部は緩く内湾して開き、 口縁部は外側へ屈曲する。口縁端

部は中央が窪んだ面を持つ。 595は土師器甕である。口径16.0cmで、口縁部は内湾して収まる。

S K2255（固版38)

長径1.8m、短径1.4m、深さ0.5mの士坑である。底部はやや尖り気味で狭い。SKl679に切ら

れる。埋土は西側から流れ込むように堆積する。

S K2255出士遺物（囮版70)

596は須恵器蓋杯である。口径14.0cm、口縁端部内側に面を持ち、先端は尖る。口縁部は内傾

して立ち上がり、受け部は斜め上方に伸びる。597~600は土師器無台碗である。599はA2類、

他はAl類である。法薗は597・ 598はW類、 599・ 600は旧類である。

S K 1709（図版37)

直径l.Om、深さ0.8mの土坑である。底部は丸味を帯び、壁は垂直に立ち上がる。埋土は水平

に堆積し、大きく3層に分けられる。上層は地山土の小ブロックと炭化物が混じる。中恩は地山

土の大きいプロックがほとんどを占める。下層は腐植した植物繊維を多く含む黒褐色シル トであ

る。

SK 1709出土遺物 （図版70)

601は漆器椀である。内外面黒漆に朱漆で模様を描く。602・ 603は板状木製品である。604は棒

状部材である。605~612は箸である。直径5~ 8 mmで断面は不正形である。先端を細く仕上げる。

S E 1711（固版37)

直径l.lm、深さ1.4mの井戸である。底部は平坦で壁は若干開き気味に立ち上がる。埋土は上
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半に地山土のプロックが多孤に混ざる。

S E 1711出土遺物 （図版70)

613は漆器有台椀である。口径15.0cm、底径8.0cm、器裔7.8cmである。内外総黒漆塗りで、朱捺

で模様を体部外面、高台面、内底面に描く 。

S K 1729（図版39)

長径1.5m、短径l.lm、深さ0.6mの南側が窪んだ楕円形の土坑である。埋土はレンズ状に堆租

し、上陪は地山土のプロックを含む。

SK 1729出土遺物 (I翌1版70)

614は珠洲1焼き播鉢である。口径29.0cm、口縁端部は外領する面を持つ。幅2lrr皿に14条の卸目

を持つ。

SK 1772（図版39)

直径l.Om、深さ0.9mの土坑である。底部はやや平坦で西側の壁はほぼ垂直に、東側の壁は開

き気味に立ち上がる。埋土は東側から流れ込むようにレンズ状に堆積する。埋土は大きく 3陪に

分けられ、上恩は暗褐色シル ト、 中層は黒褐色シル トに地山土プロックが多く含まれ、下層は黒

褐色シル トに植物質の炭化物を多く含む。

S K 1772出土遺物 （図版70)

615は棒状部材である。やや屈曲する。蔑具等の柄とみられる。616は折敷底板である。縁部付

近に結束のための穴が2ヶ所確認できる。中央に幅8mm前後の切れ込みが入る。

S E 1801（図版39)

長径1.9m、短径1.7m、深さ1.2mの井戸である。底部は平坦で、壁は開き気味に立ち上がる。

S E 1801出土遺物 （図版71)

617は木製匙である。一木で作る。身幅6.5cm、身長11.0cm、柄幅1.8cmで、柄は途中で破損する。

身は表面を削り凹面を作る。618は俎板である。長辺29.8cm、短辺18.4cm、厚さ0.5cmである。表

面は細かい刃物傷が多最に付き、裏面には少椛付く。表面の一端に径5nllllほどの焦げ痕が4ヶ所

確認できる。

S. K 1844（図版39)

直径0.8m、深さ0.5mの土坑である。底部は平坦で壁は垂直に立ち上がる。埋土の堆積は水平

で、礫 ・炭化物 ・腐蝕した植物繊維 ・地山土ブロックを多く含む。

SK 1844出土遺物 （固版71)

619 ・ 620は青磁碗である。619は底径5.0cm、内底面に花文様を印刻する。内面全体と外面イ本部

から高台外側に淡緑色の釉をかける。620は底径7.2cmで、濃緑色の釉をかける。621・ 623は襟器
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有台椀である。 621は口径8.0cm、底径4.6cm、器高2.1cm、内外総黒襟、内底面に朱漆で模様を描

く。 623は口径19.4cm、底径8.4cm、器高6.0cm、口縁部は緩く外反する。 622は円形曲物底板であ

る。 624は板状木製品である。

SK 2109（図版39)

直径0.9m、深さ0.6mの土坑である。底面は平坦で、壁は若干開き気味に立ち上がる。埋土は

東から流れ込み、下層には腐植した植物繊維を多く含む。底面から青磁片が出土した。

S K2109出土遺物 （図版71)

625は青磁碗である。底径5.8cmである。内底面に薄く草花文様を印刻する。

SK 2163（図版39)

直径0.6m、深さ0.3mの土坑である。底部はやや丸味を帯び、 壁は垂直に立ち上がる。埋土は

北側から流れ込むように堆積する。

S K2163出土遺物（図版71)

626は漆器有台椀である。底径4.6cmである。 627は板杓子である。身幅8cm以上、身長21cm、

柄幅3.5cm以上の大型のものである。 628は折敷底板である。一辺は丸味をもつ。結束のための穴

が一ヶ所確認できる。

S K 2167（図版39)

長径3.2m、短径1.2m、深さl.lmの長楕円形の土坑である。埋土は黒褐色シルトに地山土プロ

ックが多菰に含まれる。上層から青磁稜花皿が出土した。

SK 2167出土遺物 （図版71)

629は青磁稜花皿である。口径13.2cm、底径5.8cm、器高2.9cmである。明緑色の釉がかかり、内

底面及び高台端面は釉を削り取る。内面体部下位に草花文様を印刻する。

S K2172（図版39)

直径0.7m、深さ0.5mの土坑である。底部は丸味を帯び、壁は垂直気味に立ち上がる。

S K2172出土遺物 （図版72)

630は曲物側板である。方形曲物もしくは折敷のものとみられる。

S K 2222（囮版40)

長辺1.9m、短辺1.7m、深さO.lmの長方形の土坑である。埋土は単層で、地山土プロックと暗

褐色シルトプロックが混ざる。南西角から珠洲焼き壷の底部が出土した。

SK 2222出土遺物 （図版72)

631は珠洲焼き壷である。底径9.0cm、底部切り離しは静止糸切りである。イ本部外面にロクロケ

36 



ズリを行う。

S K 2237（図版40)

直径1.3m、深さl.Omの土坑である。底部は平坦で壁は若干開き気味に立ち上がる。東側は土

坑に切られる。埋土は水平に堆積する。

S K2237出土遺物（図版72)

632は曲物底板である。直径19.0cm、厚さ1.3cmである。633は杭である。太さ3.6cm、残存長

32.8cm、先端は片面を削り尖らせる。

S K 2238（図版40)

直径0.7m、深さ0.8mの土坑である。底部は東側に横穴状に広がり平坦である。壁は垂直に立

ち上がる。埋土の堆積は水平で下陪は腐植した植物繊維を多く含む。

S K2238出土遺物 （図版72)

634は珠洲焼き播鉢である。口径31.0cm、口縁部と1本部の境は薄くなる。内面に幅29nlilll0状の

卸目を入れる。口縁端部の面は水平である。

S P 2239（屈版40)

直径0.2m、深さ0.2mのビットである。構成する建物などは確認できなかった。

S P 2239出土遺物 （図版72)

635は珠洲焼き播鉢である。口径28.0cm、口縁端部は内傾する面を持つ。口縁端部は破損が著

しいが、 一部波状文が残る。

試掘調査出土遺物 （図版72)

636は灰釉陶器皿で試掘調査で出土した。口径15.0cm、口縁端部は短く外に屈曲する。外面体

部下半にロクロケズリを行い、口縁部内外面に灰白色の釉を刷毛塗りする。

包含層出土遺物 （図版72,73) 

637~639は須恵器蓋杯である。口径はいずれも12.0cm、637の口縁部は直立して立ち上がり、

端部内側に丸味を帯びた面を持つ。受け部は横に伸びる。638の口縁部は内傾して立ち上がり、

受け部は横に仲びる。639の口縁部は内傾して立ち上がり、受け部はやや上方に伸びる。640は須

恵器有台杯の蓋で口径18.8cm、擬宝珠形のつまみを持つ。口縁部内面に短いカエリを持つ。外面

天井部にロクロケズリを行う。641~644は須恵器無台杯である。口径は11.8~13.4cm、器高3cm 

前後、いずれも底部回転ヘラ切り後ナデ調整を行う。645・ 646は土師器無台碗で645はAl類、

646はA2類、法量はいずれも皿類である。647~651は灰釉陶器碗の口縁部破片である。口縁端

部はいずれも短く外反する。652~657は灰釉陶器JllLである。653は口縁端部が極短く外反し、
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655 ・ 657の口縁端部は強く外へ折れ鼎がる。その他は短く外反する。658・ 659は灰釉陶器碗の底

部破片である。 658の高台は屈曲の弱い三日月高台で、659は細く高い三日月高台である。660~

663は灰釉陶器皿の底部破片である。 660の高台は短く退化した三日月高台である。661の高台は

直立気味のものである。 662・ 663の高台は細く湾曲する。 662の内底面に重ね焼きによる高台痕

が残る。664は灰釉陶器耳皿である。底部は回転糸切り無調整で、博緑の釉をかける。665は灰釉

陶器長頸瓶の頸部破片である。頸部径4.8cm、内面上位と外面全体に淡緑色の釉がかかる。666は

灰釉陶器短頸壷である。口径12.0cm、口縁部は短く直立し、肩部は大きく広がる。口縁部内面か

ら外面全体に淡緑色の釉がかかる。 667は灰釉陶器の壷の肩部破片、668は1本部破片である。

669 ・ 670は灰釉陶器壷の底部破片である。いずれも太く短い外端接地の高台を持つ。 671は青磁

碗である。底径5.0cm、高台端面及び高台内面にケズリを行う。内底面に草花文様を印刻する。

672は磨製石斧の刃部である。石材は蛇紋岩である。 673は土師器皿の柱状高台である。底径

6.8cm、底部に回転糸切り痕が残る。
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第w章まとめ
1.古墳時代の遺物

宮ノ前遺跡と畠田辿跡の古墳時代の出土逍物は似た様相を呈し、北陸自動車道を扶んで隣接し

ていることから、同一の集落跡であったと考えられる。ここでは両遺跡の古墳時代の年代観につ

いて考えたい。畠田辿跡では古墳時代の竪穴住居が4棟確認されたが、宮ノ前辿跡では古墳時代

の住居は見つかっていない。追物の出土麓も調査面籾に反して宮ノ前遺跡の方が少ないことから

古墳時代集落の中心が畠田造跡にあったみられる。

柏崎平野周辺を中心とした古墳時代の土器編年は品田高志氏がまとめている（品田 1990,

1999)。ここで、中期後半にあげられる戸口遣跡B地区の土器群は甕の口縁部の屈曲が緩くなり、

内面調整にヘラ削り状のものが目立つ。食膳具の碗が出現するが黒色処理は認められず、口縁部

は短く外反する。後期前半の戸口追跡A地区の土器群では碗類の黒色処理が増加し、後期後半の

高塩B追跡では高杯を含めたほとんどの食膳具に黒色処理が行われる。碗の外反する口縁部は長

くなる。中 ・大型の甕は徐々に体部の張りが弱くなり、長胴化へと向かう。

宮ノ前 ・畠田遺跡の土器群では杯の多くに黒色処理が行われ、高杯にも定蘊の黒色処理が認め

られる。甕の頸部から口縁部への屈曲は緩く、体部はやや強く張る。宮ノ前遺跡で確認される古

墳時代の遺構はSD515で、土師器甕が一括して出土している。 239は宮ノ前逍跡で唯一全形が確

認できる甕である。これは広くはないが安定した平底を持ち、体部はやや張りがある。口縁部は

緩く「く」字状に曲がる。 240~242はイ本部上半から上が残るが、頸部は緩く湾曲するか折れ曲が

り、口縁端部は丸く収まる。 241はやや長胴になる。その他の追構では小片が少量出土するもの

や、後世の追構に混入したものが見られる。杯 ・高杯には黒色処理を行うものが多い。杯の形態

はイ本部が丸味を帯び、口縁部が外反して直線的に開くものが主体で、他に全体が丸味を帯び、ロ

縁部が内湾気味に収まるものがある。高杯の脚部は太い棒状の脚柱部に大きく開く裾が付くもの、

徐々に開＜円筒状の脚注部のもの、杯底部から大きく脚注部が開くものがある。杯部は口縁部が

外反する杯と同様の形態のものが多い。畠田遺跡でも同様の様相が見られるが、黒色処理を行わ

ない高杯がやや多く認められた。また、売の口縁端部に面を持つものや、端部を肥厚させるもの

がある。これらを品田氏の編年に対比してみると、高杯に対する黒色処理の頻度、杯 ・高杯の形

態、甕の1本部 ・ロ縁部の特徴から、戸口逍跡B地区より新しく、高塩B造跡に先行、後期前半の

戸口迎跡A地区に併行すると考えられる。

宮ノ前・畠田追跡では須恵器の出土醤が当時期にしては多いことが特徴である。当期の須恵器

は在地では生産されていないため、他地域から搬入されたことは確実とみられる。その流通菰は

少なく希少性が認められる。蓋杯は 2個体確認され、いずれも口縁端部に内傾する面を持つ。畠

田遺跡34・ 35は同一個体で、天井部外面にカキメを行う。天井部とイ本部の境の稜も鋭く、 TK47

型式以前の特徴を持つ。畠田遺跡142の稜はやや鈍く、新しい様相を呈す。杯身は口縁端部に内

傾する面をもち、口縁部の立ち上がりは垂直に近いものが多い。口径が大きいものには内傾する
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第4図 宮ノ前遺跡 ・畠田遺跡出土の古墳時代の須恵器

ものも見られる。無蓋高杯の全形は窺えないが、杯部では鋭い稜と波状文が巡り 、脚部には方形

の透かしが入る。聡は体部に波状文を巡らす。宮ノ前546の頸部はやや太く、 沈線と波状文を巡

らせる。畠田245は樽形臆であるが、陶邑窯跡群ではTK208型式まで存続が確認される器種であ

る。これらの須恵器の製式は畠田245の樽形臆を除き、TK47型式からTKlO製式に比定される。

前出の土師器編年では後期初頭の土器群にTK47型式の須恵器が、後期前半の土器群にMT15形

式の須恵器が伴う。なお、畠田245の樽形肱のみが年代を古く捉えられるが、特殊な器形である

ことから伝世したことも想定される。以上のことから宮ノ前 ・畠田追跡の古墳時代の遺物は6世

紀初頭頃もしくは5世紀末から 6世紀中頃のものが主体となると考えられる。

2.平安時代の遺物

柏崎平野周辺を含め、新混県における古代土器の編年は坂井秀弥氏、春日真実氏、品田高志氏

らを始め 、 多くの研究が行われている。宮ノ前造跡の調査では土坑 • 井戸などから平安時代の資

料がまとまって出土した。ここでこれら一括出土査科を中心に宮ノ前迫跡の平安時代土器群の変

遷について春日氏の編年を基に検討を加える。宮ノ前逍跡の平安時代の土器群を食膳具の形態を

中心に分類し、以下のように3期に分けた。

宮ノ前 I期： SBl・ SK51・ SK539・ SK609・ SP979・ SE1075・ SE1077 

食膳具における須恵器の比率が閾く 、須恵器有台杯 ・有台碗も一定巌存在する。この段階です

でに須恵器食膳具のほとんどが佐渡小泊窯産のものとなっており 、在地産のものはほとんどみら

れない。須恵器無台杯は底径が大きく 、口縁部の開きはそれほど大きくない。底部は厚手に作ら

れる。底部の回転ヘラ切り痕をナデ消すものが多 く、 内底面に仕上げナデを行うものもある。土

師器無台碗は口径に対して底径が大きく 、浅めのものが主体となる。イ本部から口縁部は内湾気味

に立ち上がるものが多い。径高指数が低いものが多い。

宮ノ前Il期： SB 3 ・ SB 7 ・ S K 178 ・ S E 199 ・ S K614 ・ S I 1073 ・ S E 1097 A ・ S D 1321 ・ 

S Kl677 ・ S Kl679 

食膳具に占める須恵器の比率が大き く減少する。須恵器無台杯は口径・器高ともに 1期と変わ
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らないが、底径がやや小さく、口縁部の開きが大きい ＂ 

ものが増える。土師器無台碗は底径が縮小し、体部中 ＂ 

位がやや張りをもつ。口縁端部はやや外反するものが

増える。口径はI期と変わらないが、深身のものが多

くなる。

宮ノ前II1期： SK504 ・ S K608 ・ SE 1076 ・ S Kl097 

B ・ S Kl628 ・ S Kl678 

食膳具における須恵器の比率はさらに下がり、良好 ：．． 

な残存状況を示すものはみられない。黒色有台Jillが出 、9

I期

" °●,.. 

n期

..ヽ,I •• • 

現する。土師器無台碗は調整が粗雑となり 、ロクロナ ．． "，． ....．．〇●，●● 9●●"'..., .. 
デによる段が明瞭に残るものが多い。体部の張りもみ

られなくなり 、緩やかに内湾しながら開く 。出土量が

多いIII類の口径は11期に比べ縮小するが器高はそれほ

ど変わらない。
． ． ． 

皿1期 .. 
土贔
0"。

春日氏の新褐県古代土器編年ではVI期に在地産須恵
・.... ~'••"'......... 

器が減少し、佐渡小泊産須恵器と土師器 ・黒色土器が ．． 

食膳具の大半を占める。小泊産須恵器ではVI1期に力 ．． 

メ畑窯が、 VI2 ~ 3期に江ノ下窯が比定される。 VI1期 ：．． 

には須恵器が大幅に減少し、土師器 ・黒色土器の作り ，． 

SK504 I 

8ヽ嶋． ． --

が粗雑になり、 一過性の食器の性格を帯びることが指

摘される。宮ノ前遺跡では I期からm期にかけて全体
.. ，.．．．．,．CI "●"'... ,.. , .. 
第5図 土師器無台碗法量散布図

的に黒色処理を行うものが少なく他地域の逍跡と差異が見られるが、宮ノ前I期は小泊産須恵器

が食膳具のほぼ半数を占め、そのほとんどが無台杯である。また、須恵器無台杯の形態はカメ畑

窯段階とみられ、春日編年のVI1期に比定できる。宮ノ前II期の須恵器無台杯が江ノ下窯段階の

ものとみられることから春日編年のVI2期～VI3期に比定される。宮ノ前皿期では須恵器食膳具

がほとんど見られないが、土師器無台碗が縮小化 ・粗雑化することからVII1期と考えられる。春

日氏はV1期を 9世紀後半～10世紀初頭前後、 vn期を10世紀前葉前後～11世紀前葉に比定し、 VI1期

を3小期に区分することから、宮ノ前I期～m期は9世紀後半から10世紀中頃までと考えられる。

宮ノ前遺跡では灰釉陶器が多数出土した。いずれも破片で包含層からの出土が多い。器種は碗

と皿が主体で、碗は大型のものが多い。碗 ・皿の施釉方法はいずれも）ヽケ塗りとみられるものが

多く、高台は定型化した三日月高台である。口縁端部は外へ引き出すもの、緩く外反してナデを

行うもの、玉縁状を呈するものがみられる。これらは猿投窯編年の黒笹90号窯式、併行する光ヶ

丘1号窯式段階のものと捉えられる。当時期は猿投窯以外にも灰釉陶器の生産地が存在し、流通

経路も含め産地の確定は重要な問題と考えられる。宮ノ前遺跡の灰釉陶器は胎土の特徴から美濃
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窯産のものが主体で、少量の猿投窯産や篠岡窯産が混じると考えられる。実年代は9世紀後半～

10世紀前半頃に比定され、前記の土器編年で溝き出した年代観に概ね一致すると考える。

このほかに宮ノ前遺跡ではSK505 ・ S D507などから I期に先行するとみられる逍物も確認さ

れるが、遺構上部が削られており 、他時期の遺構に混入していることから厳密な抽出はできなか

った。出土最も少ないため、I期に先行して集落形成がなされたと想定する以上の考察は加えら

れなかった。
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第6図 古代土器編年案

3.中世の土器 ・陶磁器

宮ノ前遺跡で出土した中世の遺物の多くは木製品で、これに少趾の土器（カワラケ） ・陶磁

器 ・漆器が混ざる。カワラケには手づくね成形のものとロクロ成形のものが見られる。手づくね

成形のものでは、口縁部に強いヨコナデを行う「刈羽 ・三島型」が見られ、これは畿内系の技法

のものが在地で独自の変遷過程をたどったものとされる（品田 1999)。越後では12世紀中頃に畿

内系の手づくね成形のカワラケが流入し始め、15世紀にロクロ成形関東系のものに変わるまで存

続した。宮ノ前追跡出土の「刈羽 ・三島型」カワラケはヨコナデによる段が蒻いもの、もしくは

ョコナデによる段がみられないもので、 13世紀後半から14世紀に比定される。ロクロ成形のもの

は底部の切り離し方法が回転糸切りによるもので、口縁部が外反気味に長く伸びるものと、短く

直線的に伸びるものがあるが、手づくね成形のものに比べ少ない。673は柱状高台を持つ皿で11

世紀代のものである。

珠洲焼きには壷 ．甕 ．揺鉢がある。古いもので吉岡編年II期に遡るものがみられるが、多くは

皿期からW期に比定され、V期まで下るものが若干見られる。青磁では118(SK70)が蓮弁紋

を施す碗で14世紀後半に位囮づけられる。その他の青磁碗も14世紀後半のもので、SK2167出土

の稜花皿 (629)が15世紀後半以降のである。古瀬戸はSK1503出土の2点のみである。496の小

壷は14世紀代、辿構上而出士の香炉 (492)は16世紀代のものである。

以上、雑駁に宮ノ前逍跡出土の中世逍物の年代について述べたが、宮ノ前追跡では11世紀代か

ら15世紀代までの追物が確認され、13世紀後半から14世紀に土器 ・陶磁器 ・漆器の出土磁が充実

する。
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4.平安時代の宮ノ前遺跡

宮ノ前逍跡の発掘調査では2,000基を超える追構が検出されたが、本報告書では遣物が出土し

た追構を中心に掲載したため、掘立柱建物23棟、溝5条、井戸34基、土坑54基、竪穴状辿構1基、

ビット12基を報告できたにすぎない。これらの中でも時期を限定できないものが多く、集落の展

開については不明な点が多い。ここでは平安時代の集落について若干の検討を加えたい。

宮ノ前遺跡の検出した掘立柱建物の中で平安時代のものと考えられるものはSBl・SB2・S

B 3 ・ S B 4 ・ S B 5 ・ S B 7 ・ S B 8 ・ S B 9 ・ S B 22 ・ S B 23である。このうちSB22以外は区画

溝と考えられる SDl321の西側に集中する。SD1321は幅2.5m前後で毅土から古墳時代 ・平安

時代の遺物が出土している。

SBl ・SB2・SB3は当遺跡で中心になると考えられる大型の建物で、 主軸方位が大きく

変化することなく 、ほぽ同位置で建て替えが行われる。これらに付属するようにSB4・SB5

が建てられる。SBl・SB2は面稜80面を超え、SB3は120面を超える。これは、新湯県内で

確認されている平安時代の掘立柱建物の中でも大型の部類である。そして、他の平安時代の建物

とSD1321は大型建物と主軸方位がほぽ同じか、直交して建てられる。また、柱穴掘方に類似性

が認められる SB 1 ・ S B 7 ・ S B 9 ・ S B 23は柱筋も概ね一致しており、計画的な配囮がうか

がえる。SB7・SB9は1間X4間という特殊な形態で、住居や倉庫とは考えがたい。あえて

性格を想定すれば厩が挙げられるが、これを裏付ける追物などは出土していない。

調査中、大型建物の検出や灰釉陶器の出土醤の多さから官術 ・荘園などに関係する遺跡ではな

いかと想定した。しかし、文字資料が墨魯土器1点のみで、これを裏付けることはできなかった。

ここでは、9世紀後半から10世紀頃に活発化したとされる新田開発を手がけた開発領主の居宅な

どの存在を想定したい。
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《要 約》

1.宮ノ前遺跡は新潟県刈羽郡西山町大字北野字宮ノ前に所在する。追跡は柏崎平野の北部、曾

地丘陵西麓の沖租地に立地する。標尚は約22m、現況は水田である。

2.発掘調査は県営ほ場整備事業北野地区に伴って、平成11年に実施した。調査面積は約

3,850m2である。

3.調査の結果、縄文時代 ・古墳時代後期 ・奈良時代・平安時代 ・中世の遺構．．辿物を発見した。

主体は平安時代 ・中世である。

4.古墳時代後期は隣接する畠田迫跡との関連が強く、 同一の集落と考えられる。宮ノ前遺跡で

は当時のものと限定できる造梢はほとんど見つからず、集落の中心は畠田造跡側と見られる。

両集落からはTK47~TK10製式の須恵器蓋杯・高杯 ・臆などが多く出土しており、当遺跡

の特殊性がうかがえる。

5.平安時代の追構には掘立柱建物 ・井戸 ・土坑 ・溝 ・ピッ トがある。掘立柱建物の最大のもの

はSB3の4間X7間 (121.37面）で、これとほぽ同位世に大型の建物が3回建てられる。

SB7・SB9は1間X4間で厩などの用途が想定できる。追物で注目されるのは灰釉陶器

の出土量の多さである。追構外出土のものが多く、細片となっているものばかりであるが、

大製建物のあり方と追物から見て、開発領主層などの存在が想定される。遺物の年代は9世

紀後半から10世紀前半のものが多く確認された。

6. 中世の掘立柱建物と限定できるものは確認できない。 井戸 • 土坑から辿物が出土しているが、

土器 ・陶磁器は少ない。井戸から多くの木製品が出土しており、陶磁器類が伴わないものの

多くは中世に屈するものとみられる。
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別表2 遺構一覧表

迎構 出土逍物

時代 平面形 平面規模 深度 実洞図 写真 実測因 写其 逍物NQ 備考

SK15 古代 桁円 2 28 326 0.28 20 42 63 灰釉碗

SE33 中祉 楕円 1.22 l.4 2 1.20 20 43 64-78 箸

SP50 中枇 丸 0.46 0.56 0.38 20 43 79-80 カワラケ， 珠洲

SK51 古代 丸 l.86 2.28 1.38 20 78 43-45 81-103 灰釉Ull,木製品． 矢板

SE56 中柑： 楕円 1.14 1.68 1.00 20 78 46 104-110 カワラケ， 木製品
SK66 中世 不正形 2,50 2.56 0.18 20 46 111, 112 木製品
SE67 中憔 丸 152 1.68 1.28 20 78 46 113-117 珠洲，木製品

SK70 中世 丸 0.84 086 0.32 21 79 47 118 青磁碗

SE78 中世 丸 102 1.22 0.84 21 79 47 119-123 箸板

SKlOl 楕円 2.14 2.70 0.16 23 
SP102 丸 0.68 0.72 0.52 23 

SP119 古代 丸 0.28 0.36 0.42 21 47 124, 125 須恵器碗

SK178 古代 楕円 1.02 1.38 0.38 21 79 47 126-129 須恵杯，土師甕

SK181 古代 長方形 0, 62 0.72 0.28 21 47 130 須恵杯
SE199 古代 丸 1.14 1.26 0.70 21 79 47 131-135 灰釉」Ill,I湯物

SP203 古代 楕円 0.28 0.82 0.62 21 47 136 須恵長顎瓶
SP221 古代 丸 0.20 0.22 0.16 2] 47 137 土師碗

SE236 中世 楕円 1.02 1.28 0.92 21 47 138, 139 珠洲甕，箸

SK255 中世 楕円 192 2.42 1.16 22 79 48 140-146 カワラケ， 珠洲揺鉢，鍬

SK325 中世 楕円 2.52 3.72 0.46 23 79 48 147-152 カワラケ， 珠洲描鉢 ．壺，が」り物
SK470 古墳 丸 1.14 1.16 0.96 22 79 49 153 須恵杯盗

SK498 古代 楕円 1.42 1.72 0.46 22 49 154, 155 須恵碗， 土師杯

SK504 古代 不正形 280 (3.40) 0.32 24 80 49,50 156-198 須恵盗 ・杯・鉾， 土師碗 ・ 1Ill •鍋，灰甜11Ill

SK505 古代 楕円 2 24 2.88 0.24 25 80 50,51 199-224 須恵杯

SD507 古代 溝 2, 52 4.84 0.84 25 51 225-232 須恵杯

SP508 古代 丸 l 04 1.34 0.32 25 51 233 須忠杯

S0515 古瑣 不正形 2 16 4.44 0.12 22 52 239-242 土間j甕

SE516 古代 正方形 2.12 1.88 0.84 26 51 234 須恵杯

SP519 古瑣 丸 0.56 0.62 0.24 26 51 235 土間j杯

SK52'1 古代 投方形 1.56 (1.20) 0.34 26 51 236 須恵甕

SP539 古代 不正形 080 1.36 0.50 26 51 237, 238 土師碗
SE604 中世 丸 0.64 0.84 0.90 26 52 243-246 漆器

S£605 中世 丸 1.24 1.06 0.80 26 80 52 247-253 カワラケ，刀子

SE606 中世 丸 0.96 1.08 0.92 26 81 53 254, 255 カワ ラケ，珠洲甕

SK608 古代 不正形 0.66 2.30 0.22 12 81 53 256-259 灰釉碗， 土師碗

SE609 古代 楕円 1.96 2.46 0.74 27 53 260-264 須恵碗，土niJi碗
SK614 古代 楕円 1.86 3.68 0.32 27 81 53 265-277 須恵碗， 土1}雨杯

SP632 中世 正方形 0.64 0.58 0.26 27 53 278 カワラケ
SK722 古代 楕円 096 1.64 0.36 27 53 279 須忠杯

S0812 古代 不正形 0.26 (4.12) 0.16 27 53 280 土師鍋
s認73 丸 092 1.04 0.88 28 81 5<1 281 ・ 282 折敷

SE875 中世 丸 0.90 088 0.72 28 54 283 カワラケ
SK896 中世 丸 0.90 1.00 0.98 28 82 54 284-290 珠洲梱鉢，木製品

SP966 古代 不正形 0.72 078 0.32 28 55 291 土師碗

SP979 古代 丸 0.46 0.48 0.62 28 55 292 ・ 293 土師碗

SE1028 古代 丸 1.32 1.48 0.74 28 82 55 294~298 須忠甕，漆器碗， 刀子

SE1052 不正形 1.10 1.32 0.80 28 55 299 ・ 300 漆器

SK1070 不正形 0.88 1.84 0.72 29 82 55,56 301 ・ 312 箸折敷 碗型滓

SE1071 長方形 1.42 1.72 124 29 82 56 313~317 箸

Sll073 古代 長方形 (3.16) 546 0.58 30 82 56,57 318-355 灰釉皿，須恵杯，土師碗

SK1074 古代 丸 0.80 0.84 0.12 29 82 57 356 土tili甕

SE1075 古代 丸 2.52 2況 1.08 29 82,83 57,58 357~368 須恵杯， 木製品， 翔lり物

SE1076 古代 楕円 1.92 2.5'! 0.92 29 83 59 369~387 土師碗， 須辿（横瓶

SE1077 古代 丸 1.80 1.84 1.16 31 83 59 388-393 須恵杯 （総杏），土師甕

SK1081 丸 0.90 0.92 0.82 31 59 394 木製品

SD1083 古代 溝 0.92 (5.20) 0.38 40 83 60 395-400 灰釉Jill,須思杯，土師碗

SE1089 中枇 丸 1.64 1.76 1.02 31 84 60 401-405 珠洲耳付猫，士師甕

SE1090 丸 1.64 1.64 1.12 31 84 60 406~408 1111物
SK1091 中i!.t九 0.84 0.90 0.52 31 84 61 412~414 珠洲甕，大礫

SE1092 古tn楕円 1.12 1.52 l, 16 27 81 61 409-411 土師甍
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遣構 出土造物

時代 平面形 平而規模 深度 実測図l写真 実測図 写兵 遺物No 備考

SE1096 丸 126 1.40 1.28 31 84 62 415 ・ 416 木製品

SE1097A 古代 楕円 2.24 3.02 1.06 32 84,85 62 417-422 須恵杯

SK1097B 古代 不正形 5.24 7.52 0.26 32 85 62,63 423-457 土師碗

SK1120 古代 楕円 080 1.02 0.16 31 63 458 土師甕

SKII30 不正形 0.80 (056) 0.46 33 63 459 木製品

SE1149 楕円 1.10 1.44 1.02 33 63 460 漆器碗

$D1321 古代 不正形 3.10 (3.10) 0.32 40 85 63 461 ~471 土師碗，須恵蓋杯

SK1324 古代 丸 074 0.76 0.46 33 63 472 須恵広口瓶

SK1332 古代 楕円 1.10 1.52 0.24 33 63 473 ・ 474 須恵杯

SE1501 丸 2.52 2.92 1.16 33 85 64 475~490 下駄

SK1502 中世 楕円 2.14 2.36 0.52 34 85 

SK1503 巾世 丸 4 72 5.56 0.38 34 85 65 491 ~504 カ ワラケ，古禰戸小滋•香炉，珠洲揺鉢甕

SK1532 中世 楕円 0.76 1.28 0.42 35 65 506 珠洲樅鈴

SK1533 古代 丸 0.78 0.90 0.56 35 65 507-510 土師碗，木製品

SK1557 丸 0.72 0.76 0.54 35 66 511 漆器Jlll

SK1561 楕円 0.82 (0.62) 0.50 35 86 66 512~515 折敷

SE1564 中世 丸 0.84 0.86 0.86 35 66 516 ・ 517 珠洲甕

SE1569 楕円 0.94 1.24 1.00 35 66 518 木製品

SE1576 中世 楕円 1.04 1.56 1.08 35 86 67 519-522 青磁碗， 漆器碗

SK1595 丸 0.86 1.00 0.56 35 67 523 

SE1603 中世 正方形 1.36 1.48 1.00 35 86 67 524-534 珠洲揺鉢，漆器，炭化棒

SE1618 丸 1.06 1.08 0.94 36 86 68 535 漆器碗

SK1623 丸 0.72 0.84 0.72 36 68 536 木製品

SK1628 古代 丸 2.48 2.48 0.92 36 86 68 537-548 須應杯（糸り）），土蘭碗，須思ハソウ・甕・横瓶

SK1638 古代 丸 1.04 1.04 0.76 36 86 68 549~552 土師碗 ．甕

SK1639 古代 不正形 3.22 (2.96) 0.24 36 68 553-558 灰釉碗， 士師碗， 須恵杯盗

SK1647 古代 不正形 2.60 3.76 0.20 37 86 68 559-563 須恵杯， 土師碗

SK1677 古代 柁円 1.76 2.32 0.58 37 87 69 564~580 須恵杯， 士師碗

SK1678 古代 不正形 1.96 5.12 0.36 38 87 69 581 ~590 灰釉皿， 須恵杯， 土師碗

SK1679 古代 不正形 3.16 (2.06) 0.28 38 87 69 591 -595 須恵杯，士師碗， 須恵鉢

SK1709 中世 丸 1.04 1.06 0 78 37 87 70 601~612 漆器， 箸

SE1711 丸 1.14 1.14 1.38 37 87 70 613 漆器

SK1729 中世 不正形 1.12 1.52 064 39 87 70 614 珠洲椛鉢

SK1772 楕円 0.98 1.18 0.84 39 87 70 615 ・ 616 木製品

SE1801 楕円 1.70 2.02 120 39 71 617 ・ 618 匙， 折敷

SK1844 中世 丸 0.82 086 0.48 39 87,88 71 619~624 青磁碗， 漆器碗

SK2109 中世 丸 088 0.90 0 56 39 88 71 625 青磁碗

SK2163 丸 0.64 066 028 39 88 71 626~628 漆器

SK2167 中世 楕円 0.56 082 1.14 39 88 71 629 青磁輪花皿

SK2172 楕円 0.62 0.70 0,54 39 72 630 木製品

SK2222 中世 正方形 1.68 1.94 0.12 40 72 631 珠洲壺

SK2237 楕円 0.76 0.96 0.96 40 72 632 ・ 633 木製品

S1<2238 中世 丸 0.88 0.88 0.＆l 40 72 634 珠洲描鉢

SP2239 中世 楕円 0.20 0.30 0.20 40 72 635 珠洲播鉢

SK2255 古代 不正形 1.90 2.20 0.52 38 87 70 596~600 土師碗， 須恵藍杯

SE2258 丸 1.10 1.16 1.22 34 65 505 木製品
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別表3 遺物観察表
図版 /11土

Jf§f立 憧類 器値 細分
法最 口径 ，，［径 器祁

残存 調整 色溝 胎上 焼成 佃考香サ 逍構 分類 妖 幅 M: 
I SBI-Pl 須恵溢 撫台杯 12.0 3.4 底 ・ヘラ切り後ナデ 硝計1天 チャート 辺硬

2 SIii-Pl 土師と 碗 0.0 5.0 0.0 にぶい橙 軟竹

3 S81-Pl 土細器 碗 0.0 6.4 0.0 浅貨岱 小礫少 款灯
,I SB).P3 須忠器 黒か杯 7.6 ヘラ切り後荒いナデ 略1f灰 還硬

5 SBJ-P3 須恵醤 甍
外擬格干I"さ・カキメ、

陪灰 忠色吹Ill R硬
内 ・同心l'13i具

6 SBJ-1',1 堀方 須恵器 篤台杯 7.6 駁部外ナデ 灰r'.I 小礫、白色粒 還元やや軟買

7 S8l-1'，1 土緬器 碗

＾ 
m 12.0 0.0 7.5 にぷい橙 ”" た

8 ， SBJ-P,I 」；面 上緬沿 碗 /¥I 皿 12.0 52 39 ぶ）．7 浅貿橙 礫多． i縁1i u UI1'<部煤4.J•箔、！な耗なし

SB1•PI 」：緬沿 碗 Al m 12 6 0.0 5.2 浅黄屈 裸多、海竹・ 抒

10 SDI-P4 堀方 I：緬侶 碗 52 0.0 屈 梢、礫 良

II S8I-P4 ミニチュア 及類瓶 囲転糸切I)、外面ナデ 灰白 惰良 良

12 SOl-P5 堀方 土鋤臼 碗 Bl 皿 13.0 0.0 3.2 ロクロナデによる段19l駆 橙 良

13 S81-P5 堀1j J:．鮨器 碗 5,1 0.0 黄褐 小礫 静

14 S01-1'9 柱頂 士鉛笞 硯 B2 

＂ 
12.4 5.0 3.6 8.0 浅貿橙 抒

15 SOI-PIO 須恵硲 撫白il; 7,0 ヘラ切り後r寧なナデ 昭灰 還硬

l6 SB1•PIO 柱我 灰釉淘岱 Ill 14.0 0.2 ッケガケ 灰白 良 袖調： 熊色

17 SDI-PII 須恵硲 甕 外・擬格ごfn11き、内・放Qt当具灰 黙色吹UI 遼硬

18 SBI-Pl2 土鉦器 碗 Al IIl 12.4 5.、I 4.2 5.0 にぷい橙 霞、海1↑、赤色粒杵
19 SDI-Pl2 」：緬器 碗 4.6 0.0 にぶい投 小礫、堡閲 静

20 SBI-Pl2 :1：師荏 碗 5.0 0.0 浅貿位 良

21 SBl-1'!3 土固岱 腕 B2 m 12A -1.6 4.0 4.0 ほ 良

22 SB1.p13 J；緬笞 碗 5.0 0.0 にぷい橙 良

23 SIii-PiヽI 須恵笞 杯盗 J3．ヽI 2.1 暗灰 這硬

24 SBl-PlS 土細祖 甕 18.0 35 浅黄橙 小礫 良

25 SBl-1'6 柱根 27.5 24 5 23.3 
26 SBl•印 柱根 13.6 8.5 6,8 

27 SBl-1'2 柱根 10 5 19.7 14.1 

28 Sll3-1も 柱痕 土師笞 碗 Al 旧 13.0 6.0 4.0 13.0 にぷい貿橙 礫少

29 s邸•1'5 堀方 土邸苔 碗 Al In 122 5、91 4. I 12.0 橙 烈多

30SB34ろ 堀方 士師器 碗 6,6 0.0 浅黄橙 雲け、ナャート

31SB3P5 堀方 須恵笞 甕
外・擬格子1111き、内 • 平fi後

賠灰 白色小親
l"1心1リ当具

3l SB3-Pl7 須恵器 艶白杯 70 ヘラ切り後ナデ 灰 還硬

33 SO3•P19 ..t師若 碗 Al Ill 11.8 0.0 12.0 にぷい橙 瀑什、第II): 抒
31 SB4•Pl 上師笞 碗 Al m 12.0 0.0 3.0 樅 巽料、チャート

35 SD4-Pl :I：師笞 売 ll.2 1ヽ.0 橙

36 S84-P3 須恵？；； 売 外 ・擬格'j'-IIJIさ、内 ・同心fり Iii. 還硬

37 SBHll 須恵僻 鳥台杯 7.0 ft灰 白色粒 遠碩

38 SB4•Pl2 土師器 碗 5.0 0.0 柑 小礫、裳f吐
39 SD6-P5 須忠僻 甕 外・平行叩さ、内 ・ 1、•I心111当具灰 嬬硬

.JO SD7-Pl 須恵笞 杯溢 13.0 2.5 灰 塁硬

41 SB7•Pl 須恵笞 無台杯 13.0 1ヽ.0 内外ロクロ痕剛瞭 灰 辺硯

42 S07-Pl 土面笞 碗 6.0 0.0 橙 奨fij、山色礫

•13 SD7-P2 掘方 灰袖困溢 碗 15.0 3.0 "jるい灰1勺 やや利 良好 釉潤：やや昭い録灰色

4•1 SB7-1な 上師苔 碗 Al m 13.0 0.0 3.5 橙

45 SB7•P3 木製品 板 7.1 3 2 0.5 
46 S87-1も 土師器 碗 5.0 o.o 浅貨岱 砕` チャート．SO
47 S07•郎 須恵笞 甕 外•平行叩き 、 内 ・ 同心円当具灰 還硬

48 SB7-P9 」：師笞 碗 5.0 0.0 浅貨楼 精良 且
49 sa7-P9 須恵器 ｀ 』

外・擬格子叩き、内擬格子・当具灰 塁硬

50 SB8•I>7 :1：師笞 II.＼色碗 Al I 15,0 5.0 5.8 6.2 にぶい黄伍 湯竹、チャー ト抒 内黙処理

51 SR9-P2 土師笞 甕 15.0 5.0 浅貨位 小礫 良

s2 sn10.r1 土師器 甕 15.0 5.6 橙 抒

53 SB14•P3 土師笞 カワラケ R 7.0 4.8 1.7 31.0 底回転糸切り 明褐 芥阻多・・fャート良
口緑郡1勺直i（欠損部含む）
煤f,t滸外l!iilこ漆f,tIi

5'1 SOl5•PI 柱根 36.0 17.4 16.8 

55 SB15・1'2 須恵笞 滋雀 11.0 2.0 灰白 絹色吹Ill少最 団硬

56 SB17-P3 杜根 61,0 ]8.6 16.6 

57 SB23•P3 須恵器 杯近 13.0 2.2 端邪斯面丸 灰 遥硬

58 SB23-P3 須恵．笞 杯菱 13.0 3.5 端邪断面丸 賠灰 還硬

59 SB23-P3 t師岱 碗 6.0 0.0 浅yua 湯・娯i吐 良

60 Sll23-P3 土師器 碗 5.2 00 にぶい橙 唸19);、チャーI・抒
61 SB蕊＿P3 上師若 !）.＼色碗 Al 

＂ 
12.0 00 3.8 浅貨橙 筏屈 良

62 SBお.p5 土輝笞 売 12.0 8.0 橙 良

63 SK15 灰釉淘硲 況 1ヽ1.0 3.3 灰白 良 釉閃：淡緑

(;IS四 ＊製品 管 21.9 0.8 0.4 元形

65 s匹 木製品 笞 21.2 0.5 05 は11;¥;影

66 s匹 木製品 笞 21.2 0.6 05 はll~影

67 S四 木製品 笞 19.8 0.8 05 ほぼえ影

68 s邸 木製品 笞 17.1 0.7 0.4 は1rえ形

69 s四 木製品 箸 11.8 0.6 05 2fJ 
70 SE33 木製品 惰 JJ.3 0.8 05 Ill 
71 S匹 木製品 衿 12.0 0.6 0.6 2/3 
72S匹 ＊製品 竹 14.5 0.7 0,5 幻3

73 s~祁 木製品 管 12.5 0.6 0.6 2(J 

7、ISE33 木製品 哨＇ 12.1 ~゚6 0,4 2/3 
75 S四 木製品 笞 9,8 09' O.'I I(2 

76 SE33 木製品 管 7.4 0.6 . 0.91 l(J 

77 S匹 木製品 笞 8.3 0.6 0 5 1/J 
78 s四3 木製品 愕 8.8 0.6 0.'I I/3 
79 SP50 J潅6器 カワラケ R 9.4 7.2 2.0 3.0 収・阿転糸切り 浅貿柑 潅竹・チャーI・軟質
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図版 /II上
層（む 種類 溢憧 雑1分

法址 n径 hW径 器邸
残＃ 洞駿 色潤 飴土 焼成 僧考

番サ 迅惰 分類 艮 幅 ,,;. 

80 SP50 珠洲 憎針： 15.0 底，＂止糸り ）り 暗灰 海，，t 還硬 内外被熱でMI化

81 SK51 」；師沿 碗 Bl IV 11.0 4.0 4．ヽI 13 7 位 菖9•9：戸t- 卜•9鴻 且 潤整痕1月釈に残る・略級

82 SK51 疇困器 nil 13.0 3.0 Iヽ ケ旅り 灰1'1 [i 釉腐 ：h'<FI

83 SK51 木製品 曲物 底板 18.G 18.0 1.2 

84 SKSI 木製品 曲物 底板 40.0 19.3 1.2 

85 SK51 木製，け， 蒸籠 底板 53.6 10.0 l.2 

船 SK5I 部M 板 26.5 9.1 l.6 

87 SK51 部材 板 26.9 8.8 1.8 

88 SKSI 木製品 箱物 llll板 25.3 5.1 OA 

89 SK51 木製品 箱物 底板 27.0 23.8 
.゚8

90 SK51 木製品 箱物 開仮 211.8 7.5 0.4 

91 SK51 木製品 箱物 憫板 29.6 7.2 06 

92 SK51 木製品 矢板 36.6 6.5 09 

93 SK51 ＊製品 矢板 36.7 6.5 0,9 

釘 SK51 木製，i1， 矢板 44.6 13.5 1,7 

95 SK51 木製品 矢板 、16.2 7.5 15 

% SK51 木製品 欠がi. 46.7 72 13 

97 SKSI 木製品 欠板 、19.5 G.l 07 

98 SK51 ＊製品 欠板 泣．8 3.2 06 

99 SK5I 木製品 矢板 51.3 6.0 1.0 

100 SK51 木襲，＇,1， 矢板 況．5 9.8 l.l 

IOI SK5l 木饗品 矢板 58.8 6.8 I.I 

102 SK51 ＊製品 矢板 58.R 12.4 1.3 

103 SK51 木襲品 矢板 61.9 10.7 0.8 

10・1 s碑 ・J:師器 カワラケ R 9.、I 8.2 1.5 •1.8 底部ナデ にぷい黄楼 礫 良

105 s臨 木駐，f， 曲物 底板 19.3 5,2 0.9 11•1 

IOO SE祁 部材 板 15,7 4、5 0.3 

I07 s畷 部材 板 13.3 68 0.3 

108 s啜 部材 板 19.3 5.1 1.0 

109 SE56 木製品 矢板 26,3 5.3 1.2 

110 s函 木製品 矢板 37.2 6.7 1.3 

Ill SK66 部材 板 25.0 2.9 I.3 

112 SK66 郎材 板 21．ヽI 6.1 0.6 

113 SE67 珠洲 甕 33.0 2.5 ＂附灰 礫 辺硬

114 SEG'I 珠洲 揖釣 11.6 底・静止糸りJI)、9mlこ4条の卸n胄灰 肴l 苅硬

115 SE67 鉄製品 JJ子 M2 1.8 1.4 ほ1叫

!l6 SE67 ）ド製品 1111物 底板 215 6.9 0.6 1/3 

117 SEG7 木製品 板 26.6 6.7 0.6 

118 SK70 第2k}胄磁 碗 7.0 
t，1frbnooまで楡、追弁枚、内底 灰
入［花様撲9浪、外低菊1E紋

密

119 SE78 木饗品 情 19.5 0.7 0.5 ほほ完影
釉Ill:淡緑、底部外面に
渇11(

120 SE78 木製品 抒 IO.<I 0.8 0,4 1/l 

121 SE78 邸tA' 板 9.6 0.9 Oふ

122 SE78 部材 板 9.2 2.4 0.2 

123 SE冗； 部材 板 10.4 9.3 0.6 

12'1 SPJ19 須忠住 碗 15.0 3.5 灰 白色閉 滋硬

125 SPll9 部材 板 7.1 6.8 1.7 

126 SKli8 須恵器 無台杯 126 7.8 3.0 30.0 
底 ：ヘラ切り虹ナデi'iす、U:.l:灰 ti色礫• III色吹

還硬
げナデ Ill・小白色粒

127 SK178 須恵器 無台杯 70 灰
白色礫・11.I色吹

還梗
出・小白色粒

128 SKl78 須憑若 倍台杯 130 76 3.1 9.0 
底 ：ヘラ切り扱ナデiiiす、U:I:灰 白色礫・黒色吹

這践
げナデ Ill•小FI色粒

l29 SK!78 :J ・鼠i岱 甍 22.•I 10.2 17.4 12.0 
ロ踏 ：面取り、体外 ：・(3下ケズ

にぷい橙 渾1't・ ~lゆ · 際良
リ、体内：へうナデ

130 SKJ81 須恵器 焦台杯 12.0 7.6 3.5 1.8 底 ．ヘラ切り1/1.ナデ沿す 灰 湯竹 還硬 外面煤

131 SE199 :J．：緬荏 碗 /1) Ill l2.0 0.0 20 楼 良

132 SEI99 筍19層 須恵器 甕
外 ：擬格：flIIIき、内： ,,,1心PJ¥i灰
具

只硬

133 SE19<J 約3層 灰釉内器且L 19.0 35 ハケ浚り 灰白 徴畜 辺硬

134 SE199 木賢品 折敷 31.8 5.8 0.5 
釉罰 ：灰色（ほぼ透19l)囀
光ヶ丘1号惑式

135 SE199 木製品 比物 41.9 23 25 

136 SP203 須辻9器 氏類瓶 灰 刃硬

137 s匹21 土邸器 碗 02 nI 13.0 52 IヽI 4.5 1こぶい貿位 湯竹・癌 抒

138 SE236 -r陪 珠洲 濯 18.0 2.8 11靖 ：面 陪灰 白色讚 還硬 n緑部に煤少黛付符
139 S四 木製品 符 18,9 1.0 06 Ii19尖形

140 SK55 -I：閾荏 カワラケ T 12,6 9.0 3.0 13.4 
u ：横ナデ、内 ：ナデ、ji（外：

灰質褐 礫 良
指狽飢

14 1 SK25S 珠洲 慣針： 33.〇 3.7 17皿に8条の卸11 暗オリープ灰 還硬

142 SK255 刃浦i 甕 外 ：平行1111き 灰 lJ.1色吹出 ;g硬

M3 SK255 木饗品 猷 23.9 uo 2.4 1iIEと影
M4 SK2お 木饗品 折敷 292 6.0 0.(； 

145 SK255 郎材 板 7.7 32 0.3 

146 SK2祁 部材 板 9.8 1.5 0.3 

147 SKぷ5 土師沿 カワラケ T 12.0 8.0 2.6 4.0 •T'捏ね｀ l」:横ナデ 貨橙 雲料 良

118 SK325 珠洲 償鉢 Z7.0 4.6 氾皿に199条fl)釘IH 昭灰 潟竹．＂ 只硬

149 SK325 珠洲 濯 9.0 
底 ：静止糸切り｀夕ifに下半 ：ロ 灰
クロケズ'9

滋1’t 還硬

149 SK325 珠洲 磁 8.4 3.2 口端 ：九味箔びる 陪灰 召硬
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図版 111土
粕位． 櫨類 悩植 細分

法誠 IJ1怜 底径 僻lt
残イt 調整 色複l 胎上 焼9皮 情g

番号 誼t, 分類 長 似 1,1. 

149 SK325 珠洲 遥 ＂部 ：押圧による径1411D9菜の lff灰
海竹・礫・焦色

只硬
花紋 吹IIi

150 SK325 部材 樟 12.9 3.8 3.1 

151 SK325 祁材 I伶 33.8 ,1．ヽI 4.0 

152 SK函 例物 椀 米製 15.5 9.3 6.3 未完成品

153 SK470 
llltlll 
須恵岱 杯蓋 13.0 、1.0

端部：内罰1こ面、外 ＇天井と1人
昭｝＂灰 礫少損： 還硬

限土 部校に伐

154 SK1J98 第1刷 須忠器 4•tr椀 12,6 5.8 4.8 10.l 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 （やや1f) 粗、白色礫多 還元やや軟只

155 SK498 上情i上師岱 カワラケ T 1 2 4 5.6 32 24.0 !t 1U、礫 やや軟 二次焼成により劣化

156 SK501 郷1陪 須恵む ＂；蓋 12、0 3.5 躍 ： •JL昧帝ぴる 灰 白色亮 遠硬

157 SK501 須恵器 "道t 13.0 2.6 索緑 昭灰 白色浚 還硬

158 SK即 須忠笞 イi台杯 120 2.0 灰 礫 還硬

159 SK細 第1層 須恵特 黒台杯 120 3.7 灰 礫 lli!硬
160 SK即 須恵辟 撫frIF ]2 0 2.6 灰白 還硬

161 SK紐 須恵僻 布台洸 13,0 3.4 昭灰 焦色吹IU 辺硬 アパク状の剥饉

162 SK釦 土師岱 碗 Al IV Jl.0 0.0 8.0 浅黄校 男 井

)63 SK50l 第5~ 土師硲 碗 Al rn ] 1 4 4.0 ,1.2 公），5 黄橙 瀑ャ什ーI・・雰・赤料色・位チ 抒

j&I SK紐 第1陪 k師器 碗 Al III 11/1 4.2 4.3 11,8 橙
濤ft・ナャート・

やや軟
蝶 ・赤色位

j65 SK5(}1 上師器 碗 Al 
＂ 
11.6 4.6 4．ヽI 5.6 位

海竹，岱l吐，チ
4ゞ良 （軟灯）

ャート

166 SKS0.1 土師沿 碗 Al ＂ 12.0 5.0 4．ヽI 必．0 にぶい橙 氏石・礫 良

167 SK甜 第2展 土師器 碗 Al 
＂ 
120 o.o r,.o にぷい貨橙 海ff 抒

168 SK501 1筍2層 土邸沿 碗 Al 
＂ 
115 4.8 4.8 8,0 浅黄橙 海竹 贅 内面17緑郡～体部煤付芍

169 SK和1 筍碑 土師笞 碗 Al ＂ 11.6 5.0 5.0 36,0 にぶい屈 海付 良 n楳部に煤 (4カ所）
170 SK5<>1 が3層 士師岱 碗 Al 

＂ 
12.0 0.0 5.7 にぶい貨橙 海ft．昨 音

171 SK訳M 第1陪 土師岱 悦 Al 
＂ 
12.0 5.6 4．ヽI 1.5 浅賀橙 礫 抒

172 SK紐 七師僻 鋭 Al ＂ ll8 4,6 4.5 30.2 にぶい貨楼
船i119ート・
癌 抒

li3 SK紐 第2崩 上師邪 碗 nl m 12,1 5.4 4.6 18.0 浅黄楼
岬 9+ 1• ート・
艮1i 将

174 SK5().1 上師怪 碗 Bl 01 12.0 4.6 、11 14.4 橙 槃位・チャート良

175 SK501 上面 土師岱 碗 Al 
＂ 
1 2. 4 6,0 4.4 4.0 浅黄橙 択似 良 J:面

176 SK501 上師辟 碗 A2 
＂ 
1 2,2 5,2 •1.5 4,3 Ill 礫 告

177 SK刻 棺2/ill土師笞 碗 Al ＂ 12,0 5,0 、1.7 15.3 浅黄橙 蝶 良
攣滅＇笞しく 拒`みも大き

"‘ 
178 SK501 上師笞 碗 B2 m 126 5.8 ,1.s 31.5 浅貿橙 礫 良

179 SK501 土師岱 碗 A2 ru 12,4 5.0 4.7 7,4 浅貿橙 礫 良 II椋部に煤

ISO SK渕 土師僻 碗 A2 
＂ 
13.0 0.0 60 黄位 礫 良

IS! SK501 第4層 土師器し ILI色演 A2 
＂ 
13.0 0.0 52 内外i1i1ヘラミガキ にぶい黄位 閉 良 内黙処壼 （フセ）

182 SK501 +．師笞 筋 A2 m 130 5.6 4.9 8,0 貿楼 熟 良

183 SK501 籾5府 土師笞 碗 A2 
＂ 
13,1 7,0 ,1,2 7,0 浅黄位 茂 抒

184 SK501 土師骰 碗 Al I 16.0 6.0 6.2 11 7 にぶい楼 択紺．礫 やや軟

185 SK50-1 上師笞 燻色Ii台1111 12.4 5.4 、1.2 加．7 内面ヘラミガキ 浅黄橙 礫 内息処踵

186 SK501 上師岱 JJ.1色"tlffl 7.6 内il¥iヘラミガキ にぶい橙 袋fl.I．礫 桂 内黒処珪

187 SK甜 第4屈 灰釉淘岱 1D1 13.8 21 灰I'! 良 釉閥：簿緑

188 SK501 須恵沿 布台＄K 27,0 14.0 lヽI.I 87 外面ド半ヘラケズリ 灰
＋ャート・雰け

遥硬
礫

189 SK~ 1 第2府 須恵若 亮 お．4 20 I―I舷渇郎のilliにF11線 灰 チャート 還硬

190 SK即 須恵器 長類瓶 170 3.3 灰 規色•KIli 還硬

191 SKS0.1 tii3.IM 須恵器 長剪栢 ]7,0 4.2 内外而n然袖 灰 黒色PKIh 辺硬

192 SK501 須恵怜 売 6.1,4 2、4 外面．波状紋2段、沈鐙2条 灰 礫 遵硬

193 SK5°'1 第2局 土綽岱 甕 5.2 浅貨橙 楳 ・チャート 良 内面訊化

19,1 SK沃I 第2府土師器 鍋 3'1,0 1ヽ.7
外 ：平行19IIき、内 ：平行当n.

1こぷい黄校 小鰈 良
口端 ：内側になき込む

195 SK沃I 金属製品 鉄滓 39 5.2 1ヽ.0 IIOg 

196 SK5Q.I 金属製品 鉄滓 62 8.2 2.3 120g 
197 SK沃H 祁材 棒 ii 8 5.3 6.0 炭化

198 SKS0-1 石沿 府斧 8,2 5.2 4.3 石材：砂界

I叩 SK505 第1層 須忠器 撫fl杯 12,0 30 灰 n色粒 還iJ!
200 SK505 上層 須恵器 黒台tI: 13,0 2.3 i1灰 l'I色粒 還剋

201 SK505 第l!M須恵岱 黒台fI: 13.0 90 灰 白色泣 還硬

202 SK505 上k" 須恵沿 撫台杯 12.0 7.0 2.9 90 訳：ヘラ切り後ナデ 灰 白色粒 還硬

200 SK505 上附 須恵器 無白杯 12．ヽI 7.4 3.0 11.4 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 白色粒 還硬

邸 SK505 筍1附 須恵器 無む杯 7.8 灰白 蝶 還硬

傘 SK505 上肘 須9ぶ岱 槃fiff; 12.、1 6.，13.1 23,5 灰 白色拉 遵硬

206 SK505 下層 須恵器 熙台杯 12．ヽI 8.2 3.6 J0,8 底 ：ヘラ切りナデ 灰 四元軟府

207 SK505 上層 須慰岱 熊台ff: 1:1.0 9.0 2.9 12.0 底 ：ヘラ切りナデ 暗灰 I’l色粒 還姓

208 SK505 K層 須思器 鶯もH J 3.0 底 ．ヘラ切りナデ 灰 白色粒 還硯

209 SK505 上陪 須思器 景台ff 13.0 8.0 3.3 ll 5 底：ヘラ切りナデ 灰 +・1・ート 還硬

2JO SK5(15 F層 須忠岱 景台杯 11.0 9ヽ.3 灰 只硯

211 SK505 上府 須忠辟 焦力杯 12.0 3.2 II端 ・;!!,き込み 灰 チャート 還元軟貫

212 SK505 上展 土師岱 碗 Al ~' 11.0 0.0 6.5 黄屈 チャート

213 SK505 第3層 七師沿 碗 Al m 13.0 6,2 3,6 13.0 浅賀屈 ナャート・赤色れ

214 SK505 k逼 士，師笞 黒色碗 5.3 0.0 底、体下牛：ロクロケズリ にぶい黄校 -f—ャート 内/!,¥処理

215 SK505 上桝 須忠岱 甕
外 ：1•.Jrllllさ後カキメ、内 ： ／9；l 

灰 白色蝶 還硬心9り；；；具

2l6 SK505 下層 土師器 甕 2.5 外： Jヽ ケメ ほ 雲但

217 SK505 下暦 土面器 甕 140 4.0 にぷい貸橙

2l8 SK505 上師器 甕 17.2 2.7 浅黄橙
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図板 rli土．
K引位 植類 器侑 細分

法炊 「lt没 底tせ 岱硲
残存 調整 色潤 ,ii土 焼成 燐考

番り 遺構 分類 長 幅 I•/ 

219 SK505 ,..附 土閾器 甕 76 
外 '9ヽケメ（縦）、内 ：ハケメ

浅貨橙
（横）

220 SK505 下＂ 」；緬器 売 公）．0 10.0 外 ：Iヽケメ （縦） 浅貿楼 チャート・雰開

221 SK縞 下民 :1こ蝸沿 売 30.0 8.0 外 ：ハケメ（縦） 橙 蝶

222 SK505 下肘 土緬岱 甕 3.4 1.6 外． 9ヽケメ （縦） 浅貨橙 然似・閉

z SK505 」••N t製品 文脚 6.91 3/1 栢 礫

22-1 SK505 第1喝 土餃，[I, 文脚 10.7 6.8 U3 ほ ＋ャート ・礫

225 SD507 須恵器 布台杯 l3.0 3.4 灰 還硬

226 SD507 須忠沿 イi台H; 14.0 1.5 外：沈線2条 灰 澄硬

幻 SD507 須恵溢 有台杯 8.2 
底 ：ヘラ切りナデ、硲白：外

灰 礫 還硬
婿接地

228 SD507 須恵匹 焦台杯 l2.0 3.0 ロク091引瞭 W灰 迂硬

四 SD507 須恵沿 無介H; ]2.2 7.6 3.5 16 底：ヘラ切りナデ 灰 白色礫 双硬

初 SD507 須恵醤 煕台杯 12.8 8.0 2.9 15.5 底 ：ヘラ切り後紐部ナデ 灰 n色粒 冠硬

23J SD507 須恵．器 熊台杯 13.0 7.2 33 2&o 底 ：ヘラ11Jり後粒部ナデ 灰 チャート・雰ゆ 辺元やや軟只

232 SD507 土師笞 甕 5.0 
外・ヘラケズリ（縦）、底：ナ

にぶい貨橙
チャート・冥屈・

デ 陛 良

233 SI9508 ＿1．．面 須恵器 鳥flt!: 11.6 6.,1 43 27.5 
外体下婿 ：ロク Uケズ＇）、内

灰 小礫少 辺硬 凡込みマメッ・歪み大
底 ：lrJ:tfナデ

窃IS~516 須恵跨 無台杯 120 3.7 灰 -!・ャート 還硬

235 S1'519 上緬器 科IF 15,〇 25 
内外：ヘラミIfキ、 n内 ：Iヽ

浅黄位 雰紐 良 l~J/11処理
ケメ (I汎｝

236 SK5訊 須悠岱 売 60.0 、1.4 暗灰 tャート・霞・i'.J色fi這硬

237 SK5.'l9 土師悩 碗 Al DI l2.0 5.G 3.7 11.0 浅黄橙 ・I・ヤート・閉 管

238 SK539 灰釉陶器碗 15.0 0.7 ハケ栓り 灰白 且 釉置灰白色

II.憤ナデ、外 ：縦ハケメ、 涌it・チャー
外下tIt：比熱で位に変色

公l9SD515 土師岱 甕 14.8 4 2 19.4 16.0 
内 ：横ヘラナテ‘

浅黄枢
ト・槃母・陀

且好 し劣化、外r99位・上位 ・
煤油<f寸名

240 S0515 ..I:tali伍 売 17.0 5.0 楼 礫

241 SD515 土師罰 売 15.0 30.0 外：ハケメ（縦）、内 ：ヘラナデ 浅黄橙 釘1・チャート糟 [l 外面体都上位まで煤付沼

242 SD5l5 :I:節沿 甕 17.0 22.0 外 ：ハケメ（縦）、内：ヘラナデ 浅貿橙 L:9じ，＊r：慎，ぐ帽贅 外中 ：煤、外体：渕滸

243 S畷 t 漆笞 愧 忠漆1こ朱の模様

2l4 SE601 部材 板 13.3 2.5 22 

245 SE鉛1 ＊製品 'I'/ 11.8 0.6 0.5 

246 S細 岬 板 13.0 .3.5 13 

糾7SE605 士緬答 カリラケ T 8.2 6.31,7 36.0 手捏ね、口 ：横ナデ 灰貿褐 布英・jい綿・礫良 完形

248 S寧 1；緬沿 カワラケ 1̀  140 •l.5 手捏ね、 r 1: 憤—rデ 灰貿褐 且

2,19 SE(i05 土閾沿 甕 20.0 1.5 にぶい黄位 霰 良

250 SE臨 部材 倅 1•15 23 1.8 

251 SE605 部材 棒 183 2_3 2.3 

252 SE605 木賛品 曲物 底枚 切5 235 1.1 

253 SE605 金属饗品 刀子 142 4.6 1.2 、15g

25、1S碑 t師沿 カワラケ R 7.7 4.2 2.5 36.0 Clクロ成形、底 ：lnl転糸りJり 浅黄E 赤色粒 良

255 s寧 珠洲 甕 186 灰 ややIll 沢硯

256 SKro! J:f』岱 碗 Al 田 12.2 50 4.9 9.8 賣橙 咋チャート良

257 SK臨 」：師器 碗 A2 m 12.G 4 8 4.3 12.5 1こぷい貿橙 裳1吐 良

258 SK608 土師岱 碗 Al ！ J 5.6 60 G.2 3.5 にぷい貨橙 埃け・チャート良

お9SK608 灰釉囚器 碗 14.0 1.0 灰白 良 袖閏薄緑

260 SK609 J；部 須恵笞 lit,椀 9.0 “h:I吼濯接地 灰I~ 泣元やや軟質

祁1SK609 上部 土閾岱 碗 A2 旧 11.8 5.0 3.H 7.5 にぷい黄位 チャート 苦

262 SK609 土閾笞 碗 A2 III 11.8 1ヽ.8 、1,0 36.0 橙 チャート ・礫良 完形

263 SK姻 上AW 灰釉淘器碗 15.0 3.5 灰白 且 籟関：淡舷

26l SK609 木製品 i1111" 胚板 16.0 1 4．ヽI 0.6 

265 sk614 須恵器 布台杯 8.0 応h．外端接地 灰 還硬

266 SK61,1 須忠沿 イi台杯 7.0 秘台．外端接地 が 辺硬

267 SK6M 須恵器 4{b碗 8.0 約白． I勺硝捻地 灰 只硬

268 SK614 if（恵岱 無b杯 13,0 4.0 灰白 還元軟竹

269 SK61'1 ki止 土師溢 碗 Al ID 12.0 0.0 5.0 浅賣柑

270 SK614 R頁直L土師凸 碗 ll2 m 12.0 0.0 3,5 浅黄椙

271 SK6J.I 上闊沿 碗 Al m 120 0.0 1ヽ.0 浅黄検

272 SK6H 尉且上 」泊6.29 碗 A2 m 13.0 0.0 3.0 浅黄橙 訳lサ

273 SK6M 上踊岱 碗 Al m 12.0 4.8 •l.8 9.3 浅貨橙 箕I~

274 SK6H -I：緬笞 碗 Al m 12.0 5.0 4.3 5.2 浅貨橙

276 SK61ヽI 紅紅 ;J：緬笞 碗 /11 m 12.7 91.7 4.5 10.5 底：Iul転糸切り1及ナテ 浅貨位

277 SK614 J:．緬笞 窃杯 18.0 4.3 内：ヘラミガキ、口外：ハケ） にぷい黄橙 良 内島処理

278 SH沼2 J•員i器 カワラケ T 
11曹゚

2.0 
手捏ね．外 ：Iー1舷部と体祁／11.I~

浅貨橙 3li:｝ J'!. 
凹線

279 SKi22 須恵器 無fin; 13.0 4.5 ロクロナデ痕明蔚 行灰 R硬

280 S以l12 上師溢 鍋 況．0 3.o 口端 ：内になき込み にぶい位 雲t}展li•員'•碁色n 且．

認ISE873 木咽品 折吸 お．0 20．ヽI 0.4 

282 Si:873 木製品 折敷 27.5 5.2 0.6 

283 SF.875 」•姉岱 カワッケ T 13.0 8.0 3.8 15.5 n:ヨコナデ、外内底 ：指頭9(にぶいぶ 海4't・怨9,J・礫良

函 SK896 珠洲 償鉢 30.0 2.8 船2.1...に12条の卸Ij 昭灰 潟什 遥硬

285 SK896 部 板 17.5 6.2 0.7 

286 SK蜘 部材 板 31.8 15.6 1.1 

287 SK896 祁材 板 23.3 16.i 1.3 

288 SK896 祁材 板 5.8 4.6 06 

289 SK臨 屈材 板 15,3 9.0 1.0 

290 SK896 祁材 怜 22.3 28 3.0 炭化

勾lSP966 上証器 II.I色碗 50 0.0 
外底・体下沿：ロクロケズリ、

浅黄位 洪i;j 良 内忠処理
内：ヘラミガキ

292 SI初9 cl'．師器 碗 A2 皿 I2、6 54 3.9 13.5 にぶい橙 海,r,-.石炎 良
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図飯 III土
A刃位 樟類 岱種 細分

法采 [1径 底t径 器n 残h: 瀾整 色調 胎 l: 焼成 f9ぢ番刃・ 遣1鼻 分類 貶 幅 ,'/. 
293 SP979 l:Cii悩 碗 A2 

＂ 
1 2,6 6.0 、I.I I I A にぶい18 湯tt．箕9：1・礫良

沢1SK1028 須恵器 甍 17,0 55 灰 只硬
函 SKl028 漆器 椀 14,0 8.6 31 116 

296 SKJOお 部材 板 9.6 17.1 2.0 
297 SKl028 部材 lタ 23.3 2,4 1.2 

298 SKI啜 鉄製品 刀子 27.2 l.l 0.4 

299 SK1052 泊岱 罰． 9.2 6.6 2.3 2/.l 内飼 ・ 開面がI!•1色
300 SKI052 部材 惰 17.0 3.3 1.8 
301 SKJ070 木製品 笞 20.3 0.8 0.4 

302 SKJ070 木製品 '1'1 21.8 0.5 0.3 

303 SK1070 木製品 曲物 底板 16.2 16.5 1.2 完形 片面漆放り

304 SKIOiO 部材 惰 7、8 31 29 
305 SKl070 部材 怜 13.0 1.7 0.7 
306 SKl070 木製品 折敷 15.6 1ヽ.8 0.3 

307 SKI070 木製品 折敷 16.1 ,1.s o.s 

308 SKlOiO 木製品 折敷 20.8 3.5 0.5 

309 SE1071 木製品 惰 29．ヽI 1.3 0.8 
310 Slll071 木製品 t8 30.5 2.3 1.2 
3ll SE1071 第2kサ鉄滓 碗形滓 9.7 11.2 3.0 333g 
312 SE1071 第21N鉄滓 碗形滓 9.2 11.6 5.0 I蕊 9
313 SE1071 邸材 板 J8.6 10.5 l．ヽI
314 SE1071 ＊製品 署 18,3 0.8 0.6 

315 SE107l 木賢，f；， 汗 15.8 0.4 0.5 

316 SE1071 部材 怜 9,9 12 1.0 
317 SE1071 部材 依 14.3 0.8 0.5 
318 Sll073 上爾i須忍器 1iか杯 8.0 外端接地 灰 辺硬
319 S11073 須忠器 歴白H: 120 1.8 ft灰 還硬
320 Sil073 須忠谷 無台杯 12.0 3.0 灰 還硬
321 S11073 須恵路 無台11; 12.2 70 32 17.'I 底： l"l転ヘラ切りロク U・ナデ 灰 還硬
322 SII073 」：附 須恵沿 照台n: 12.2 7.0 3.1 2.5 灰 然問 刃元やや軟質

323 S11(113 須恵沿 愚台fI: 12 2 72 31 11.2 底 '1991転ヘラ切りロクロナデ If灰 還硯 小iii
321 S11073 須恵器 無台杯 7.0 底 ：lul転ヘラ切りロクロナデ灰 四硬
325 S1I073 :l••邸器 碗 Al n’ I0.4 •16 4!1 4.0 底 ：糸切り痕ナデ消す 浅ほ 第閉 抒 歪み大きい

326 S11073 J：緬器 碗 Al m 12.0 5, 2 3, 7 2.6 底 ：糸切り後ロクロケズリ 陪赤褐 槃1:; 廿
327 SII073 」：細器 碗 A2 m 11.8 ,1,6 4.2 9.5 にぷい橙 抒

328 S!l[f/3 土緬路 焦色碗 Al m 12.0 •1.6 5.1 5.5 I勾：ヘラミガキ 浅貿橙 良 内屈処穫

329 511073 t緬悩 碗 A2 Ill 11.8 0.0 6.2 橙 良

330 S11073 土緬沿 碗 A2 m 12.0 0.0 6.4 にぶい橙 抒
331 S11073 土閾器 碗 A2 m 12.4 4 6 4.4 31.0 橙 漏什、礫 舒 略完形

332 S11073 上緬器 碗 A2 m 12.6 5.0 4 2 36,0 にぷい楼 礫 良

333 S11073 J:鉛器 碗 Al 皿 13.0 0.0 5.0 内外：ヘラミガキ にぷい黄緻 湯4f 良

窃 $11073 J：函器 碗 A2 日 13.0 0.0 7.0 にぷい焚ほ 抒
怨 S11073 土晒器 碗 A2 日 13.0 (）．0 6.0 橙 抒
窃 S11073 上繭岱 碗 A2 IIl 13.0 1ヽ.6 5.5 4.0 橙 良

337 SIIOTJ 士的器 篇 A2 Il 14.0 0.0 3.5 橙 苔
怨 S11013 ・上閾召 碗 Al ll 13.8 5A 5.6 1.8 にぶい黄拉 行
⑱ SIIW3 J:llli笞 碗 A2 IT 14.0 0.0 10.0 にぶい投 晋

340 S11073 :I'.llli器 碗 /11 u 14.2 6.0 53 18.0 浅黄橙 禰竹、笈I')．赤色R抒
341 SllrJ73 上師器 碗 A2 II l~.6 5.、I 5.3 JOO 橙 湛ft 抒

342 S11073 t．邸硲 1,I＼色碗 5.2 0.0 にぶい貨橙 溝竹 良 内黒処理

313 S11073 灰釉閲器 碗 14.0 1.5 灰n ややれl 良
釉潤 ：淡緑、薄く均ーに

かかる

叩 Sll073 灰釉淘牲 llll &8 
底 ：切り離し後ケズ＇） 、内底 ，

灰LI 良
釉潤 ＇淡給ぶ6台外麟ま

釉熊し、 =£El}）硲台 でかかる

345 S11003 灰釉囚岱園 7.2 外体 ’釉、 :c:IIH高白 以白 良 釉瀾 鼻 灰I~ （黒色）

346 S11073 須恵器 艮類瓶 灰 I!，1色吹Ill JSl硬
347 S11073 須恵岱 屁頸瓶 以．0 33 口端：面に凹棟 灰 /).¥色1次UI 只硬 「l内 ：［I然値
348 S11073 須恵岱 甕 20.0 3.0 暗灰 白色礫 只硬
349 Sll073 須恵沿 売 28.0 2.9 灰 還硬
350 S11073 :t師器 売 12.0 130 II端 ：内にをき込み にぶい侶 海竹、梁r,; 井 内罰 ：よごれ

351 S11073 土閾閉 甕 13.0 58 にぶい褐 海什 抒
352 SII073 J：師器 亮 8.0 底 ：•阿転糸切り 浅貿橙 良 外 ：簿＜煤付Jl'l
蕊 S11073 上閾器 炎 20.0 2,2 にぶい貿樅 抒
351 S11(!13 ±面器 交 24.0 0,5 浅貨橙 油什 良

璃` S11073 土邸符 鍋 19.0 3,3 橙 海什 良

謡 SK l074 土師器 央 13.3 6.8 10.3 8,0 
LI沿 ：外巻さ込み、 9&．阿転

浅貿橙 海 、赤色粒 'I'.・ 
糸切り

357 SE1075 須恵悩 "tiif 7.0 硲h：貞沿接地 暗灰 只硬
蕊 SE1075 須恵器 打台H 7.2 窃合：外燐接地 灰白 四硬
碑 SEI075 ＊製品 曲物 閥板 、1.、I 13.9 0.5 
360 SE1075 部材 棒 25．ヽI 15 、1.0

361 SE1075 *~品 洲物 よ製 15.1 6.5 6.2 lfl 
362 SE1075 木製品 伺物 未製 16.6 15.5 6.7 
寧 SEI075 木閲品 祠物 未製 16.! 16.5 5.6 
364 Slll075 ＊製品 札 29.1 3.2 0.5 

365 SEI075 祁材 仮 2().8 5.1 0.8 
函 SE1075 部材 板 22.7 8.6 I.I 
367 SE1075 邪材 板 21.5 6.5 I.I 
瑯 SE1075 郎材 l登 12.6 2.9 2．ヽI
碑 SE1076 ..t鉛器 婉 A2 JV 11.0 0.0 3.0 にぶい黄楼 褐仔，魯ii,tt・-｝ 脊
370 SEI076 土緬岱 碗 Al m 11.'I 4.4 3.9 13.4 浅貨橙 礫 杵
371 SEI076 土面沿 碗 A2 m 11.6 ,1.0 3.7 8.5 浅貿橙 湯 良

54 



図版 Iii t 
屈位 植類 器fl! 細分

法凪 「l径 底径 溢茄
残存 漏整 色隅 胎J: 焼成 隕名

香サ 氾揖 分類 艮 幅 11/. 

”p2 SE!Oi6 II小り 土師岱 碗 A2 m 120 4.4 、1.2 10.0 浅貨橙 樋伶賃り` ft-f良

373 SE10i6 II’培 上師器 鋭 A2 

＂ 
12.0 4.6 •1.3 II 0 底 ：I!!)転糸切り餃ナテ’ にぷい黄楼 海竹、 冥f;J: 廿

37,1 SE1076 ..th9器 碗 A2 

＂ 
12 2 1.2 、1.2 20,5 にぷい黄柑 海什、槃母、礫 杵

375 SEI076 士:llilii；； 悦 A2 

＂ 
122 3.6 、12 36,0 にぶい橙 海骨、礫 抒 ；；；形

376 SE1076 ±師岱 這 A2 Ill 122 3B •1.3 祁〇 にぶい松 浪什 抒 光形

371 SEl(li6 上誦僻 碗 A2 m 12．ヽI 4.0 3.6 165 底 ： 回転糸•切り後ケズリ 浅貨侶 行

3i8 Slll/Jl6 上師器 碗 A2 

＂ 
12．ヽI 5.8 、I.I 124 にぷい松 海竹 舒

379 SEl(r,6 -I・9頷笞 碗 Al m 13.0 5.0 、1.2 5.2 にぶい橙 海什 抒

380 SEI(1/6 '1'"'1 J；緬笞 悦 A2 a 1 4，ヽI 6.4 5.1 25.0 にぷい校 漏骨・慕I吐 且

381 SEI076 土師沿 碗 Al 

＂ 
1 4.0 5.2 5.4 36.0 にぶい貨褐 海什 雰阻 良

382 SE1076 土緬笞 悦 A2 u 14 2 91.8 5. 3 310 底 ．囲転糸りJI)後ナデ にぶい樅 i給け 良

383 SE10i6 上緬笞 島色院 Al l 16.0 6.2 62 1.0 底 ．回転糸切り後ケズリ 浅貿楼 海竹・忠Ii.I 抒 内且＼処理

箕 S61076 中附 」：師器 碗 5.8 0.0 にぷい黄楼 海it.四母 怠’’ 

385 SE1076 土鰤硲 黙色碗 5,4 0,0 浅黄橙 海竹 'If・ 内黙処涅

蕊 SE!076 第お層 須恵桜 横瓶 lO．ヽI 20.7 7.0 
外 ：擬格子叩き、内 ：擬格子当

宵灰
雲屈・チャート・

還硬
具、111'/,l;l'l板 /i1色吹出

387 SEl076 r"， 須愁沿 仮 9.0 外 ：ケズリ、内 ：ロクロナデ 灰 這硬

露 SE!On 須恵沿 黒台tf 12.2 82 25 8.7 底 ： ヘラ切り後•I・デ 灰 双硬

汲 SEl077 須恵路 無む杯 12.8 6,4 2.i 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 還硬

沢 SE1077 須恵路 黒令杯 11.8 3.0 昭灰 還硬

391 SEl077 須忠溢 鳥台杯 7.0 底 ：ヘラ切り後・rテ 陪灰 還硬

況氾 SE1077 須思器 無台杯 56 底 ：ヘラ切り後ナデ 賠灰 沼硬 底邪外面掲魯

恋 SE1077 上師沿 甕 18.0 1.8 1ご1端 ：外傾illi 貿褐 海介 n 

況ISKIOSI 木製品 折敷 23.8 7,5 0.7 

3妬 SDI知 t層 須恵岱 “介杯 70 r:S台 ：外端接嬉 灰 還硬

396 SDI083 須恵器 黒介杯 12.0 お．0 灰 豆硬

397 SDJ083 須恵器 焦台＂ 6．ヽI 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 還硬

398 S01083 上師器 碗 Al 

＂ 
12.0 .゚o 4.0 浅貨屈 苔

399 S01083 J.:.層 灰楡困器碗 82 内底 ・外高介：釉 灰白 良 釉製 ：淡粒

,10() S01083 上府 須恵骰 甕 外：擬格子川1さ、内：平fi当具 昭灰 還硬

~OJ SEIC応9 珠洲 匹耳袖t 把手 ：張り付け 灰 焦色吹出 還硬

、l02SEI089 士師器 甕 22.0 ~.o II嬬 ：外傾面 橙 湯竹 良

403 SE1089 ＊製品 曲物 閲板 I 9 7.3 0,、1

•1()j SE!函 邪材 板 1.1 32 1.5 

405 SE1089 祁材 板 113 13 1.2 

406 SE)()9() 木製品 曲物 11!1板 160 22,8 09 兌形

406 SE1090 木製品 曲物 底板 2l.3 21.3 1.3 究形

407 SElO<JO 木製品 由物 底板 匁．3 l7.0 1.5 J(l. 

瑯 SEl(J9() 金属製品 ］）子 12.7 1.6 0.』I 13g 

409 SKI092 部M 板 40.3 273 4.6 3/4 

410 SKI092 部材 板 35.9 33.0 4.5 lilt;え形

411 SK109'2 部材 板 31.0 25.6 5.3 3/'I 

412 SKJ09J 珠洲 甕 19.2 外 ：'I'行n11き、内 ：ナデ・ケズリ 灰l:I 湯竹 還硬

413 SKJ091 第2層 礫 2'1．ヽI 39.7 18.3 

4 14 SKJ091 石製品 石臼 1'1.7 IヽI.I 7.、1

4 15 SE1096 木製品 板 10.7 5.0 1.0 

416 SEI函 木製品 板 11.3 、12 0.5 

,117 SEI面•A 中屈 須忠器 熱台杯 12.0 3.0 灰 /)•1色吹出 還硬

、118SEI097-A 中附 須忠岱 鳥台If• 12.5 7,4 2.9 36,0 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 還硬

419 SEIOO?•A 91堺 須恵器 景白ff 12.l 6,2 3.2 25 5 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 礫 辺姓

420 SEIOO'i・A 須恵岱 黒か11; 12.0 2.9 灰 黒色吹UI 還綬

421 SEl( 7•A 須恵僻 無台杯 12.0 2.8 冑灰 還硬

422 SElWI-A III附 須思器 焦台杯 13.0 7.4 3.2 35.1 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰 湯fl・ 還硬

423 SKI切•B 須恵僻 煕台杯 13.2 84 3.3 -1.6 底 ；ヘラ切り後ナデ 廿灰 礫 還硬

424 SKI叩-B 土緬器 碗 Al 

＂ 
11.6 5 2 4. o 21.0 屈 潟f} やや軟

,125 SKI切？．B 土緬器 碗 A2 

＂ 
ll.6 4,6 4, l 14.3 底 ：糸切り後ナデ にぶい貨橙 訟 ・ 良

91% SKI09i．゚ 土緬器 碗 A2 Ill 11.8 5,2 4.8 15.5 にぶい賞橙 抒

4訂 SKI切7.B 土麺i；； 悦 A2 

＂ 
12.0 50 3.8 4.3 にぶい貿橙 濤ff.然吊 杵

,128 SKI叩．u ・ヒ閾岱 碗 ,¥l m 12.0 4 I 4.3 8.4 浅貨楼 'It・ 
iP9 SK1!111•8 上繭器 碗 Al 

＂ 
12.0 4.6 4.1 3.0 にぷい黄根 濤fi＇・槃阻 良

430 SKI007-B 上絢岱 悦 A2 rn 120 、1,6 4 2 36.0 にぶい黄屈 i算1t・チャート将 略完影 ・表面ほほ囀沼

,131 SKI邸ー。 土帥器 碗 2̂ m 12.0 5,0 4,4 32.5 にぷい黄橙 湯骨 良

<132 SKJ007-B 上師岱 碗 6,、I 0.0 LFL 悔ft • I卜礫 良

9133 SKIOO7•B 土師岱 焦色況 5.0 0.0 浅貿橙 杵 内凩処理

434 SKlOO7.B .,：師溢 碗 /12 I[l 120 4.6 4.2 35.0 浅貿橙 i¥ft.槃母 杵 略完影 ・及面ほぼ剥俗

435 SKlOO1.B 上師岱 碗 Al m 120 52 4.2 20.0 浅質橙 湯 ・雲母 杵

436 SK1007-8 上師器 碗 Al lll 120 5.0 4.3 17.0 にぶい橙 抒

437 SKlr1J1-B l：師紐 惰． A2 日 12.0 4.<1 4,2 l2,0 にぶい橙 娯ゆ 杵

、138SKI卿 ー。 上師沿 碗 Al m 122 5.0 3.9 12.0 浅貿橙 i釦't・唸屈 将

•139 SKI007•B l：師岱 碗 Al JU 12、2 4.、I •IJI 20.0 にぶい黄橙 棗硬

9140 SK1007•B :1••師岱 碗 A2 m 1 2.4 4.2 、1.2 17.5 底 ：糸切り後ケズ') 浅貿屈 漏骨然r,): £↓ 
4ll l SK109'i．B 1．師笞 碗 A2 m 125 5.1 ,1.0 12.0 侶 将

442 SKlflll．り 土緬器 碗 Al m 12.8 5.0 3.8 7.5 にぷい貨橙 包h} 抒

4•13 SKI097-B 土鉦器 碗 1.6 0.0 浅黄橙 湯竹 行

9144 SKIf1J1•B 1:鰤硲 碗 A2 1Il 12.5 /4.2 、1．ヽI 20.0 浅賞橙 チャート 井

4•15 SKI的7.u i：緬笞 椀 Al Ill 12.6 5.（） 1ヽ.0 293 浅贄栢 海竹 且

9146 SKI即．8 t綽硲 椀 A2 皿 13.0 6.0 4 I 5.0 にぶい柑 閃 腎

:147 SK109'1．B 土綽怜 /),I色碗 A2 u 14.0 5.0 <1.8 5.7 にぷい黄楼 海骨 抒 内黒処理

,148 5kl⑭.o 土緬沿 碗 Al 

＂ 
14.0 5.2 5.2 20.0 浅黄ほ 良

Iヽ919SKIOlli-B 上緬器 碗 Al 

＂ 
14,2 5.2 5.1 6,4 にぶい貸橙 俎f} 抒

450 S,!お7.u 上緬器 碗 2̂ ゜
1小2 6.0 5.2 7,0 浅賞橙 湯竹 • 第屈 舒

45 1 SKl廊•B k緬笞 碗 A2 I 16.7 7.0 6.3 21.0 内 ：ヘラミガキ にぶい橙～位 瀑竹・纂I吐 絃" 
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図叡 /ll:l: 
柑位 i直煩 四 細分

法汰 nt洛 底径 器為・
残存 謂粒 色霜 ,h l: 焼成 債考番；；・ 遺構 分頻 fを 幅

＂ 、応2SKIの7-B +．師硲 碗 6.7 0.0 灰I~～浅負‘屈 然fii 礫 抒

1ヽ53SKI邸•8 灰釉囚硲碗 l4.0 2.6 口外・内全：釉 灰白 良

4f;I SKIa.B 土師料 甕 21.0 3.7 口靖：外に肥双 位 礫 評 釉潤： i炎緑

455 SK1097-B 土師硲 甕 61 庇：reJ転糸切り 1らぶい橙 漏骨・礫 弁 外下半・煤

456 SKl('ff/.B 上師悩 央 56 底： r"1転糸切り にぶい位 海竹，礫 芹 外：煤

457 SKlfHI-B 石製品 砥石 9.3 38 4.2 石材

458 SK 1120 -1：師岱 箪 31.0 3.9 杓 礫 良

』159SKll30 木製品 底仮 28.2 8.0 0.6 

460 SE1149 楳岱 椀 14.0 7.8 3.7 3.0 
内開朱沿・外開／！．＼i条に朱
の佼憬

46J SDl321 須忠岱 蘊杯 10.0 1.5 n靖：内傾面 (1引線） 灰（やや1't) 白色礫 還硬

462 SD13'll 上師岱 黒色婉 Al III 12.0 0.0 9.2 I勺：ヘラミガキ 浅貿橙 チャート 内！l＼処理

463 SD!321 土師料 碗 Al 

＂ 
12.0 6.0 43 13.0 浅貨橙 海 t

内外 ：底面を作さ餃熱、

「I緑 ・一部煤

46i SDl321 土師僻 碗 Al 旧 12.0 5,；l 4.1 8.8 体部張る 浅黄橙 礫

465 SOl321 ..tllli岩 碗 A2 m 12.0 5.7 3.9 23.7 浅賞橙 娯1:)e．蝶

466 SDl321 :1：暉岱 碗 A2 IIl l2.2 43 4.1 24.0 浅貿橙 湯竹・怨f吐，顎

467 SDl321 t師硲 碗 Al m 12.4 91.3 3.8 10.0 浅賞柑 栞母・チャート

468 SD!321 +．師笞 碗 Al II 14,0 0.0 6.0 浅賀橙 濤仔．祢色粒

469 SD1321 土師器 甕 16.0 $,0 柑 濤件・赤色粒

470 SD!321 土師岱 甕 16.、1 12．ヽI 橙 湯竹

471 SD1321 :.I:且藉器 甕 5.0 にぷい位 礫 外 ：，次被然

472 SKI．切 須忠答 長矧瓶 20.0 6.0 灰 I'.l色礫 辺硬

473 SK!332 須恵硲 熊台杯 12.0 5.9 灰 .1l!硬
474 SKI却 須恵岱 撫台杯 12.0 4.o 昭Iii. 還硬

475 SE!SOI 木製品 m子 16.6 2,0 0.4 

476 SE150l ＊製品 lil子 29.6 18 0.4 

477 SE1501 部 板 14.2 3.5 0.6 

478 SE1501 祁材 板 16.7 4 6 0.G 

479 SE1501 祁材 1名 243 1.6 0.8 

480 SE!SOJ 祁材 ほ l 4. l 3.0 2.2 

481 SEISOI 部材 惰 16.8 4,8 3.0 

482 SE150I 郎材 惰 15.7 30 2.9 
,183 Si:1501 祁材 帷 33.6 2.4 2.1 

1ヽ&1SE1501 部材 棒 21.8 1.9 1.9 

4邸 SEJ501 祁材 fg 103 5.6 2.5 
、186SE1501 邸材 Ig 8.3 2.8 1.5 

487 SEl50J 祁材 椋 14.0 2,8 2.0 

4総 SEl50l 祁材 板 43.8 7.0 I.s 

給ヽ9SE1501 木製品 曲物 閥仮 7.4 8.0 0.3 

490 SEl501 木畏品 下駄 17.8 12.0 G.2ほぼ完形

919J SKl503 上崩 土緬沿 カワラケ T 12.0 7.0 3.2 6.0 外底： Jヽ ケ状じ具叡 にぷい貿粒 淋竹．gs阻・礫

492 SKJ503 上面 ，，；瀬戸 杏炉 10.0 7.0 4.5 9.8 底：囲転糸切り、脚：貼り付け 灰白 良 袴腰形Wが、釉詞：沿経
493 SKl500 上層 珠洲 播外 24.0 3.0 口靖；やや外傾する面 灰 海1~ ・チャート 四碩

•19'1 SKI匹 上層 珠洲 襦釣 10.0 底： n止糸りJり、gOH一郎渭存灰 湯件・牒 心碩

9195 SKl503 ,・m 珠洲 揺鉢 13.0 底：静JI、'．糸切り、 2'1..に15条 I火・,, 清tt・チャート・
辺耗

卸H 霞

496 SKl503 J:.m 古瀕戸 小嶽 2.8 6.0 外：殿位に筋状骰様 灰白 躾 良
釉潤：淡粒、口燐：袖剥

がれる

497 SK1503 上附 珠洲 艮顎瓶 灰 辺綬

498 SK1503 下府 珠洲 罷 20.0 2.0 灰 礫 這綬

499 SKl503 下駁 珠洲 売 外：平行llllさ 灰 11.I色0）：出 尺硬

500 SK1503 下駁 珠洲 甕 外：平行叩き 賠灰 燭綬

501 SK1503 部材 樋状 ぷ1.5 3.6 0.7 

502 SK1503 部材 ii§ 

503 SK1503 部材 板 9.1 22 0.5 

5().1 SKl503 上面 石製品 砥石 7.2 2.7 2.0 灰1'.1（オリープ） 6材笥・,ti

505 SE2258 部14 棒 15.2 3.4 3.1 

506 SKl532 珠洲 慣鉢 28.0 2.5 11:内傾する,iii 青灰 潟仔．牒 辺硬

釦 SK1533 j：師開 碗 A2 m 0,0 6,0 内：ヘラミガキ 賞In 褐骨・十ャート・長li良

508 SK1533 木製品 1U1物 iIll板 2.7 7.8 0.3 

509 SK1533 祁材 1冷l 112 5.8 0,9 

510 SKl533 祁材 俸 112 3.4 25 

511 SKl557 漆硲 皿 9.6 6.6 I 7 I/3 

512 SKl561 ＊製品 折敷 底板 30.0 95 0.2 

513 SKIお1 木製品 曲物 底板 37.J 97 1.1 
51ヽISK1561 木製品 折敷 底板 30.0 14,5 0.2 

515 SK1561 木製品 杓了・ 21.9 7.5 0.6 

516 SEI知 珠洲 甕 外 ：平ti叩き 灰 黒色・）:IlI 還硬

517 SE1561 木饗品 曲物 底板 18.3 5.1 LO 

518 SEIお9 部材 悴 35.1 8.4 8.2 

519 SE1576 粁磁 碗 1 6.4 52 6.7 9.2 内社面：文様 明灰 密 且ダ／•
釉調：明象幻天、内：漆

様付沿物

520 SE15i6 須忠岱 Ji頸瓶 18.0 2.3 灰 里色1次Ill 還硬

521 sm576 漆器 椀 6.8 底部

522 SElo/6 木製品 16.3 3.9 2.1 

523 SK1595 珠洲 甕 •16.0 1.9 外：平行川Iき 灰白 湯廿 辺硬 外体：煤、1•1ilii ・外n ：漆

5切 SEloo.3 珠洲 揖鉢 230 2i 閣仄 巾探 遠硬
内 亀裂・渕離多い（焼

成時）

恋 SE1603 it岱 紺 15.0 8.6 4,0 

幽 SE1603 祁材 板 19.4 10.5 l'1 
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図版 III上
hift U類 溢U 網分

法祉 口径 底径 器店
残仔 潤整 色躙 胎J: 焼成 帽考

番サ 遺構 分類 艮 幅

” 拉7SE1603 木製品 曲物 隅Iii 6.3 10.8 0.4極一部

528 SE1603 部材 依 15.5 2, 2 2, 1 

529 SEl臨 部材 II< 101.5 5.1 2.3 

530 SElG03 部材 棒 86.7 60 59 

531 SE1603 郎け I脊 40.4 53 50 

お2SEJ603 部材 棒 28.7 3.8 3.7 

533 S~l603 部材 怜 18.-1 65 6.1 

5-1-1 SEl603 部材 榛 33.8 、1,91 4,3 

535 SE1618 漆岱 椀 15.6 8,6 5.2 江

536 SKl625 木雙，::, 曲物 底板 92 92 0.6 

537 SKI四 l:.削 須慰沿 黒台杯 62 底： liil転糸切り 灰 蝶 還硬

538 SKl628 上層 土鉗沿 碗 A2 m 12.0 0.0 38 屈 精良 Ii 

539 SKI幽 褐灰層 -l：釦器 碗 Al 
＂ 
11.8 •1.6 ~.5 21.0 にぷい橙 潟令 且

5'10 SK!G:冷 褐灰層 土師器 碗 Al 田 II.8 4.8 4.2 36.0 にぶい橙 濤令・礫・長石 良 完形

5'11 SKI磁 Ill灰層 士師径 碗 Al IU 12.0 50 ~.2 7,8 にぶい橙 海什・雰殿・石英 抒 内外：一次焼成

542 SK!628 褐灰層 t師岱 碗 Al 田 12.0 、1.8 39 32.2 屈 爆什礫・丞駐 良 完形

5'13 SKl628 上．削 土師料 碗 Al Ill 12.2 4.0 4.7 25.8 にぶい橙 濤什 ・雲母 贄 略完形

514 SK1628 中所 ..t師岱 碗 Al ru 12.2 46 4 2 3'15 にぶい黄橙 渾仔．然母 R 完影

1;15 SKl62芍 上層 土師岱 碗 Al 
＂ 
12.2 5.4 4.2 25.5 橙 礫 良 略完影

&16 SKl628 上恩 須恵器 践
頻．r,J:i皮状文、外I/Ji:ロクロ

灰白 白色媒 辺硬 TK23~MT15まで下らずケズリ、内n・外Ir/:日然釉

!;17 SK16お I;府 須恵岱 横瓶 l0.4 16.0 外：擬格子叩き、,,.,同心Pl当具 冑灰 還硬

548 SK16お 上陪 須恵僻 売 外n：波状文2段 灰 礫 還硬

S,19 SE1638 土t戟9 碗 A2 m 12.0 0.0 4 0 ほ 不fl

550 SE1638 土師笞 碗 2̂ n 14.0 0.0 5、0 橙 滋1t・fャート覆良

561 SE1638 M．師岱 黒色碗 3.80.0 浅黄橙 礫 -tt・ 内黒処理

552 SEJ638 珠洲 壷 10.8 外：ケズリ ,ff灰 還硬

553 SE1639 須恵岱 杯溢 外天 ：ロクロケズリ 灰 還硬

お4SE1639 土的器 碗 Al m 120 o.o 5.0 浅貿樅 抒

555 SE1639 j.1i1i岱 碗 A2 I 15.0 0.0 5.0 浅黄位 良 外： 一次焼成

睾 SEl639 土鉦笞 碗 4.80.0 にぶい貿橙 湯仔・チャート良

557 SE1639 灰釉陶苔 1111 8.0 -B}•I応白 灰1'.I 良

蕊 SEl639 須恵器 売
外＇擬格子 1111き，カキメ．Iり1司

灰 還硬
心円当具

翁 SKl&l7 上層 須恵沿 焦白杯 12.0 3,0 陪灰 辺硬

勁 SKIい7 1-．層 _t緬沿 碗 Al Ill 12.0 0.0 1.8 柑 抒

561 SK16'l7 土緬器 碗 、1.、I 0.0 にぶい慌 チャート 粋

睾 SKl&l7 上府 土釦溢 島色碗 5.8 0.0 浅貨楼 良 I人県1処理

563 SKl647 l:麺器 碗 5.0 0.0 浅黄位 良

邸ISK16n 闊褐色 須恵岱 無台杯 12.0 1.5 灰Fl 還硬

565 SKl6n 閑褐色 須恵岱 無白杯 12.0 1.6 灰 塁硬

函 SK167i 上紺沿 碗 Al III 12.0 U 4.0 6.0 浅賞位 娯は • チャート将

567 SK1G77 土紺岱 碗 Ill 
＂ 
12.2 ,1.6 4.2 1.2 位 槃址礫 舒

翁 SKl6i7 土糾岱 碗 Ill m 12.6 Iヽ.8 4.4 29.0 橙 限 惰 略完形

569 SKl677 土師路 碗 Al m 12.4 5.5 4.2 31.0 橙 朔 将 略完形

570 SKl677 J:r.ili笞 碗 01 rn J 2.』1 、18 4 5 引3 投 媒 抒
略完診二次焼成、Iご1椋：
煤、内庇祖i中央に窪み

571 SK1677 土師牲 碗 Al 田 12.8 55 39 4.3 貨杖 霞 抒 略‘え形

572 SKl677 J:師岱 碗 Al 田 12.8 1ヽ.7 4,6 17.0 浅賀橙 礫 抒

573 SK1677 土師笞 碗 Al m 13.0 0.0 5.0 にぶい貨1l! 湛什 ・艮石 行 次焼成・外底面剥鰈

57~ SK!677 士師笞 黒色碗 A2 a 14.o 5.8 4.9 14.5 内：ヘラミガキ 浅黄橙 雰fi 良 内i¥＼処珂

575 SKl677 土師笞 碗 91.80.0 浅貨霰 亮 抒

576 SKI677 土箇笞 碗 5.4 0.0 浅黄霰 濠什 ．槃母 杵

5カ SKI677 土師笞 碗 Al 54 0.0 浅黄橙 雰母 弁

578 SKI6n 須恵沿 売 外：擬格子1111さ、I勺：同・(.、Fl当具灰 白色粒 只硬

579 SK1677 須忠召 甕 外：平行1111さ、内：Iul心Pl当共灰 還硬

560 SK1677 上師器 甕 10.0 浅黄橙 礫 苦

581 SK16花 須忠器 景t.111: 13,0 3,5 灰 礫 這硬 外 '..:次焼成

582 SKl678 籾l層 須恵笞 景台．＂： 14.0 3.0 灰 還硬

睾 SK1678 須恵器 燕台ff: 7.4 底：ヘラ切り後1•デ 灰 還北やや款買

匈 SK1678 土緬硲 碗 A2 ＂ 120 5.0 4.0 3.5 
にぷいIt 海骨 苔

岱5SK1678 土師溢 碗 A2 Ill 120 5.0 3.9 65 にぶい貿橙 梨屈 粁

586 SK1678 土邸器 /,1.¥色婉 4-4 0.0 にぶい黄橙 棋栂 粁 内隕処理

587 $Kl6i8 上師溢 碗 4.4 0.0 にぶい貨橙 亮 苦

蕊 SKl6i8 上師岱 碗 6.0 0.0 にぷい橙 ~!rJ 背

589 SKl678 :I:師器 黙色イi台1l1t 内：ヘラミ ifキ 浅黄橙 讚 舒 内県処理

釦 SK!678 第1騎 灰釉囚岱 Ill &O -11月店白 灰 良

591 SK1679 須斑笞． 黒台杯 12.4 10.0 行灰 U色粒 還硬

592 SKl679 :1：師岱 碗 Al ＂ 11.6 
5.0 、1.4 45 浅黄投 海ft.礫 抒

593 SK1679 土師僻 院 Al m 12.6 5.0 4.0 35 にぶい黄ほ 刊 内： 次焼成

釦 $Kl679 須忠器 /i台鉢 27.0 3.6 灰 礫・白色粒 還硬

595 SK 1679 上師笞 亮 D 16.0 5.0 にぶい貨橙 1·•\· ート 虹" 

596 SK2255 須思怜 盗杯 14.0 5.5 
口端．尖’)奴昧、口内 ；iffi.受 灰
部 ，斜上方

，， 還硬

597 SK2255 土鰤笞 碗 Al W 11.0 0.0 125 橙 良

598 SK2'l55 ヒ範沿 碗 Al II' 11.0 0.0 2.5 浅黄樗 媒母・・1・ャート良

599 SK2255 土釦ね 碗 /12 m 12.0 58 ~-0 l52 浅黄橙 海1'l．兵＂ 良

ooo SK2255 上緬器 碗 /11 m 12.0 5.913 9 5.8 浅黄位 集灼・チャート良

鉛ISKl709 漆；；； 椀 10.0 l/36 黒漆1こ朱の伐様

602 SKl709 都け 板 6.4 3.2 0.6 

603 SKJi09 部材 板 10.6 2.9 0.5 

邸 SKl709 部材 I哀 19.8 26 17 
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層位 植類 器I貞 細分

法泣 n往 底1租 器応
残存 綱整 色鋼 胎土 焼成 偏芳滸号 遺1鼻 分類 托 輻 iり

605 SKJ709 木閃品 笞 20.7 0.6 06 元形
606 SK1709 木聾，甘， 笞 20.0 0.7 0.4 9る形

即 SKl709 木製品 笞 19.5 0.6 0.4 は19・え影

608 SKl709 木製品 存 1 4.8 O.i 0.6 加
609 SKl709 木製品 3 1 4. I 0.7 0.6 U3 
610 SKl709 木製品 箸 11.3 0.5 0.4 “: 
611 SK1709 木製品 冴 8.6 0.5 0.4 1/J 
612 SKl709 ＊製品 符 7.8 ().7 O.'I l(J 

613 SEl711 t餐硲 椀 J5.o 8.0 7.8 ほぼ；；；形 内関・外憫模様イiり
614 SK!729 珠洲 揖鉢 29.0 3.2 幅 J皿に14条卸n 昭灰 海骨 還硬 LI：ゆがみあり(iJ:1I?) 
615 SK!n2 祁材 榛 ,16.3 6,6 5.2 
616 SEl772 木製品 折敷 底板 27.3 6.6 5.2 
617 SE1801 木製品 匙 11.0 6.5 1.8 
618 SEl801 ＊製品 Ill板 298 18.4 0.5 完形
6l9 SKl&I』1第2附 汗磁 碗 5.0 内iiroilii：花文様 灰白 且 釉瀾：浪緑

620 SKI訊•I 第2Ril?f磁 碗 7.2 灰白 良 釉虞 ：浪紐

621 SK1844 漆器 椀 8.0 4.6 2.1 2136 黒漆に朱の模様

四 SK1844 木製品 曲物 底板 7.8 3.0 0.5 
623 SKl&M 漆器 椀 1 9.4 8.4 6.0 叩6 俣様4iり
624 SI(1&M 木製品 板 15.4 2,2 0.2 
625 SK2109 床I; i'f磁 骸 5,8 Iり'~;・¥t花文様 灰白 良

626 SK2163 漆沿 椀 •1.6 
627 SK2l63 木製品 阪杓0（- 21.8 8.0 0.8 
628 SK2163 木製品 折敷 底板 22.6 9.7 0.7 

6~ SK2167 粁磁 稜化J1l 13.2 58 2.9 19.1 
内底 ：釉碍ぎ取りぶ］白端i!il:

灰[I 良 釉週 ：IJJ緑
釉nljる

630 SK2172 ＊製品 IIh物 鰐板 1.2 20,2 0.1 

63l SK2222 珠洲 令ヽ'9" 9 9,0 
底：静Jl．糸切り．外体・ロクロ 灰 場什 ．｝l1色吹

口碩
ケズリ ili 

632 SK2237 木製品 1111物 底板 19.0 17.7 1.3Ill訪光形
633 SK2237 木製品 杭 32.8 3.3 3.6 
邸ISK2238 珠洲 揖鉢 31.0 3.5 公に10条輝H 灰 i箪竹’ 只＇硬

635 SP2239 珠洲 慣鉢 お．0 1.7 u端 ：波状文 灰 還硬 1-1鴻 ：面の剥霞l'iしい
636 灰釉凶益 1111 15.0 35 ハケ姐り 灰白 密 遥硬 ¢凪l：灰n色、光ヶJiI号懇式
637 須恵器 盗n: 12.0 5.0 1こ1内にlhi 19Jft灰 精R・奇•'-1色吹IU 還硬
638 須恵器 最杯 12.0 0.9 青灰 還硬

639 須恵吝 必打： 12.0 30 l9)fi灰 遥硯

6<10 須恵若 杯蓋 18.8 33 1ヽ.9
つまみ：擬宝珠、カエリ ：小、

灰白 /!.¥色吹Ill・礫 還硬
外天：ロクロケズリ

&II 須恵杏 黒台杯 12．ヽI 7.4 3.1 11.6 底 ：ヘラ切り後ナデ it灰 黙色吹tlI 只硯

642 須恵器 黒f汁f• 11.8 7,2 3.1 •1,0 底 ：ヘラ切り後・J-デ WI及 r•I色礫 四硬

6'13 須忠苫 景介杯 13.0 15.0 底 ：ヘラ切り後ナデ 灰i'.I 白色礫 憑硬

6M 須恵器 鳥介杯 13.,1 8.6 30 22,4 駁 ：ヘラ切り後.,.デ 灰白 精良 匁硬

“5 -I-．緬笞 碗 Al 

＂ 
14.0 0.0 5,0 浅黄E 良

6'16 J．．緬鉛 碗 A2 m M.O 0.0 5.2 浅黄橙 油竹 ・雰Ki 良．
&17 灰釉淘溢碗 12.0 1.6 Jfi.ロ 良 釉閲：淡緑

&18 灰釉附溢碗 13.0 4．ヽI 灰 良 釉閥：無色

&19 灰釉淘岱碗 13.0 2.6 灰EI 密 良 釉綱：薄い褐灰色

650 灰釉陶岱碗 M.O 2.6 灰褐 l’i 禎潤：淡給

651 灰釉泊岱碗 16.0 3.0 ッケガケ 灰白 密 良好
釉謂：薄い緑灰色 ・釉

は極簿い

臨 灰釉淘1- lill 1,1.0 2,6 灰 良 檎潤：焦色

653 灰釉焙器 Jill 14.0 23 灰Cl 良
紬瞑：無色、637と胎土・
調笠類似

駁 灰釉淘岱 1111 H.O 1.8 灰白 良 釉濶：淡緑

臨 灰釉淘z; 1111 14.0 0.3 灰n 良 釉潤：淡給

656 灰釉陽送 lll1 15.0 2.7 灰白 良 釉贋：無色

657 灰釉淘岱 Jill 18.0 2.2 灰 良 釉露：景色

臨 灰釉淘岱碗 7,0 外体：釉 灰 R 釉潟：黒色

姻 灰釉困む碗 8,0 こ..[l}J高白・内底．薄く釉 灰白 且 釉潤：淡紐

660 灰釉淘凸皿 6、4 内底：薄＜ ・郎釉 灰Cl 密 良 釉関：褐灰色

661 灰釉潟沿 nn 6,0 外体：ロクロケズリ、 灰自 良 釉講：淡緑

662 灰釉陽岱 II 8,0 三[IH応台 灰白 良
釉閥：緑、内底iiiilこ重
ね焼さ痕

知 灰釉潟笞圃 7.8 -lIHぶ台 灰白 良 釉濶；薄緑

給1 灰釉囚召 耳Jill 46 底 ．lill転糸切り 灰白 Iし 釉隅：薄紐

665 灰釉陶岱 艮苅瓶 乳白 良 釉潤：淡様

666 灰釉内甜 短fJI壷 12.0 1.0 灰 良 釉潤：淡緑

667 灰釉隋笞濯 灰白 良 釉潤：i炎緑
臨 灰釉困苔瓶 外 ：ロク Uケズリ 灰I'I 且 釉潤：淡緑

669 灰釉陶岱溢 9.0 
外 ．ロクロナデ、外底：ロクロ

灰1'1 良 釉潤 ：緑
ケズリ

670 灰釉悶各磁 9.0 外 ：ロクロケズリ 灰白 良 釉閥；緑

671 1W磁 碗 5.0 
内底：；；（花文様、/,'lj白 ：釉ケズ

灰t'I 良 釉瀾 ’緑,, 
672 石器 111斧 9.1 5.8 2.8 絃灰

673 上師器 皿 6.8 底 ：l991転糸り）り 浅黄楼 !i石 良 内hも面にコゲ少屈付i(f
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SB1・P1 

1 10YR311黒褐色シルト

2.5Y6/3にぶい黄色シルト（炭化物少量含む）
2 10YR4/1褐灰色シルト

3 10YR4/1褐灰色シルト． 2.5Y7/2灰黄色シルト

4 10YR3/1黒褐色粘土， 2.5Y712灰黄色シルト

5 10YR511褐灰色シルト

゜

E2 

SB1-P3 

1 10YR2/3黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YR3/1黒褐色シルト

3 10YR4/1褐灰色シルト
4 10YR2/2黒褐色シルト（炭化物少量含む）

5 10YR2/1黒色土（炭化物少量含む）

6 2.5Y7/4浅黄色シルト． 10YR2/1黒色土

7 7.5Y612灰オリープ色土

SB1-P4 

1 10YR2/3黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YR2/2黒褐色シルト（地山土少量含む）
3 10YR3/1黒褐色シルト

4 10YR4/1褐灰色シルト
5 10YR4/1褐灰色シルト（炭化物少量含む）

菩 4

-SB1-P2 

1 10YR2/2黒渇色シルト
2 10YR411褐灰色シルト

3 10YR3/2暗褐色シルト

4 2.5Y8/3淡黄色シルト

5 10YR2/2黒褐色シルト（炭化物少量含む）
6 5Y7/2灰白色シルト

7 2.5Y6/3にぷい黄色シルト

4
 

卜レシ色

ト

ト

灰
ル
褐

ト

シ

シ

ト

ご
暉
5
虹
乃
い

笠
丑
心

31
物

3
1
土
3
1
4
1
物

函
臼
靡

□5
B
 
S

1

2

3

4

 

l

辻
口
疇
ーー3
 

毯

巴5

巴4̀

｀`ー
~ 1 

巴0
2
 

ご

SB1-P15 

1 10YR2/1黒褐色土｀
10YR7/4にぶい黄橙色シルトプロック

2 2.5Y7/2灰黄色粘質シルト
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3 10YR3/2暗褐色粘質シルト
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SB1・P12 
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1 10YR3/1黒褐色シルト

2 10YR2/1黒色粘質シルト

3 10YR4/1褐灰色シルト，

2.5Y7/3浅黄色シルト
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1 10YR3/1黒褐色粘質シルト
2 10YR4/2灰黄褐色シルト

3 10YA3/1黒褐色シルト
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1 10YR3/1黒褐色シルト

2 10YR2/1黒色土

3 5Y6/2灰オリーブ色粘質シルト

4 10YR4/2灰黄褐色シルト．
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1 10YR3/1黒褐色粘質シルト（炭化物極少
2 10YR2/1黒色粘質シルト
3 10YR3/1黒褐色粘質シルト，2.5Y6/3鈍い黄色粘質シルトプロック
4 7.SGY明緑灰色粘質シルト
5 10YR2/1黒色粘質シルト
6 10YR2/3黒褐色粘質シルト，2.SY613鈍い黄色粘質シルトブロック
7 10YR2/2黒褐色粘質シルト
8 10YR1.7/1黒色土 （黒色の植物質繊維から成る）
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1 10YR2/2黒褐色粘質シルト（炭化物少量、地山ブロック少量）
2 10YR3/1黒褐色粘質シルト
3 10YR2/1黒色粘質土 （上面に炭化物少量）
4 10YR3/2黒褐色粘質シルト
5 10YR4/1褐灰色粘土（地山プロック少量）
6 N3l0暗灰色シル ト
7 N2/0黒色砂質シルト（炭化物含む）
8 N3/0暗灰色粘質シルト
9 N1,5/0黒色砂質シルト （炭化物含む）
10 7.SGY411暗緑灰色粘質シルト
11 SGYS/1オリープ灰色粘質シルト
12 7,SY311オりーブ黒色シルト
13 10YR2/1黒色粘質シルト
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3 7.5YR3/1黒褐色粘質シルト｀2.5Y7/4（地山ブロック少量）

4 7.5YR2/1黒色粘質シルト（炭化物少量含む）
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2 10YR2/2黒褐色粘質シルト，10YR3/3暗褐色粘質シルト
3 10YR2/1黒色粘質シルト
4 2.5Y6/3鈍い黄色粘質シルト
5 2.5R2/1黒色粘質シルト
6 10YR2/2黒褐色粘質シルト（腐食植物繊維多く含む）
7 10YR2/1黒褐色粘質シルト（腐食植物繊維多く含む）
8 10YR2/1黒色粘質シルト（腐食植物紘雑少量含む）
9 炭化物眉
10 10YR2/2黒褐色粘質シルト （腐食植物繊雑多く含む）
11 10YR3/1黒褐色粘質シルト （腐食植物繊維多く含む）
12 10YR2/2黒褐色粘質シルト（腐食植物繊雑多く含む）
13 10YR3/1黒褐色粘質シルト（腐食植物繊維含む）
14 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト（植物絨雑含む）
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4 10YR3/1黒褐色粘質シルト （炭化物少量含む）

5 10YR4l2灰黄褐色粘質シルト

6 5YR6碑オリーブ色粘質シルト
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3 10YR2/1黒色粘質シルト

4 10YR1.7/1黒色粘質シルト
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1 10YR211黒色粘質シルト（しまり強い，炭化物含む）

2 10YR1.7/1黒色粘質シルト （炭化物少量含む）

3 10YR1.7/1黒色粘質シルト、2.5Y6/3鈍い黄色粘質シルト

4 N2/0黒色粘質シル ト
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1 10YA3/1黒褐色粘質シルト（炭化物含む）

2 N1.5/0黒色シルト （炭化物含む）

3 N2/0黒色シルト（炭化物シルト）．

10YR1.7/1黒色粘質シルト

4 10YR2/2黒褐色粘質シルト

5 10YR1.7/1黒色粘質シルト

6 10YR3/1黒褐色粘質シルト

7 10YA4/1褐灰色粘質シルト

8 10YR2/1黒色粘質シルト（腐食植物紘雑）

9 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト

10 N3/0暗灰色粘質シルト
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1 10YR4/1褐灰色粘質シルト，10YR7/3にぶい黄橙色シルト

2 10YR3/1黒褐色粘質シルト，10YR7/3にぶい黄橙色シルト

3 10YR5/3にぷい黄褐色粘質シルト

4 10YR3/1黒褐色粘質シルト

5 10YR6/3にぷい黄橙色シルト．10YR5/1褐灰色シルト
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5 10YR3/1黒褐色粘質シルト

6 10YR3/1黒褐色粘質シルト,10YR6/4にぷい黄橙色シルトプロック

7 10YR3/1黒褐色粘質シルト．10YR6/4にぶい黄橙色シルトブロック

8 10YR3/1黒褐色粘質シルト （炭化物含む）

9 N4/0灰色粘質シル ト （攪乱）

10 5Y4/1灰色粘質シルト

11 10YR3/1黒褐色粘質シルト

12 10YR3/1黒褐色粘質シルト

13 10YR4/1褐灰色粘質シルト（地山小プロック．炭化物少量含む）

2 4 

8‘ 

し）

Z
L
 

E
O
Oe
.az 

゜

SP102 

1 10YR3/1黒褐色粘質シルト（炭化物少量含む）

2 2.5Y713浅黄色粘質シルト

3 10YR2/1黒色粘質シルト

4 10YR1.7/1厖色粘質シル ト （腐食植物繊維含む）

5 10YR3/1黒褐色粘質シル ト （地山ブロック少量含む）
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SK505 

1 10YR4l1褐灰色シルト

2 10YR4l1褐灰色シル ト，10YR7/4にぶい黄橙色シルト

3 10YR4/1褐灰色シルト，10YR7/4にぷい黄橙色シルトブロック少量

4 10YR5l1褐灰色シルト（炭化物少量含む）

5 10YR3/1黒褐色粘質

6 2.5Y4/1黄灰色粘質シルト

7 10YR7l4にぶい黄橙色シルト，10YR4l2灰黄褐色シルトプロック

8 10YR3/1黒褐色粘質シルト（地山小プロック少量含む）

9 10YR4/1渇灰色シルト，10YR6l2灰黄褐色シルト

10 10YR4/1褐灰色粘質シルト，10YR3/1黒褐色粘質シルトブロック

11 10YR511褐灰色シルト，5BG6/1青灰色シルト

12 10YR4l1褐灰色粘質シルト，5BG6/1胄灰色シルト少量

13 10YR4/1褐灰色粘質シルト，5BG6/1青灰色シルト

14 10YR3l1黒渇色粘質シルト

15 10YR3/1黒褐色粘質シルト，10YR7/3にぶい黄橙色シルト
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SE605 

1 10YR3/1黒褐色粘質シルト

2 10YR1.711黒色粘質シルト

3 10YR2/2黒褐色粘賃シルト

4 10YR7/2にぷい黄橙色シルト

5 10YR1.711黒色腐食植物絨雑

6 10YR4/1褐灰色粘質シルト

SE606 

1 10YR3/1黒褐色粘質シルト

2 10YR2/1黒色粘質シルト

3 10YR2/2黒色粘質シルト

4 10YR4/1褐灰色粘質シルト

22.200m 

2m 

1:40 
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SE609 

1 10YA312霊褐色シルト

2 10YA3/1黒褐色粘質シルト

3 10YR3/1黒褐色シルト

4 10YA3/1黒褐色朽賃シルト

5 2.5Y6J2灰黄色シルト

6 10YA2/1黒色粘質シル ト

7 10YA511褐灰色粘質シルト

8 10YR4/1褐灰色シルト

9 5Y6J1灰色砂質シルト

10 10YA5/1褐灰色シル ト

11 10YA4/1褐灰色粘質シルト

12 N4/0灰色粘質シルト
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SE1092 

1 10YR2/2鳳褐色粘賃シルト

2 10YR3/1黒褐色粘質シルト．

10YR7/4にぷい黄橙色シル トブロック少量

10YR2/1鳳色粘質シルト

N1.5/0鳳色炭化物
腐食植物繊維層（冨）

N4/0灰色粘質シルト

10YR3/2罵褐色シルト

5GYS/1オリーブ灰色粘質シルト

N4/0灰色粘質シルト，

5GYS/9オリープ灰色粘質シルト

10 7.5GY6/1繰灰色粘土

11腐食樋物繊雑層 （冨）

12 10GY6/1緑灰色粘質シルト
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SK614 

1 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YA211黒色シルト（炭化物多く含む）

3 10YA1.711鼠色シルト（炭化物多く含む）

4 10YR3/1黒褐色シルト．地山Ilヽ プロカ少量

5 10YRS/1褐灰色シルト

6 10YA411褐灰色シルト（炭化物少量含む）

7 2.5Y5/1黄灰色シルト

SK722 

ヽ

22.500m 
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SE873 • SE875 
1 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YR3/1黒褐色シルト

3 10VR2/2黒褐色シル ト．10VR614にぷい黄橙色シルトプロック

4 10VR2/1黒色シルト

5 N2/0黒色植物質炭化物

6 10VR411褐灰色シルト（炭化物含む）

7 10YR2/2黒褐色シルト

8 10YR212黒褐色シルト

9 10YR311黒褐色シルト

10 10YR1.711黒色シル ト

SE1028 

▼ 

SK896 

1 10YR3/1黒褐色シルト（小炭化物含む）

2 10YR3/1黒褐色シルト（小炭化物含む）， 10YR6/4にぷい黄橙色シルトプロック

3 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物多く含む）

4 10YR6/4にぶい黄橙色シルトブロック 1`0YR4/1褐灰色シルト

5 10YR4/1褐灰色シルト

6 10YR1.7/1黒色腐食植物繊維

7 10YR5/1褐灰色シルト

8 10GY6/1緑灰色砂質シルト

9 N2/0黒色植物質炭化物

22.500m 

—22.500m 

謬

SE1028 

1 10YA2/2黒褐色シルト

2 10YR2/1黒色シルト （炭化物少量含む）

3 10YR3/2黒褐色粘質シルト

4 10YR1.7/1黒色シルト

5 10YA3/1黒褐色シルト

6 7.5Y6/2灰オリーブ色シルト

7 2.5Y2/1黒色シルト （炭化物少量含む）

8 10YR3/1焦褐色シルト

9 10YR1.7l1黒色シルト （炭化物含む）

10 7.5Y613オリーブ黄色シルト

11 1 OYR1.7/1黒色シルト
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SE1052 

1 10YR4/2灰黄褐色シルト （炭化物少量含む）

2 10YR3/1黒褐色粘質シルト（炭化物少量含む）

3 10YR2/1黒色粘質シルト

4 10YR4/1褐灰色粘質シルト

5 10YR5/6黄褐色砂

6 2.SY2/1黒色シルト

7 2.SY3/1黒褐色シルト

8 2.5Y4/1黄灰色砂

9 2.5Y2/1瓜色粘質シルト

10 5Y3/1オリープ黒色粘質シルト
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SK1070 

1 10YR1.7/1黒色シルト

2 N1.5/0黒色シルト

3 N1.5/0黒色シルト｀ 7.5Y5/2灰オリープ色シルトブロック

4 N2/0黒色シルト

5 10YA3/1黒褐色シルト

6 10YR211黒色シル ト

7 N1.5/0黒色シル ト（炭化物多く含む）

8 10YA3/2黒褐色シルト

9 2.5Y4/1黄灰色シルト

6
 
7
 函゚し

SE1076 

1 2.5Y7/3浅黄色シルト

2 2.5Y4/1黄灰色シル ト

3 2.5Y6/2灰黄色砂質シルト

4 2.5Y6/1黄灰色砂質シルト

5 10YR4/1褐灰色シルト

6 2.5Y6/6明黄褐色シルト

7 10YR3l1駄褐色シルト （砂粒多く含む）

8 10YR4l1褐灰色シルト（砂粒含む）

9 10YR3/1黒褐色シルト

10 10YR4/1褐灰色シルト（炭化物含む）

11 10YR3/1黒．訳こン1しト

12 10YR5/6黄渇色シルト

13 10YR4/1褐灰色シルト

14 10YR4/1褐灰色シルト

15 10YR5/6黄褐色シルト

16 10YR4/1褐灰色シルト

17 2.5Y7/痺黄色シルト

18 10GY5/1緑灰色砂質シルト，

5BG7/1明膏灰色シルト小プロック

19 N4/0灰色シルト

SK1070 • SE1071 • SE1074 • SE1075 • SE1076 
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SE1071 

1 10YR3/2黒褐色シルト（浅黄色シルトプロック．炭化物含む）

2 10YR3/1黒褐色シルト （炭化物多く含む）

3 10YR2/1黒色シルト（炭化物多く含む）

4 10YR3/1黒褐色シルト （炭化物含む）

5 2.5Y3/2黒褐色シルト（炭化物多く含む）

6 2.5Y3/1黒褐色シルト （炭化物多く含む）

7 N2/0黒色シルト（腐食植物貿繊維多く含む）

8 10YR2/1黒色シルト

9 10YR411渇灰色シルト

10 2.5Y2/1黒色シル ト

11 2.5Y5/1黄灰色シルト

12 N2/0黒色シルト（炭化植物紘維多く含む）

13 5Y2/1黒色シルト

SE1075 

1 10YR磁黒褐色シルト

2 10YR4/1褐灰色シルト

3 10YR1.7/1黒色シルト

4 10YR211黒色シルト

5 5GY6l1オリーブ灰色シル ト
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1 10YR2/2黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YR3l1黒褐色シルト

3 N3/0暗灰色シルト

4 N210黛色シルト（炭化物多く含む）

5 10YR4/2灰黄褐色シルト

6 2 5Y6/3にぶい黄色シルト

7 2.5Y6/4にぶい黄色シルト

2 11 2 ___!!:__22.soom 8 10YR3/1黒褐色シルト

9 10YA3/2黒褐色シルト

10 2 5Y5/2暗灰黄色シルト

11 SYS/1灰色シルト． 10YR4/1褐灰色シルト

12 10YR3/1黒褐色シルト

13 10YR2/2黒褐色シルト

14 10YR4/2灰黄褐色シルト

15 10YA1.7/1黒色シルト

16 2.5Y6/3にぶい黄色シルト

17 2 5Y4/1黄灰色シルト

18 10YR1 7/1黒色シルト

19 10YR4/1褐灰色シルト

20 10YA313黒褐色シルト

21 2.5Y6/2灰黄色シルト

22 10YA3/2黒褐色シルト （炭化物少量含む）

23 10YR4/2灰黄褐色シルト

24 10YR411褐灰色シルト

25 2.5Y3/1黒褐色シルト

26 2.5Y5/1暗灰黄色シルト

27 5Y3/1オリープ黒色シルト
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SK1091 

1 10YR3/1黒褐色シル ト（炭化物少量含む）

2 10YR3/1黒渇色シル ト， 2.5Y7/2灰黄色シルト（斑状）

3 10YR4/1褐灰色シルト

4 N3/0暗灰色シルト

5 5Y6l2灰オリープ色シルト

6 10YR6/1褐灰色シルト

7 N4/0灰色シルト

SE1089 

1 2.5Y7/3浅黄色シルト

2 10YR3/1黒褐色シル ト（炭化物少量含む）

3 10YR3/2黒褐色シルト （炭化物少量含む）

4 N2/0黒色シルト （腐蝕植物繊維多く含む）

5 10YR3/2黒褐色シルト （炭化物含む）

6 10YR2/1黒色シルト

7 2.5Y7/2灰黄色シルト

8 2.5Y2/1黒色シルト（炭化物含む）

9 10Y3/1黒褐色シルト

10 10YR4/1褐灰色シルト

11 N1.5/0黒色シルト（腐蝕植物繊維含む）

12 2.5Y3/1黒喝色シルト

13 10YR3/1黒褐色シルト（腐蝕植物繊維含む）

14 7.5Y2/1黒色シルト

— 22.500m 

SE1090 

1 10YR5/1褐灰色シルト（地山ブロック少量含む）

2 10YR311黒褐色シルト（炭化物少量含む）

3 2.5Y6/1黄灰色シルト

4 10YR2/1黒色シルト

5 10YR411褐灰色シルト

6 10YR1.7/1黒色シルト（腐蝕植物繊維含む）

7 10YR2/1黒色シルト（腐蝕植物繊雑多く含む）

8 10YR3/1黒褐色シルト（腐蝕植物繊維含む）

9 10YR2/1黒色シルト

10 N1.5/0黒色シルト

11 2.5Y2/1黒色シル ト

12 N3/0暗灰色シルト

SE1096 

1 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YR3/1黒褐色シルト

22.400m 

3 10YR3/1黒渇色シル ト（腐蝕植物繊維多く含む）

SK1120 

—2.400m 
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SK1097B遺物出土状況図
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SE1097A, SK1097B 
1 10YR4/2灰黄褐色シルト（炭化物少量含む）

2 10YR5/1褐灰色シルト

3 10YR5/2灰黄褐色シルト

4 2.5Y6/1黄灰色砂質シルト

5 5Y7/2灰白色シル ト
6 10YR5/1褐灰色シルト

7 7.5YR6/6橙色シルト｀2.5Y5/1黄灰色砂質シル ト

8 10YR3/1黒褐色シルト
9 10Y5/1灰色砂質シル ト

10 7.5Y5/1灰色シルト

口6 2 4 、□
▽ 451 

¥ 33 

＼` 吉彎=----

\32 丈コ~423

｀ 6ご 434 言 c□Z 40

亨 1

更ロフ50
可 49

更 25

- 442 

、二452

。
2m 

゜
0.5 1m 

1'. 40 1 : 20 



SK1130 • SE1149 • SK1324 • SK1332 • SE1501 

SK1130 
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SK1130 

1 10YR3/1黒褐色シルト

2 10YR1.7/1黒色シルト

3 10YR2/1黒色シル ト

4 2.5Y411黄灰色シルト

5 10YR2/2黒褐色シルト

6 2.5Y3/1黒褐色シルト

7 5Y2/1黒色シルト

SK1332 

22.300m 

゜ 1: 40 

22.400m 

SE1501 

— 22.500m 

SE1501 

1 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物，地山小ブロック少量含む）

2 10YR2/3黒色シルト（地山小プロック含む）

3 10YR2/1黒色シルト` 10YR4/1褐灰色シルト

4 10YR3/1黒褐色シルト

5 2.5Y3/1黒褐色シル ト

6 10YR4/1褐灰色シルト

7 10YR1.7/1黒色シルト

8 5GY7/1暗オリープ灰色シルト

9 2.5Y2/1黒色シルト

10 10YR3/1黒褐色シルト

11 7.5Y6/1灰色シルト

12 10YR4/1褐灰色シルト

13 2.5Y3/1黒褐色シル ト

14 10YR1.7/1訊色シルト

15 N1.5/0黒色シルト

16 2.5Y2/1黒色シルト

17 5Y4/1灰色シルト

18 2.5GY6/1オりーブ灰色シル ト
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SK1502 

1 10YR4/1褐灰色シルト、 2.5Y7/3浅黄色シルト

（斑に混ざる）（炭化物少量含む）

2 10YR4/1褐灰色シルト，2.5Y7/3浅黄色シルト

（斑に混ざる） （炭化物少量含む）

3 10YR3/1黒褐色シルト

4 10YR4/1褐灰色シルト、 10YR4/6褐色シルト（斑に混ざる）

5 7.5YR4/1褐灰色シルト

6 2.5Y7/3浅黄色シルト， 10YR4/6褐色シルト （斑に混ざる）

7 10YR5/1褐灰色シルト

8 (SK1503埋土） 10YR3/2暗褐色砧質シルト
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SE1564 

1 2.5Y3/1黒褐色シルト

2 2.5Y2/1黒色シルト

3 5Y6/2灰オリーブ色シルト

4 10YR4/1褐灰色シルト

5 5Y6/2灰オリーブ色シルト

6 7.5Y3/1オリーブ黒色シルト

22.500m 

SK1532 

1 2.5Y3/1黒褐色シルト（小礫多く含む）

2 10YR3/1黒褐色シルト（小礫．炭化物含む）

3 10YR3/1黒褐色シルト

4 2.5Y3/1黒褐色シルト

5 5Y3/1オリープ黒色シル ト
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ヽ
SE1569 

1 2.5Y3/1黒褐色シルト （小礫多く含む）

2 10YA3/1黒褐色シルト （小礫少量含む）

3 2.5Y211黒色シルト

4 5Y3l1オリーブ黒色シルト

SK1561 

1 2.5Y3/1黒褐色シルト

2 10YR3/1黒褐色シルト

3 5Y6/2灰オリーブ色シルト

4 2.5Y2/1黒色シルト

5 2.5Y4/1黄灰色シルト， 7.5GY6/1緑灰色シルト極少量

6 2.5Y3/1黒褐色シルト， 5Y612灰オリーブ色シルト少量

7 5G7/1明緑灰色シルト， 10YR2/1黒色シルト極少量

8 10Y3/1オリーブ黒色シルト

22.500m 

,3 22.SOOm 

SK1595 

1 10YR4/1褐灰色シルト， 5Y6/2灰オリープ色シルト

2 10YR3/1黒褐色シルト

3 5Y5/2灰オリーブ色シルト

4 10YR3/1黒褐色シルト

5 10YR2/1黒色シルト

2m 

1: 40 

9 8 19 

22寧

SE1603 
1 5Y6/2灰オリープ色シルト
2 10YA3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む）
3 5Y6/2灰オリーブ色シルト， 10YA3/1黒褐色シル ト
（炭化物少量含む）
4 5Y7/2灰白色シルト

5 5Y6/2灰オリーブ色シルト
6 10YA4/2灰黄褐色シルト
7 10YA3/2黒褐色シルト
8 10YA1.7/1黒色シルト （炭化物含む）
9 2.5Y6/2灰黄色シルト， 10YA2/1黒色シルト （斑状）
10 2.5Y3/1黒褐色シルト （炭化物少量含む）
11 2.5Y6/4にぶい黄色シルト
12 2.5Y7/3浅黄色シルト， 2.5Y5/1暗灰黄色シルト
13 2.5Y3/1駄褐色シルト（地山小ブロック含む）
14 2.5Y6/2灰黄色シルト
15 2.5Y311黒褐色シルト
16 2.5Y2/1黒色シルト
17 N1.510黒色シルト
18 N2/0黒色シルト
19 2.5Y3/1黒褐色シルト
20 2.5Y4/1黄灰色シルト

21 5Y2/1黒色シルト
22 2.5Y3/1黒褐色シルト
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1 10YR2/2黒褐色シルト（炭化物少量含む）

2 5Y7/3浅黄色シルト

3 7.5GY7/1明緑灰色シルト，10YR3/1黒褐色シルト少量

4 10YR1.7/1黒色シルト

5 7.5GY7/1明緑灰色シルト， 10YR3/1黒褐色シルト少量

6 10Y3/1オリープ黒色シルト
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SK1628 

1 10YR4/1褐灰色シルト

2 2.5Y7/4浅黄色シルト

3 10YR3/1黒褐色シルト

4 10YR2/1黒色シルト

5 10YR5/1渇灰色シルト

6 10YR5/2灰黄褐色シルト

7 2.5Y3/1黒褐色シルト

8 N4/0灰色シルト

9 N2/0黒色シルト

10 5Y6/3オリープ黄色シルト

11 N5/0灰色シルト， 7.5Y6/2灰オリープ色シルト

12 10Y6/1灰色シルト， 7.5Y2/1焦色シルト
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1 10YR3/1黒褐色シルト （炭化物少量含む）

2 10YR2l1黒色シルト

3 10YR3l2黒褐色シルト （炭化物極少量含む）

4 10YR1.7/1黒色シルト（腐蝕植物繊維多く含む）

5 10YR3/1黒褐色シルト

6 2.5Y3/1黒褐色シルト

7 2.5Y6/3にぶい黄色シルト

8 2.5Y4/1黄灰色シルト

9 2.5GY6/1オリーブ灰色シルト

10 5Y3/1オリープ黒色シルト
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1 10YR3/2黒褐色シルト

（炭化物多く含む｀地山小プロック）

2 10YR3/1黒褐色シルト （炭化物少量含む）

3 5Y6/2灰オリーブ色砂質シルト

4 2.5Y3/1黒褐色シルト

5 5Y6/2灰オリープ色砂質シルト

6 2.5Y3/1黒褐色シルト

7 5Y612灰オリープ色砂質シルト， 2.5Y3/1黒褐色シルト

8 2.5Y4/1黄灰色シルト

9 10YR4/1褐灰色シルト（腐蝕植物繊維多く含む）

10 2.5Y3/1黒褐色シルト （腐蝕植物繊雑多く含む）
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1 10YR4/1褐灰色シルト

2 10YA3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む）

3 10Y6/1灰色シルト

4 10YR4/1褐灰色シルト

5 10YA311黒褐色シルト

6 10YR5/1褐灰色シルト

7 10YR5/1褐灰色シルト

8 10YR4/1褐灰色シルト

9 7.5Y7/2灰白色シルト， 10YR5/1褐灰色シルト

10 10YR4/1褐灰色シルト， 7.5Y7/2灰白色シルト少量

11 7.5Y7/2灰白色シルト
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SK1678 ・ SK1679 • SK2255 
1 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む）
2 10YR2/1黒褐色シルト（炭化物多量に含む）
3 10YR5/2灰オリープ色シルト
4 2.5Y3/1黒褐色シルト， 2.5Y6/8明黄褐色シルト
5 N2JO黒色土（炭化物多量に含む）．10YA3/1黒褐色シルト
6 10YR4/1褐灰色シルト
7 2.5Y5/1黄灰色シルト（炭化物多く含む）
8 2.5Y4/1黄灰色シルト（炭化物少量含む）
9 5Y5/1灰色シルト
10 10YR3/1黒褐色シルト
11 10YR4/3にぷい黄褐色シルト
12 10YR4/2灰黄褐色シルト， 5Y6/2灰オリーブ色シルト
13 10YA3/1黒褐色シルト（炭化物多く含む）
14 2.5Y4/1黄灰色シルト
15 2.5Y5/1黄灰色シルト
16 2.5Y3/2黒褐色シルト
17 2.5Y4/1黄灰色シルト、 2.5Y7/3浅黄色シルト
18 2.5Y3/3暗オリープ褐色シルト
19 10YR5/2灰黄褐色シルト（炭化物少量含む）
20 10YR4/2灰黄褐色シルト
21 2.5Y3/1黒褐色シルト
22 10YA4/1褐灰色シル ト
23 2.5Y4/1黄灰色シルト
24 2.5Y4/1黄灰色シルト
25 10YR3/1黒褐色シルト
26 10YR3/1黒褐色シルト （小渥含む）
27 10YR4/2（砂・小礫含む）
28 10YR2/1黒色シルト
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...999999999999,． 1 2.5Y3/1黒褐色シルト

SK1729 2 2.5Y6/3にぷい黄色シルト， 2.5Y3/1黒褐色シルト（斑状）
1 10YR3/2黒褐色シルト（炭化物少量） 3 2.5Y4/1黄灰色シルト

2 10YR312黒褐色シルト，2.5Y8/4淡黄色シルトブロック 4 10YR4/1褐灰色シルト

3 10YR4/1褐灰色シルト 5 2.5Y211黒色シルト （植物質繊維多く含む）

4 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物少量含む） 6 5Y4/1灰色シルト
5 10YR3/1黒褐色シルト

6 10YR3/2黒褐色シルト

7 10YR212黒褐色シルト

8 10YR3/1黒褐色シルト

9 10YR6/6明黄褐色シルト

10 10YR3/1黒褐色シルト

11 2.5Y4/1黄灰色シルト

12 2.5Y3/1黒褐色シルト` N1.510黒色シルト
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1 10YR4/2灰黄褐色シルト

2 N1.5/0黒色シルト 〈炭化物含む）

3 10YR3/2黒褐色シルト

4 2.5Y7/3浅黄色シルト

5 10YR3/2黒褐色シルト． N1.5/0黒色砂質シルト

6 N1.5/0黒色砂質シルト （炭化物多く含む）

7 2.5Y8/3浅黄色シルト
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1 2.5Y4/1黄灰色シルト

2 10YA4/1褐灰色シルト

3 2.5Y3/1黒褐色シルト（炭化物多く含む）

4 10YR4/1褐灰色シルト

5 2.5Y2/1黒色シルト（腐蝕植物繊維多く含む）

6 10YR3/1黒褐色シルト

7 2.5Y2/1黒色シルト（腐蝕植物繊維，礫多く含む）

8 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト

SK2163 

1 10YR4/1褐灰色シルト （炭化物少量含む）

2 N1.5/0黒色砂質シルト （炭化物少量含む）

3 10YR7/2にぶい黄*ll色シルト． 10YR5/2灰黄褐色シルト少量

4 10YR4/1褐灰色シルト

5 10YR7/1灰白色シルト． 10YR5/2灰黄褐色シルト
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1 10YR5/3にぷい黄褐色シルト

10YR7/6黄橙色シルト小ブロック少量含む

2 2.5Y6/3にぶい黄色シルト

10YR7/8黄橙色シルトプロック含む

3 10YR512灰黄褐色シルト

4 10YR3/1黒渇色シルト

5BG611青灰色シルト小プロック少量含む

5 10YR514にぶい黄褐色シルト

6 10YR4/2灰黄褐色シルト

SK2238 

1 10YR3/2黒褐色粘質シルト（炭化物少量）

2 10YR3/2黒褐色粘質シルト

3 10YR2/1黒色粘質シルト

4 10YR3/1黒褐色粘質シルト

5 2.5Y3/1黒褐色粘質シルト（植物質繊雑含む）

6 5Y3/1オリープ黒色粘質シル ト（植物質繊維含む）

SD1083 

$D1083 

1 10YR3/2暗褐色シルト

2 10YR3/1黒褐色シルト

3 10YR4/1褐灰色砂質シルト

4 10YR3/1黒褐色シルト

5 10YR4/1褐灰色砂質シルト

6 10YR3/1黒褐色砂質シルト

SD1321 
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1 10YR3/1暗褐色シルト（礫 ・炭化物少量含む）

2 10YR3/2暗褐色シルト，2.5Y5/2暗灰黄色砂

3 2.5Y5/2暗灰黄色砂 （小礫含む）
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ふりがな

書 名

副櫓名

シリ ーズ名

編集者名

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収追跡名

宮み々ノ前ょぇ追ヽ・跡せ＆

所収遺跡名

宮ノ前逍跡

みやのまえいせきはっくつちょうさほうこくしょ

宮ノ前辿跡発掘調査報告再

西山町文化財調査報告害

第7集

中島義人

西山町教育委貝会

〒949-4193 新渇県刈羽郡西山町大字池浦117-2 TEL(0257)47-4006 

2003if::. 3月14日

ふりがな コード 北緯 束経 調査面梢

所在地 市町村 遺跡番号 ＇ ’’ ゜ ’ ’’ ゜
調査期間

m 2 
調壺原因

Iこいがf.:19んかりわぐんにしゃi3 ≪J““，，，ざ 37度 138度 19990419 県営ほ場
新渇県刈羽郡西山町大字

15505 25分 39分
整備事業

さたのあヽ子ざみや 3え 172 ー→ 3,850 
北野宮ノ前3014-1ほか 北野地区

56秒 5秒 19991008 による

種別 主な時代 主な追構 主な辿物 特記事項

古培時代 須恵器 ・土師器 ・灰釉陶器 ・ 古連墳時代安は畠田逍跡と強い関• 平 時代は掘立柱建物 ・掘立柱建物跡 ・
散布地 平安時代

井戸 • 土坑 ・ 溝
珠洲焼き ・瀬戸 ・行磁 .r黍器 溝が計画的に配t翌され、灰釉

陶器が多数多出土 ・製中世は井出戸中世 木器 ・木製品

西山町文化財調壺報告杓第7集

新潟県刈羽郡西山町

宮ノ前遺跡発掘調査報告書

一県営ほ場整備事業北野地区に伴う発掘調究一

2003年3月

発行西山町教育委員会

印刷北越印刷株式会社

長岡市福住l丁目 6-27

などから数の木品が 土





゜

゜
ら。°゜⇔

S各519唸0
0。％芯°c@°゚
0 &° oogo。心□゜

(X) 0 
000 

゜。° oo 
〇° ゜

0゚ 戸謬苔
0。

屯゚玉 碍羹象゚
。0％忍°芦
。面 0―←―f 。c:::>

゜

。
゜゚

゜

Qo 
8
 ゜0 6J 

゜

Q
)
0
 

00り＼―SD1083
、」。-v,  

SK10810 °o ! 
: ＼。。 ~°¢o l 

二：／
三ロ

゜゚

-0喀。

゜

。

゜

゜゚
ooo0000[n 
屯（
O
O
O
 

贔。
＆
げ
0
0
0
0

0
0
8
 

゜

。。
脅。。[。
謬

臼
。
％
紫
。
＇

[
〗
。
こ
。
字
。

g
o
o
ら
。
O
o
伊

。

0

,

o

O

 

0 c9 

,

r
 ゚

゜

0

0

 

-
o
°
0
0
0
8

」
8

-

[

O

 

0

。
O
。

0

0

 

（
；
 

O
(
-
o
o
o
.
 

，
 

。

3
 
5
 
5p s
 

0 0 

゜
g
 

8゚ ゚゚゜

I O [;P 

！と＝＝ク

［ ⑤ 

゜゚

＼
 

゜

゜

:008 
゜

SB21l SK1623 

゜0 0 ， o。0。°・臼鼻
。ふ
Q OSK1595 

゜゚

知゚

Q
6
。

0

0

も
。

0

0

0

0

。ooo

゜

0

0

9

0

0

0

0

 

'
.
I
 

8゚

0

も
。
。

0

0

 

o

,0

0

 

d
o

1

0

0

 

00OoOQ

S

＼

ー

。

O
O

105

一

□
冥。
[
°
6
&
o
-

>

S

。

0
0
-
0

0

B

ふ
i

o

。心゚

O
o
o
o
.
o
o

E
 

―

-
0
1
)
。

蒻

ー。

゜

。

00

直`塁”9内0
0
0

亀
0

04
。

O

⑮。

8

3

-

声

g
 

0 び

゜

匂

八
n

。

g゚
 

0
0
 

C
い）O

O
O
P
o
o
9
8
1
c
|

—
汀
0
.

。

O

1
)

。
0

ふ
し

喜
齊
〗

ocPOOOOeBoooo. 
゜
゜
゜

゜

口こ゚

づ
() 0 。 三。

゜
8。
o。°
゜
゜
(9 0 

oO  
0 0 。
゜

゜
゜゚゜

゜゚ ゜

ヽ
＾
~

y
 

）
 

-

O

P

 

J
 

ooo

四。^0-
（
 8
 

》

C

u
 

。
。怒

｛
 

g
 

゜

0
 
0
 
0

1

8

 

Q
 
〇
。
膠
:
こ
o

o
od0 

°
R
 

〇

ふ

⑮

°
℃
 

0

0

 

0

0

 CJ ― oo 

‘̂  s 0～て）
0 V ~ 

？名]^似
0。

0 

宮ノ前遺跡遺構全体図I(S=1 ~ 200) 

蕊。
゜゜

゜ ー゚m 


	表紙
	例言
	目次
	第Ⅰ章　調査経緯
	第Ⅱ章　遺跡の環境
	第Ⅲ章　遺構と遺物
	第Ⅳ章　まとめ
	引用・参考文献
	観察表
	遺構図版
	遺物実測図版
	遺構写真図版
	遺物写真図版
	報告書抄録・奥付
	附図_遺構全体図1：200



